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ＦＤの取組みと実践について 

 

FD 推進機構長（学長）下村 輝夫 

 

 FD とは、教育にどのような付加価値を課して、学生が満足するような教育力とするかに

帰結するとも言えます。中央教育審議会においても、教育の質の保証の観点から FD の重要

性を指摘しています。福岡工業大学では、“For all the Students”の経営理念の下、「丁寧な教

育システムの確立」のため、2010 年 4 月に「FD 推進機構」を設置し、その取組みを進めて

参りました。 

 

 2019 年から始まった第 8 次マスタープラン（中期経営計画）においては、教育の質的転

換による付加価値向上を果たすことを最重要テーマに掲げ、第 7 次マスタープランに引き

続き、「主体性を持つ多様な学生を想定とした大学教育の質的転換」と「3 つのポリシーに

基づく教学マネジメントの確立」を念頭におき、実践型人材育成を目指して、学生の主体性

の育成と自律的学習の習慣化を重視した本学独自の教育実践を推進しています。 

 

 今回の FD Annual Report には、主体的でかつ対話的な学びを促進させ専門知識の土台を作

るための統計学教育における学習ポートフォリオの活用事例や英語学習活動において自主

的学習姿勢の涵養を目指して目標設定と振り返りを導入した実践報告など、学生個々の学

びの PDCA サイクルをまわすための取組みについて、実践報告、トピックス記事の形式で

掲載しています。 

 

 大学での学びは、学生と教員と職員との信頼関係によって成り立っています。この信頼関

係を構築するには、カリキュラムの可視化、明確な目標設定、教学マネジメントを基盤とし

た具体的な取組みと実践が不可欠です。教職協動の下に教育の質の保証に向けて、今後とも

努力を行って参ります。 

 

 「FD Annual Report 2019」に対しまして、皆様から率直で忌憚のない御意見を賜わります

よう御願い申し上げます。 
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海外派遣問題解決型学習プログラムの実施報告 

―モンクット王工科大学におけるケース― 

 

江 口   啓（電子情報工学科） 

倪   宝 栄（電子情報工学科） 
 

A report on the 2019 global project-based learning (gPBL) program  
- Case Study at King Mongkut’s Institute of Technology Ladkrabang - 

 

Kei Eguchi (Department of Information Electronics) 
Baorong Ni (Department of Information Electronics) 

 

Abstract 

 

 The 2019 global project-based learning (gPBL) program, which was held at King Mongkut’s Institute of Technology 

Ladkrabang (KMITL) Thailand, is reported in this paper. In this gPBL program, 6 FIT students, 10 KMITL students and 6 

Mandalay Technological University students undertook the project: “Design of a line follower robot and its function extension”. 

To evaluate this gPBL program, we conducted a questionnaire survey for 6 FIT students after the gPBL program was finished. 

The result of the questionnaire survey showed that this gPBL program had a great impact on the learning will of students. 

Furthermore, all students gave affirmative answers concerning the effectiveness of this program. 

 

Key words: Global project-based learning, Problem solving learning, Short-term studying abroad, Team making 

 

1 . はじめに  

 現代日本において，国際交流を通じたグローバ

ル人材の育成は喫緊の課題であり，高等教育にお

いては，“国際的な流動化による急速な科学技術の

進歩と高度化に対応できる能力を持った人材”の

育成 1 )が急務とされている。このため，我々福岡

工業大学においても，一昨年度より，芝浦工業大

学と本学協定校であるモンクット王工科大学ラカ

バ ン 校 （ KMITL:  King  Mongkut ’s  Ins t i tu te  o f  

Technology  Ladkrabang）の協力の下，gPBL（ Globa l  

Pro jec t -Based  Learn ing）プログラム 2 ) - 4 )を実施して

きた。具体的には，2018 年 3 月にベトナム・ハノ

イで開催されたプログラム 5 )を皮切りに，これま

でに計 5 回のプログラムを工学部の学生を対象に

実施し，のべ 16 名の学生を参加させた。しかしな

がら，これまでに実施してきた全ての gPBL プロ

グラム 5 ) , 6 )は，他大学から提供されたプログラム

の下に実施されたものであり，本学独自のプログ

ラムでは実施されていなかった。  

 本年度は，これまでに協力校から学ばせて頂い

た gPBL プログラムの実施・運営に関するノウハ

ウを基に，本学独自の gPBL プログラムを実施し

たので本論文において報告する。本 gPBL プログ

ラムは，本学協定校である KMITL において，2019

年 8 月に実施した。本プログラムの特徴は，これ

までに芝浦工業大学の協力の下で参加させて頂い

た“ 2 国間の gPBL プログラム”とは異なり，日

本・タイ・ミャンマーを対象とした“ 3 国間の gPBL

プログラム”であり，本学教員が中心となってプ

ログラムの企画・運営を行ったという点である。

本論文では，本学独自の gPBL プログラムの実施

経験を通じて得た知見と，事後アンケートによる
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本独自プログラムの評価について報告する。  

 

2 . gPBL プログラム  

2 .  1 プログラムの概要  

 今回の gPBL プログラムで設定した学習課題は，

「 Des ign  o f  a  l ine  fo l lower  robo t  and  i t s  func t ion  

ex tens ion（ライントレース・ロボットの設計とそ

の機能拡張）」であり，Arduino と呼ばれるワンボ

ードマイコンを利用することで，ライントレース・

ロボットの設計とその機能拡張に多国間混成グル

ープで取り組むというものである。本プログラム

に参加した学生は，本学学生 6 名（電子情報工学

分野）を含む，タイ・ KMITL の学生 10 名（電気

工学分野，情報工学分野，産業応用分野，ならび

に，機械工学分野），ならびに，ミャンマー・マン

ダレー工科大学（ MTU）の学生 6 名（情報工学分

野，建築分野，機械工学分野，および，応用化学

分野）の合計 22 名である。本プログラムにおいて

は，図 1 に示すように，専門分野の異なる学生 3

～ 4 名で 1 つの多国籍混成グループを構成し，基

本的な会話は英語で行われた。ここで，本年度の

KMITL からの参加学生は，本学において毎年実施

しているサマープログラムの参加者を含んでいた

ため，例年と比べて，学生間のコミュニケーショ

ンが円滑に行えたようである。  

 なお，本学からの学生参加者 6 名のうち 1 名は，

昨年度実施された gPBL プログラムの経験者であ

り，本プログラムに利用するマニュアルの作成や

技術補助に尽力して頂いた。この gPBL プログラ

ム経験者を参加学生に加えるというアイディアは，

本プログラムの企画・運営における担当教員の負

荷軽減に大いに役立った。また，本学学生の渡航

費 に 関 し て は ， 独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機 構

（ JASSO）の 2019 年度海外留学支援制度（協定派

遣）において，本学参加学生 6 名のうち 5 名が奨

学金 7 万円を受給できたので，その奨学金を充当

した。このように，本プログラムでは，教員負担

と財政負担の両面を考慮して，プログラムの企画・

運営を行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  1 グループディスカッションの様子  

 

表  1 プログラム・スケジュール  

8 月  プログラム内容  

19 日 (月 )  バンコク到着・ホテルチェックイン  

20 日 (火 )  
アイスブレイクとガイダンス  

ウェルカム・ディナー  

21 日 (水 )  

gPBL プログラムへの参加  

（ 1 s t  Miss ion：“ライントレース・ロ

ボットの設計”開始）  

22 日 (木 )  

gPBL プログラムへの参加  

（ 1 s t  Miss ion：“ライントレース・ロ

ボットの設計”）  

23 日 (金 )  

gPBL プログラムへの参加  

（設計したライントレース・ロボッ

トの競技会）  

24 日 (土 )  
フィールド・トリップ  

（ラッタナコシン展示ホール見学）  

25 日 (日 )  自由行動  

26 日 (月 )  

gPBL プログラムへの参加  

（ 2 n d  Miss ion：“ ロ ボ ッ ト の 機 能 拡

張”開始）  

27 日 (火 )  

gPBL プログラムへの参加  

（ 2 n d  Miss ion：“ ロ ボ ッ ト の 機 能 拡

張”）  

28 日 (水 )  

gPBL プログラムへの参加  

（最終発表会資料の準備，および，

最終発表会）  

29 日 (木 )  帰国  
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 本プログラムの具体的なスケジュールを，表 1

に示す。同表に示す通り，プログラムはフィール

ド・トリップを含む合計 11 日間で実施された。  

 また，表 1 に記載している期間以外にも，事前

教育を参加学生に対して行った。具体的には，専

門学科教員による組込みシステムの基礎学習，な

らびに，国際戦略室のネイティブスピーカーによ

る 3 日間の英語レッスンを行うことで，当該プロ

グラムへの参加に備えた。  

 表 1 の プ ロ グ ラ ム 期 間 に お い て は ， 学 生 は 朝

9:00 から夕方 18:00 までグループ活動を行い，ま

た，日々の活動終了後には学生等が宿泊している

KMITL の学生寮において，図 2 に示す英語による

日報（ Dai ly  Repor t）の作成が義務付けられた。な

お，学生寮の宿泊に関しては，KMITL 側のご厚意

により無償で提供して頂いた。学生寮においては，

学生は相部屋で衣食住を共にし，毎日のアクティ

ビティ終了後も夜中までグループディスカッショ

ンを継続して行っていた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2 学生によるデイリーレポートの一例  

 

 

 

 

 

 

 

 

(a ) ライントレース・ロボットの作製  

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) マイコンのプログラミング  

 

 

 

 

 

 

 

 

(c ) ライントレース・ロボットの試験走行  

 

 

 

 

 

 

 

 

(d)  アイスブレイク（アクティビティ： As long  

as  I  love  you）の様子  

図  3 1 s t  Miss ion における学生活動の様子  
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(a ) 学生が設計したロボットの一例  

 

 

 

 

 

 

 

(b) 英語による成果発表  

 

 

 

 

 

 

 

 

(c ) 教員によるロボットの評価  

 

 

 

 

 

 

 

 

(d) プログラム認定証書の授与  

図  4 2 n d  Miss ion における学生活動の様子  

表  2 各グループが作製したロボット  

グループ  ロボットの概要  

1  視覚障害者のための障害物検知機能

を内蔵した手袋  

2  床清掃ロボット  

3  環境保全のためのゴミ分別ロボット  

4  爆弾を模した目覚まし時計  

5  礼拝のための仏像ロボット  

6  客に飲料を提供する給仕ロボット  

 

2 .  2 活動の様子  

 図 3 と４に，本プログラムにおける学生の活動

の様子を示す。参加学生は本学教員から学習課題

の内容に関する説明を受けた後，グループ毎に学

習課題に取り組んだ。学習課題は 2 部構成となっ

ており，第 1 ミッション：“ライントレース・ロボ

ットの設計”（図 3 参照）と第 2 ミッション：“ロ

ボットの機能拡張”（図 4 参照）に参加学生は取り

組んだ。  

 図 3 に示す第 1 ミッションにおいては，参加学

生はお互いの専門知識を生かしながら，図 3  ( a )に

示すライントレース・ロボットの作製と，図 3  (b )

に示すワンボードマイコンのプログラミングを行

った。第 1 ミッションの最後には，図 3  (c )に示す

ように，参加学生が設計したライントレース・ロ

ボットを用いた競技会が実施された。また，プロ

グラム前半である第 1 ミッション開始前には，学

生 の 親 睦 を 深 め る た め に 図 3  (d)の ア イ ス ブ レ イ

キングが実施された。このアイスブレイキングに

関しては， KMITL 国際部の Pongpha t 氏に実施し

て頂いた。  

 図 4 に示す第 2 ミッションにおいては，参加学

生は第 1 ミッションで作製したロボットを再設計

することで，各グループで図 4  (a )に示すようなユ

ニークなロボットを創造する作業に挑んだ。具体

的には，表 2 に示すロボットが学生等によって作

製された。第 2 ミッションの最後には，図 4  (b)と

(c )に示すように，英語による成果発表と教員によ

るロボットの評価が行われ，その評価結果を基に，
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図 4  (d)に 示 す よ う に 賞 状 の 授 与 と 認 定 証 書 が プ

ログラム修了者へ贈られた。なお，最終発表にお

いては，必ず参加者全員が英語によるスピーチを

行うように指導した。この最終発表に加え，本学

の 参 加 学 生 に は ， 図 5 に 示 す 最 終 報 告 書 （ Fina l  

Repor t）の提出が義務付けられた。  

 

3 . 事後アンケート調査の結果  

 gPBL プログラム終了後に，本学参加学生 6 名

を対象として，表 3 に示す事後アンケートを実施

した。同アンケートは，本学における学生授業評

価アンケートを基に作成しており，これまで全て

の gPBL プログラムに対して実施したアンケート

と同一の内容である。本節においては，これまで

に実施した他大学主導の 5 つの gPBL プログラム

（総参加学生数 16 名）と，本年度実施した本学主

導の gPBL プログラムとを比較することで，今年

度試行した独自プログラムの評価を行った。  

 図 6 に，設問番号 1 に対する回答結果を示す。  

表  3 事後アンケートの内容  

設問  

番号  
アンケートの内容  

1  

本 gPBL プログラムに自主的かつ意欲を

もって取り組むことができましたか？  

①  充分に取り組んだ  

②  ある程度取り組んだ  

③  あまり取り組んでいない  

④  全く取り組んでいない  

2  

本 gPBL プログラムの参加にあたり，プ

ログラム期間以外でどのくらいの学習に

取り組みましたか？（事前学習の時間）  

①  5 時間以下  

②  5 時間～ 10 時間未満  

③  10 時間～ 15 時間未満  

④  15 時間～ 20 時間未満  

⑤  20 時間～ 25 時間未満  

⑥  25 時間～ 30 時間未満  

⑦  30 時間以上  

3  

本 gPBL プログラムを通じて実際に伸ば

すことができたと実感している『力』は

何ですか。当てはまるものを 3 つまで選

んでください。  

A)  地 球 的 観 点 か ら 多 面 的 に 物 事 を 考 え

る能力とその素養  

B)  技 術 が 社 会 や 自 然 に 及 ぼ す 影 響 や 効

果，及び社会に対して負っている責任

に対する理解  

C)  数学及び自然科学（人文社会科学）に

関する知識とそれらを応用する能力  

D)  当 該 分 野 に お い て 必 要 と さ れ る 専 門

知識とそれらを応用する能力  

E )  種々の科学技術，情報及び知識を活用

し て 社 会 の 要 求 を 解 決 す る た め の デ

ザイン能力  

F )  論理的な記述力，口頭発表力，討議等

のコミュニケーション能力  

G)  自主的，継続的に学習する能力  

H)  与 え ら れ た 制 約 の 中 で 計 画 的 に 仕 事

を進め，まとめる能力  

I )  チームで仕事をするための能力  

図  5 最終報告書の一例  



－  8  － 

4  

本 gPBL の内容は全体として意義あるも

のでしたか。  

①  充分意義があった  

②  ある程度意義があった  

③  あまり意義がなかった  

④  全く意義がなかった  

5  
本 gPBL の感想や学んだこと，意見や要

望を記述してください。  

 

 ここで，同図中の青色のグラフは，本年度本学

主導で実施したプログラムに対する回答結果を示

しており，一方，赤色のグラフは，これまでに実

施した他大学主導の 5 つのプログラムに対する回

答結果の平均値を示している。なお，同図中の度

数は，各回答結果を参加者数で正規化した値を示

している。同図が示す通り，参加学生全員が肯定

的意見を示しており，参加学生全員が本プログラ

ムを「①充分に取り組んだ」と回答した。同結果

から明らかなように，これまでの gPBL プログラ

ムと同様に，本独自プログラムでも学生の積極的

な学習への取り組みが見られた。  

 図 7 に，設問番号 2 に対する回答結果を示す。

回答者によって学習時間に隔たりがあるものの，

参加学生の半数が 30 時間以上の学習に取り組ん

だと回答した。この設問内容は，「プログラム期間

以外で学習に取り組んだ時間」であり，授業外学

習時間に相当する。同結果から明らかなように，

本プログラムでは，学内授業を遥かに超える授業

外学習を行っていることがわかる。また，同図か

ら分かるように，“本学主導”と“他大学主導”と

の間に大きな差はみられない。  

 図 8 に，設問番号 3 に対する回答結果を示す。

同図が示す通り，“他大学主導”と同様に“本学主

導”においても，参加学生は「 I )  チームで仕事を

するための能力（回答率： 66 .7%）」と「 F)  論理的

な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーシ

ョン能力（回答率： 83 .3%）」の『力』を伸ばすこ

とができたと実感している。また，“他大学主導”

と同様に“本学主導”においても，AL 型学習の特

徴である「主体性にかかわる項目：G)，H)，I )」が

高いことが分かる。  

 図 9 に，設問番号 4 に対する回答結果を示す。

同図が示す通り，参加学生全員が肯定的意見を示

しており，参加学生全員が本プログラムを「①充

分に取り組んだ」と回答した。同結果から明らか

なように，参加学生は本プログラムに対する意義

を感じており，肯定的に本プログラムを受け止め

ていることが明らかとなった。  

 以上のアンケート結果より，本プログラムが学

生視点においては同等の学習効果を得ていること

が明らかとなった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  6 設問番号 1 に対する回答結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  7 設問番号 2 に対する回答結果  
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図  8 設問番号 3 に対する回答結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  9 設問番号 4 に対する回答結果  

 

4 . まとめ  

 本論文においては，2019 年 8 月に実施した gPBL

プログラムについて報告を行った。これまで本学

が参加してきた他大学主導の gPBL プログラムと

は異なり，今回の gPBL プログラムは本学主導で

実施・運営した独自プログラムである。 3 ヶ国参

加による分野横断型の gPBL プログラムを実施し

た結果，今回設計を行った独自プログラムが，こ

れまで他大学から提供頂いていたプログラムと同

等の効果を有することが学生アンケートの結果か

ら明らかになった。具体的には，本プログラムが

参加学生から充分意義のあるものと捉えられてお

り，本学内で行われている授業よりも積極的に活

動に参加していたことが明らかとなった。また，

参加学生の殆どが「 I )  チームで仕事をするための

能力」，ならびに，「 F)  論理的な記述力，口頭発表

力，討議等のコミュニケーション能力」の『力』

を伸ばすことができたと回答していた。  

 一方，本プログラムの実施費用の面に関しては，

JASSO の奨学金を利用することで，実質的な財政

負担を軽減することができた。また，引率教員の

運営負荷に関しては，過去に gPBL プログラムを

経験した学生 1 名を参加させることで軽減するこ

とができた。  

 今後 gPBL プログラムをさらに継続していくこ

とで，学生活動についてのデータを蓄積し，gPBL

プログラムの学習効果の検証，プログラム修了学

生の進路調査，ならびに，人的・金銭的など多面

的な費用対効果の検証を行う予定である。  

 なお，本プログラムの様子は，KMITL 国際部の

Pongpha t 氏によって動画にまとめられているので，

詳細については動画の方をご覧い頂きたい。  

h t tp s : / /www.youtube .com/watch?v=aGfLsVGeqB0&f

ea ture=youtu .be   

 また，今年度の取り組みは，タイの日刊紙マテ

ィチョンに掲載された。  

h t t p s : / / www. ma t i chon . co . t h /news -m on i to r /ne ws_166

9435  

 

参考文献  

1 )   文 部 科 学 省 大 学 審 議 会 ： グ ロ ー バ ル 化 時 代 に 求 め

ら れ る 高 等 教 育 の 在 り 方 に つ い て ，  

h t t p : / / w w w. me x t . g o . j p / b _ m e n u / s h i n g i / o l d _ c h u k y o / o l d _

d a i g a k u _ i n d e x / t o u s h i n / 1 3 1 5 9 5 8 . h t m（ 平 成 3 0 年 4 月 1 6

日 ア ク セ ス ）  

2 )   安 藤 吉 伸 ，水 川 真 ，吉 見 卓 ，L a m  Tr u n g  N g o，D u n g  

L e： 芝 浦 工 大 ・ ハ ノ イ 理 工 科 大 連 携 に よ る グ ロ ー バ

ル P B L： ロ ボ ッ ト 教 材 を 用 い た ミ ッ シ ョ ン 遂 行 形 国

際 P B L の 実 施 報 告 ，工 学 教 育 研 究 講 演 会 講 演 論 文 集 ，

p p . 2 5 0 - 2 5 1（ 2 0 1 4）  

3 )   吉 永 崇 寛 ， 中 尾 基 ： 海 外 大 学 と の 共 同 G P B L プ ロ

ジ ェ ク ト ： グ ロ ー バ ル ・ コ ン ピ テ ン シ ー を 有 す る エ

ン ジ ニ ア の 育 成 ， 工 学 教 育 研 究 講 演 会 講 演 論 文 集 ，

p p . 2 4 2 - 2 4 3（ 2 0 1 5）  

4 )   O h k u r a  M i c h i k o ,  I t o  K o d a i ,  A p i r u k v o r a p i n i t  P a s k o r n ,  

C h a r o e n p i t  S a r o m p o r n :  M u l t i - m e d i a  G l o b a l  P B L w i t h  



－ 10 － 

 H T M L 5  a n d  T E C H T I L E  To o l k i t  f o r  J a p a n e s e  a n d  T h a i  

S t u d e n t s ,  J S E E  A n n u a l  C o n f e r e n c e  I n t e r n a t i o n a l  

S e s s i o n  P r o c e e d i n g s ,  p p . 4 5 - 5 0  ( 2 0 1 7 )  

5 )   江 口 啓 ， 倪 宝 栄 ： 電 子 情 報 工 学 科 に お け る 海 外 派

遣 問 題 解 決 型 学 習（ g P B L）プ ロ グ ラ ム へ の 参 加 報 告 ，

福 岡 工 業 大 学 F D  A n n u a l  R e p o r t， 第 8 巻 ， p p . 2 5 - 3 2

（ 2 0 1 8）  

6 )   江 口 啓 ，倪 宝 栄 ，鞆 田 顕 章：モ ン ク ッ ト 王 工 科 大 学

に お け る 海 外 派 遣 問 題 解 決 型 学 習 プ ロ グ ラ ム へ の 参

加 報 告 ， 福 岡 工 業 大 学 F D  A n n u a l  R e p o r t， 第 9 巻 ，

p p . 4 0 - 4 7（ 2 0 1 9）  

 



－ 11 － 

卒業研究指導の実践報告 
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Key words: マニュアル，動画，自動測定，勤怠管理，GPA 

 

1 . はじめに  

 著者はこれまで電磁気学講義や学生実験におけ

る取り組みを， FD Annua l  Repor t や教育雑誌で紹

介してきた 1 , 2 , 3 , 4 )。FD Annua l  Repor t では卒業研究

指導に関して，これまでに優れた実践報告例があ

る 5 )。著者も着任 8 年間の卒業研究指導の実践結

果について紹介し，総括してみたいと思う。  

 研究は夜遅くまで行うものだと，特に日本の研

究室では学生のころから刷り込まれているように

思われる。著者の大学院時代の指導教員は米国の

大学院で学び，ヨーロッパで長年研究されていた。

そのためか，教員は極めて規則正しく勤務し，夜

中まで仕事をすることはなかった。学生は全員電

車で通っていたこともあり，規則正しい時間で研

究する人が多かった。その後広島大学で助教をす

ることになったが，上司の教員は日本の大学院で

研究された方々であったせいか，ゼミやミーティ

ングが多く，学生だけでなく教員も夜中まで働く

ことが常態化していた。このように教員の研究履

歴により研究に対する文化が大きく異なるようで

ある。しかし最近の時代の流れから，研究に従事

する身分といえども，教員も学生もある程度時間

に余裕をもった生活をすることが望まれているよ

うに思われる。そこで著者はできる限り効率的な

卒業研究になるように努力している。著者の研究

は磁性材料や超伝導材料の開発であり，試料合成

とその構造・組織評価および物性測定の流れで行

う。卒業研究に関してはルーチンワーク的な流れ

で作業をし，それでも新しい成果が出せるような

研究テーマにしている。  

 教員は学術論文を出版することが本分のひとつ

である。ポスドクや博士課程の学生が多ければ，

彼らが論文生産の主軸となり，ポスドクや博士課

程の学生が少なく修士課程の学生が多ければ，修

士課程の学生が論文生産の主軸となる。修士課程

の学生も少ない本学では，卒業研究結果を学術論

文につなげることが大切であると考えている。ま

た，最近は複数の組織が協力して研究をすること

が多くなっている。しかし，著者のこれまでの研

究履歴ではそのような経験は少なく，ほぼ単独の

研究室で成果を出すということが多かった。本学

が研究力を向上させるには，後者の研究室も必要

であろう。そういう意味で，著者はできうる限り

本学単独で成果を出すという方針で研究している。 

 本実践報告では，実験装置マニュアル，動画，

自動測定，研究室独自の勉強冊子，勤怠管理を取

り入れた効率的な卒業研究の紹介と，これまでの

卒業研究成 果と配属学 生の GPA との相関に つい

て説明する。  

 

2 . 実験装置マニュアル  

 著者は広島大学工学部の助教になるまで，理学

系物理の研究室で研究をしていた。そのときには

実験装置（市販自作両方とも）に簡易マニュアル

はなく，研究室の先輩や助手の先生に手取り足取

り操作方法を学んで自分の実験ノートに操作手順

を書いていた。広島大学工学部の助教になると，

市販装置や自作装置に関わらず学生が作成した簡

易マニュアルがあった。工学系の他研究室も簡易

マニュアルを使用しており，カルチャーショック
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を受けたのを覚えている。しかし工学部で研究を

してみると，学生数が理学系よりも多いため，簡

易マニュアルの必要性は感じた。本学では最初の

3 年ほどはマニュアルなしで学生に指導をしてい

たが， 4 年生の学生配属数は多いので効率的では

なかった。その後，学生に簡易マニュアルを作成

させ使用している。図 1 には著者の研究室で自作

した交流磁化率測定系の簡易マニュアルを示して

いる。最近では写真付きで作るように指導を心が

けている。現在ではほとんどの実験装置に簡易マ

ニュアルを整備しており，学生には 2 ,3 回手取り

足取り指導してやれば，その後は自分で操作がで

きることが多い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 . 実験装置使用等の動画  

 著者が担当している電磁気学の講義では反転講

義を取り入れており，予習用に講義ビデオを作成

して FITRep lay にアップロードしている。卒業研

究では，装置の使用方法を中心に動画を作成し同

じく FITRep lay にアップロードしている。動画作

成方法は文献 1)を参考されたい。簡易マニュアル

があれば，動画は不必要かもしれないが，実際の

使用風景を見ることは大切かと思っている。また，

データをプロットして図を作成するソフトの使い

方も動画にしている。これは結構効率化に役立っ

ており，この動画を作成してからは，著者自身が

学生にソフトの使い方を教えたことはない。また，

実験で使用する試料容器の作製やコイル巻線機の

使い方など，学生に主体的に考えさせて立ち上げ

たものも，学生自身に作製方法や使い方をビデオ

撮影させて動画にしている（図 2 参照）。この場合

も次年度以降の学生がその動画を見て再現するこ

とができている（著者自身はしらない）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図  1 学生が作成したマニュアル例  

図  2 実験装置使用等の動画例  
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4 . 自動測定  

 着 任 当 初 か ら 研 究 室 内 で 行 う 物 性 測 定 に は

Labview による自動測定を取り入れている。現在

のところ電気抵抗率と交流磁化率だけしか測定し

ていないが，着任 1 年目の学生に電気抵抗率測定

のプログラムを卒業研究としてつくらせた。研究

室配属決定時の GPA が 2 .96 の成績上位者であっ

たが， Labview 関連の書籍を与えて，ほぼ独力で

半年ほどかけてつくることができた（図 3 参照）。

前任の広島大学工学部の学生でもなかなかプログ

ラミングはできなかったことを考えると，答えの

出る問題に関しては，本学の成績上位者は国立大

生に引けをとらない。このプログラムをひな型に

して他の測定プログラムもつくっている。測定時

間は 15 時間ほどかかるので，自動測定を導入でき

たことは，極めて効果が大きい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 . 研究室独自の勉強冊子  

 着任 1 年目から，研究に必要な基礎知識をまと

めた「北川研勉強ミニマム」という 40 ページほど

の冊子を作成して，卒研生に配布している。学生

にはこれを見て必要な知識を自主的に学んで欲し

いと考えていると同時に，指導の手間を省くこと

も狙っている。図 4 に冊子の一部を示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 . 勤怠管理  

 2018 年度から，指紋認証方式の勤怠管理を取り

入れた。著者の研究室は平日の 10 時から 17 時を

コア時間に設定しており，研究室に来た時と帰宅

時に一回ずつ指紋認証することにしている。その

間は理想的には研究活動を行うべきだが，今のと

ころどこで何をしていてもよいルールにしている。

表 1 に 2018 年度と 2019 年度の結果を示している。

学生名の最初は配属年度を表す。総コア時間に対

してみると，研究室滞在時間は概ね 90%以上の時

間に到達している。不足分は就職活動や病気，単

に怠けただけ等によると思われる。なお，平日の

17 時以降（自動測定は除く）や土日は基本的に実

験を禁止している。卒研生は 17 時以降にはほぼ全

員帰宅し，土日に研究室に来ることはない。  

  

図  3  学生が作成した自動測定プログラムの  

フロント画面  

図  4 北川研勉強ミニマムの 1 ページ  
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表  1  2018 年度と 2019 年度の勤怠管理結果  

   （総コア時間は 2018 年度は 1393 時間，  

    2019 年度は 1328 時間）  

H30-A H30-B  H30-C  H30-D 

97% 101% 90% 93% 

    

H30-E  H30-F  H30-G H30-H 

100% 96% 99% 99% 

    

R1-A R1-B  R1-C  R1-D 

101% 99% 97% 95% 

    

R1-E  R1-F    

98% 98%   

 

7 . 卒業研究成果と GPA の相関  

 表 2 に各年度の配属学生の配属決定時 GPA と

卒業研究成果がどの学術雑誌に掲載されたかをま

とめている。学術雑誌には本稿執筆時点でのイン

パクトファクター（ IF）も追記している。また，

学術雑誌掲載には至らなかったが，国際会議発表

できた成果は国際会議名を記している。学術雑誌

と国際会議には頭にそれぞれ通し番号を付けてい

る（複数の学生が一つの学術論文や国際会議発表

に貢献している場合が多い）。横棒は学術雑誌掲載

や国際会議発表に至らなかったことを示している。

装置作製と書いているところは，最初から学術雑

誌掲載を考えていないテーマである。図 5 には学

術雑誌掲載に至った割合を GPA0,  1 ,  2 ,  3 台に対し

て棒グラフとして示している。このとき装置作製

テ ー マ を 担 当 し た 学 生 は 母 数 か ら 省 い て い る 。

GPA0 と 3 台は母数が 2 と少ないために議論はで

きないが，GPA が 1 台（母数 26）と 2 台（母数 21）

の学生を比べると， GPA1 台の学生が多く学術雑

誌掲載に至る成果を出していることがわかる。  

 

表  2  各年度の配属学生の配属決定時 GPA と  

研究成果  

学生  GPA 掲載された学術論文または  

発表国際会議  

H24-A 2 .96  装置作製  

H24-B  1 .26  ① Mater.  Res .  Expre ss  [ IF :1 .449]  

H24-C  1 .22  －  

H24-D 1 .21  ② Res .  Phys .  [ IF :3 .042]  

H24-E  1 .18  装置作製  

H25-A 3 .06  －  

H25-B  1 .7  －  

H25-C  1 .59  ② Res .  Phys .  [ IF :3 .042]  

③ J .  Al loys  Compd.  [ IF :4 .175]  

H25-D 1 .52  ④ Phys .  Rev.  B  [ IF :3 .736]  

H25-E  1 .33  ① Mater.  Res .  Expre ss  [ IF :1 .449]  

H25-F  1 .23  －  

H25-G 1 .16  ⑤ Res .  Phys .  [ IF :3 .042]  

H26-A 1 .58  ④ Phys .  Rev.  B  [ IF :3 .736]  

H26-B  1 .31  ④ Phys .  Rev.  B  [ IF :3 .736]  

H26-C  1 .21  －  

H26-D 1 .18  ⑤ Mater.  Res .  Expre ss  [ IF :1 .449]  

H26-E  1 .14  －  

H26-F  1 .1  ① Rare  Ear ths  2016  [国際会議 ]  

H26-G 0 .98  －  

H26-H 0 .95  ⑥ J .  Supe rcond .  Nov.  Magn .   

[ IF :1 .130]  

H27-A 2 .82  －  

H27-B  2 .75  －  

H27-C  2 .37  ① Rare  Ear ths  2016  [国際会議 ]  

H27-D 2 .28  ⑥ J .  Supe rcond .  Nov.  Magn .   

[ IF :1 .130]  

H27-E  2 .06  －  

H27-F  2 .01  －  

H27-G 1 .63  ⑤ Mater.  Res .  Expre ss  [ IF :1 .449]  

H27-H 1 .54  －  

H27- I  1 .53  －  

H28-A 2 .22  －  

H28-B  2 .2  －  大学院進学  
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H28-C  2 .1  －  

H28-D 2 .02  ⑦ Sci .  Rep .  [ IF :4 .011]  

H28-E  2  －  

H28-F  1 .89  装置作製  

H28-G 1 .81  ⑧ Res .  Phys .  [ IF :3 .042]  

H28-H 1 .8  －  

H29-A 2 .35  ⑨ J .  Magn.  Magn .  Mate r.   

[ IF :2 .683]  

H29-B  1 .98  －  大学院進学  

H29-C  1 .89  －  

H29-D 1 .77  －  

H29-E  1 .77  装置作製  

H29-F  1 .6  ⑥ J .  Supe rcond .  Nov.  Magn .   

[ IF :1 .130]  

H29-G 1 .53  ⑧ Res .  Phys .  [ IF :3 .042]  

⑨ Meta l s  [ IF :2 .259]  

H30-A 3 .39  －  

H30-B  2 .6  ② JEMS2019  [国際会議 ]  

H30-C  2 .47  －  

H30-D 2 .31  －  

H30-E  2 .3  ⑩ J .  So l id  S t a te  Chem.  [ IF :2 .291]  

H30-F  2 .27  －  

H30-G 2 .25  装置作製  

H30-H 2 .22  ⑧ Res .  Phys .  [ IF :3 .042]  

⑨ Meta l s  [ IF :2 .259]  

R1-A 2 .23  －  

R1-B  2 .22  －  

R1-C  2 .08  －  

R1-D 2 .08  装置作製  

R1-E  1 .76  ⑩ J .  So l id  S t a te  Chem.  [ IF :2 .291]  

R1-F  1 .61  装置作製  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 . 考察  

 教員・学生双方にとって効率的な卒業研究にす

る試みについて骨格を紹介した。実験装置マニュ

アルおよび実験装置使用の動画では，学生に何回

か直接指導すれば，教員がいなくても機械的に作

業はできるようになる。教育的な観点からすると

装置の動作原理を理解することが基本であろうが，

それを理解するだけで卒業研究が終わってしまう

のが本音であろう。前任の広島大学でも動作原理

まで理解して研究している大学院生も稀であった

のが現実である。したがって，装置使用時のトラ

ブルは卒研生では基本的には対処できない。この

ときは教員が立ち会って対処する。そのときにで

きるだけ動作原理の話もすれば，少しは教育的な

価値も出てくるであろう。自動測定に関しても同

じことがいえる。現状では各測定装置がどのよう

な役割を担っているか深く理解している学生はい

ない。研究室独自の勉強冊子を有効に活用してい

る学生は少ない。この点はこれからも工夫を要す

る。  

 勤怠管理の良し悪しは導入して 2 年しか経って

いないのでなんともいえない。コア時間は最低限

研究室にいる時間という意味であるが，学生には

図  5 学術論文にできた割合と GPA の関係  
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それが勤務時間という理解になっている。このこ

とが逆に効率的な卒業研究につながっているのか

もしれない。しかし，勤怠管理導入前は学生の研

究室滞在時間はおおむね現状より短かった。それ

を思うと，効率化を図りながらも研究時間は伸び

ている可能性はある。  

 卒業研究の内，学術論文に至った割合が，GPA2

以上の学生より GPA1 台の学生の方が多い結果と

なったが，その理由はわからない。ただ， GPA が

高い学生ほど測定プログラム作成など答えのわか

っている問題に対してはうまく対処できるが，答

えのない問題に対しては適用能力がすこし低い気

がする。GPA1 台の学生でも GPA2 台の学生に比べ

て作業能力が劣っていることはない。答えのない

問題に対してそれほどバリアを感じない（あまり

深く考えない）学生が多いことが図 5 の結果につ

ながっているのかもしれない。大学院生について

少しコメントしておく。著者の研究室で卒研に従

事し，大学院に進学した学生はこれまで 2 人いる

（表 2 参照）。また，他研究室から著者のところに

大学院進学した学生が 1 人いる。これらの学生は

卒業研究では学術論文につながる成果は出せなか

ったが，すべての学生の修士研究は 1~2 編の学術

論文になっている。  

 

9 . さいごに  

 卒業研究指導の試みについて紹介した。著者は

効率的な研究室運営と学術論文につながる卒業研

究を目指してきた。効率化が必ずしも高い教育効

果を生むわけではないが，これからの働き方を考

えると，今までの常識や慣習は通用しない。また，

グローバル的な視点から言えば，働き方は変えざ

るを得ない。教育効果と世界的な働き方の潮流と

の整合性の間を，うまくバランスをとれるように

改善をしていきたい。  
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「i-STEM 教育」の広がり 
 

下 戸   健（情報システム工学科） 

江 口   啓（電子情報工学科） 

桑 原 順 子（生命環境化学科） 

加 藤 友 規（知能機械工学科） 

前 田   洋（情報通信工学科） 

丸 山   勲（情報システム工学科） 

上 寺 康 司（社会環境科学科） 

高 濱 勇 樹（城東高等学校電子情報科） 
 

Key words: University-High school collaboration, STEM education, Education method, Creativity education, i-STEM 

 

1 . はじめに  

 近年， STEM 教育が国際的に取組まれている。

STEM 教育とは， Science（科学），Technology（技

術），Engineer ing（工学），Mathemat ics（数学）の

頭文字を取ったもの（ Robot ic s（ロボット技術）や

Art（芸術）を取り入れた STEAM 教育や STREAM

教育もある）であり，世界では幼児から初等中等

教育に STEM 教育を取り入れる動きがある。特に

アメリカでは，Pres iden t  Dona ld  J .  Trump i s  Work ing  

to  Ensure  Al l  Amer icans  Have  Access  to  STEM 

Educa t ion 1 ) や Char t ing  a  Course  fo r  Success :  

Amer ica ’s  S t ra tegy  fo r  STEM Educa t ion 2 )か ら も 分

かるように，最重要政策として取組まれている。  

 日本においても， STEM 教育の重要性が認識さ

れつつある。文部科学省では，「 Soc ie ty5 .0 に向け

た人材育成～社会が変わる，学びが変わる～」3 )や

「 今 後 の 教 育 課 程 の 改 善 に つ い て 」 4 )で 示 さ れ て

いる。経済産業省においても，「「未来の教室」と

EdTech 研究会」等 5 , 6 )で議論されている。  

 これに対し我々は，全国有数の教育拠点として

イニシアチブを取るための本学独自の取組みとし

て，2016 年度から「 i -STEM 教育」を行っている。

i -STEM 受講者の満足度は高く，高校関係者，地域

関係者および保護者からも高い評価を得ている 7 - 11 )。

さ ら に ， Q-confe rence2017 1 2 )で 学 生 が 発 表 す る な

どし，大学生の主体的な成長も散見されるように

なった。  

 「 i -STEM」 と は ， 本 学 の 特 色 の 1 つ で も あ る

in fo rmat ion（情報）を STEM 教育に加えたもので

あるが，学生が本学（ PBL・卒研等）で修得した学

術的情報（ i n fo rmat ion）を基にして，中・高校生と

相互作用（ i n te rac t ion）しながら，独自の STEM 教

材を創造（ i nnova t ion）するという意味も含んでい

る。実施するのは選抜された大学生であり，主体

的に実施したり教える技術が向上したりすること

になり，大学生に対する教育の付加価値向上にな

る。さらに，地域で活動することにより，社会貢

献にも繋がる。本報では，2019 年度の「 i -STEM 教

育」について，実施内容とその効果について報告

する。  

 

2 . 2019 年度高大連携課外授業  

 本学と附属城東高等学校電気科・電子情報科で

昨年に引き続き，高大連携課外授業を実施した 1 3 )。

2019 年 度 は ， 電 子 情 報 工 学 科 江 口 啓 教 授

（ Technology 担当），生命環境化学科桑原順子教授

（ Science 担当），知能機械工学科加藤友規准教授

（ Technology 担 当 ）， 情 報 通 信 工 学 科 前 田 洋 教 授
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（ Engineer ing 担当），情報システム工学科下戸健

准教授（ In fo rmat ion 担当），情報システム工学科丸

山勲准教授（ Mathemat i cs 担当）の指導のもと，そ

れぞれの学科の大学生が，1 年間を通じ全 15 回を

主体的に実施した。  

 2019 年度高大連携課外授業の流れを表 1 に示

す。対象の高校生は城東高等学校電気科・電子情

報科スペシャリストコースの 2 年から選抜された

16 人である。第 1 回に選抜された 16 人に対しオ

リエンテーションが開かれ，高校と大学の関係者

の自己紹介と同時に，高校と大学の「学び」の違

いについても説明が行われた。これは，受動的な

学習ではなく，能動的な学修とはどういうものか

を認識させ，高大連携課外授業に対するモチベー

ションを向上させることを目的としている。さら

に，各テーマの紹介が担当教員や担当大学生から

された（図 1）。前期に各テーマの準備がされ，後

期の第 2 回目から第 13 回目では，高校生は 4 人 4

グループに分かれて， 2 回ずつ異なるテーマを受

講した。第 14 回目では，「振り返り」が行われた。

行動プロセスの枠組みのひとつに PDCA サイクル

がある。Plan（計画），Do（実行），Check（確認），

Act ion（行動）の４つで構成されるが，この「振り

返り」は PDCA の C にあたり，「これまでどのよ

うなことを学んできたのか？」，「得られたことを

説明することができるのか？」，「より良いものに

するためにはどうしたらよいのか？」を高校生と

大学生がディスカッションし，高校生は学んだこ

とを発表できるようになること，大学生は自分の

教育内容・教育教材の反省点を見つけることを目

的としている。これを受けて大学生が Act ion（行

動）を起こす。第 15 回目では，大学生が「これま

で学んできたものはどういうものだったのか？」，

「何が得られたのか？」，「より良いものにするた

めの改善方法は何なのか？」をテーマ毎にプレゼ

ンをする予定だった。第 15 回目は新型コロナウィ

ルス感染予防のため，残念ながら中止となった。

それぞれのテーマの詳細は次節で紹介する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  1 テーマ詳細  

 2019 年 度 の テ ー マ は ， ゲ ー ム プ ロ グ ラ ミ ン グ

（ Informat ion），科学実験（ Sc ience）， SPICE を利

表  1 2019 年度高大連携課外授業の流れ  

回 テーマ 備考

1：06/21 オリエンテーション

城東高校スペシャ
リストコースから
選抜された高校生
16人

(06/21) （i-STEM大学生オリエンテーション）

2：09/10
3： +1日

4：10/01
5： +1日

6：10/18
7： +1日

8：11/01
9： +1日

10：11/18
11： +1日

12：12/06
13： +1日

・ゲームプログラミング
（Information）

・科学実験
（Science）

・SPICEを利用した論理
回路設計
（Technology）

・空気圧駆動のロボット
制御の体験
（Technology）

・身近なモノでつくる光
通信装置
（Engineering）

・数式処理
（Mathematics）

高校生は 4人 4グ
ループに分かれて，
2 回 ず つ 異 な る
テーマを受講

14：01/07 振り返り 関係者全員

15：03/06 学生プレゼン 関係者全員

図  1  i -STEM アシスタント大学生と  

参加高校生の交流  
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用した論理回路設計（ Technology），空気圧駆動の

ロボット制御の体験（ Technology），身近なモノで

つ く る 光 通 信 装 置 （ Enginee r ing ）， 数 式 処 理

（ Ma thema t i cs）であった。各テーマの i -STEM ア

シスタント大学生がテーマの概要や考察をまとめ

たものを付録に示す。i -STEM アシスタントの教材

開発や実施方法，教育内容の考察や改善，などが

読み取れ，大学生においても付加価値があったと

考えられる。  

 

2 .  2 振り返り  

 指導教員も含め関係者全員が集まり，本学の AL

対応型教室で行った（図 2）。高校生と大学生がデ

ィスカッションし，高校生は「学んだことを発表

できるようになる」こと，大学生は「自分の教育

内容・教育教材の反省点を見つける」ことを目的

としている。高校生の振り返りとして，「他の班の

メンバーと話をしたときに，同じテーマでもとら

え方が違っていて，それが面白かったし，みんな

の意見が聞けたので情報共有ができてよかった」

という意見から，生徒に魅力ある高度な内容が提

示できていることが分かった。一方で，「自分が約

半年かけて何を学んだかを振り返ることで，さら

に内容を理解することができた」という意見から，

高度な内容を高校生に上手く落としこめているこ

とも散見された。さらに，「発表する内容を事前か

ら作りこんでおきたいし，図や写真を交えて発表

したかった」といった要望など，次年度につなが

る有益な意見も認められた。  

 最後に，テーマ担当でもあり本取組み取纏めで

ある前田洋情報工学部長から総評がされ，i -STEM

で学んだ事を普段の学業にどのように活かすかな

どについて高校生や大学生に説明された 1 4 )。  

 

2 .  3 学生プレゼン  

 高校生は自分たちの意見がどのような影響を与

えるか考えること，大学生は自分の教育内容・教

育教材の改善結果をフィードバックすることを目

的として， 3 月 6 日（金）にオアシスにて学生プ

レゼンをする予定であった。新型コロナウィルス

の感染拡大防止が取られ始めた頃で，学生・生徒

および教職員の安全安心を第一に対応するという

ことで，中止とすることにした。ただし， i -STEM

アシスタントはレポートとして総括し（付録参照），

高校生は高校側で総括することになった。  

 高校生に行ったアンケートについて，各テーマ

の感想としては，「ゲームプログラミングはゲーム

としては簡単だったけど，プログラムの中身を見

ると，いかにゲームを作るのが難しいか実感でき

た」，「高校にはない電子顕微鏡を使うことできた

のも貴重な体験だった」，「 PC 上で設計した回路の

シミュレーションが行えるので，複雑な回路を実

際に作る前に検証できることを知りました」，「正

弦定理や余弦定理など習ったことのあるものを使

って数式の証明ができたので，ワクワクした」，「光

とアルミホイルとラジオだけで会話が聞けたのが

感動した」，「普段，微分を解くのに多くの時間が

各テーマで振り返り 

情報工学部長による総評 

図  2 振り返りと総評の様子  
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かかるが，PC ならあっという間だったので，びっ

くりした」といった意見を聞くことができた。全

体に対しては，「各テーマをもう少し時間をかけて

取り組みたいと思った」，「就職希望だが，この活

動を通じて進学もいいな，と思えるようになった」，

「大学で学びたい研究が決まった気がする」とい

った意見を聞く事ができた。  

 

2 .  4 高校から見た i -STEM 

 今年度の i -STEM には進学希望者が多く，開始

時点から授業内容を吸収しようとする意欲が生徒

たちから強く感じられた。すべてのテーマにおい

て全員が積極的に発言し，各自で課題に取り組む

姿が見受けられ，大学生とコミュニケーションを

密に取りつつ，楽しみながらテーマに取り組めて

いた。本学の学部学科間の違いや受験のこと，大

学生活のことといった授業内容以外についても関

心が高まり，大学生が主体で授業を行う効果は高

かった。  

 特にその効果の表れを感じることができたのは，

1 月に実施した「振り返り」である。大学生とのデ

ィスカッションの際，次年度に繋がる改善アイデ

アを生み出すための積極的な発言や，要点をノー

トにまとめて，より良い発表にするための工夫を

重ねている姿が多くみられた。発表では，普段は

自身の考えを上手く口にすることができない生徒

も，大学生や大学の先生方を相手にしっかりまと

めて大きな声で発表する姿が見受けられ，この数

か月での成長を感じることもできた。  

 現在， i -STEM の取り組みを行って 5 年目を終

え，より充実した内容・環境になっていることを

実感している。i -STEM を目的として城東高校のス

ペシャリストコースに入学を決めた生徒も出てき

ている。これも i -STEM という取り組みの大きな

成果である。  

 以上のことから，高校では多くの教育効果の表

れを実感しており，本活動は他校では行うことの

できない，本学独自の高大連携のメリットだと捉

えている。（城東高校電子情報科  高濱勇樹）  

2 .  5 2017 年度の i -STEM 高大連携課外授業に参

加した高校生の進路  

 城東高等学校電気科・電子情報科スペシャリス

トコースは国公立大学への進学や優良企業への就

職を目標とする少数精鋭クラスであり，第一種電

気工事士や IT パスポート，基本情報処理技術者な

どの資格取得も目指している。i -STEM 高大連携課

外授業はコースの特色の 1 つにもなっており，ス

ペシャリストコースの中から 16 名が選抜され実

施される。  

 高校 2 年で i -STEM を受講した高校生は，修得

した知識や技術，および大学生とコミュニケーシ

ョンをとった経験をもとに高校 3 年生を過ごして

卒業することになる。そこで，2017 年度の i -STEM

高大連携課外授業に参加した高校生の進路を調査

し，まとめたものを図 3 に示す。  

 就職したのは 2 名であり，他の学生は進学を選

択していた。進学先の内訳は国公立大学 1 名，福

岡工業大学 4 名，私立大学 5 名，短大 3 名，専門

学校 1 名であり，福岡工業大学（短大含む）への

進学が最も多かった。i -STEM 経験者はすでに本学

の雰囲気や所属学科・他学科の特徴を知っている

ことになり，高大接続になっていると考えられる。

国公立大学
・大分大学 1名

短大
・福岡工業大学

短期大学部 3名

専門学校 1名

就職
・ベルテクネ㈱ 1名
・富士ソフト㈱ 1名

福岡工業大学
・工学部 3名
・情報工学部 1名

私立大学
・福岡大学 2名
・久留米工業大学 2名
・崇城大学 1名

図  3  2017 年度 i -STEM 高大連携課外授業を  

受講した高校生の進路先  
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彼らが他の学生に良い影響を与えると同時に，次

の i -STEM や高大接続に繋げていって欲しいと考

える。  

 

3 . その他の活動  

 「 i -STEM 教育」は高大連携課外活動が主である

が，その他にも地域貢献を含んだ活動を行ってい

る。それらについて，次に示す。  

 

3 .  1 Air Hockey  Robot  Projec t  

 STEM 教育に興味を持ち，将来は教員になるこ

とを希望している学生が，モノづくりセンター利

用推進プロジェクトに応募し活動を行った。3D プ

リンターと少しの部品で簡単に作製することがで

きる Air  Hockey  Robot を教育教材として成功させ

たいということが目標である。子供に科学を教え

たり，数学的概念や物理学概念を教えたりする際

に役立て，開発する Air  Hockey  Robot を利用して

楽しく学んでもらいたいと活動を行った。開発し

た Air  Hockey  Robo t は， 2019 年度新宮町寺子屋事

業や城東高校文化祭（城東祭）でも活用された。

一方で， FIT Pocke t  LAB.で学術活動も行った。こ

の Air  Hockey  Robot  Pro jec t は，「エアーホッケー

ロボット（ i -STEM）」として， 2020 年度からモノ

づくりセンタープロジェクトの 1 つとなった 1 5 )

（図 4）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 .  2 2019 年度新宮町寺子屋事業  

 8 月 27 日（火）に湊区公民会で開催された新宮

町寺子屋事業に参加した。新宮町寺子屋事業は，

夏休みの子どもたちの居場所づくりや地域ぐるみ

での子育て支援を目的として実施されている。情

報システム工学科下戸研究室および i -STEM メン

バーが中心に湊区の出前授業を行った。タイトル

名は「体のフシギについて学んで，肺モデルの「 FIT

君」を工作しよう」であった。参加した児童から

は，「横隔膜でしゃっくりが起こるとは思いません

でした」，「いろんな体の仕組みが分かったので嬉

しかったです」，「楽しかったです。夏休み最後に

思 い 出 を つ く っ て 下 さ っ て あ り が と う ご ざ い ま

す」，「肺が筋肉で動くことを始めて知りました」，

「体の仕組みについての工作は初めてだったけど

楽しくできたので，次やれるとしたらまた体の仕

組みについて知りたいです」といった感想を聞く

ことができた（図 5）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図  4 Air Hockey  Robot  Projec t 活動の様子  
Air Hockey Robot と対戦 

FIT 君の作成 

図  5 新宮町寺子屋事業で i -STEM 活動  
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3 .  3 城東高校文化祭（城東祭）  

 福岡工業大学附属城東高校・電子回路同好会か

ら依頼があり， 9 月 7 日（土）に開催される城東

祭 で の 出 展 物 の 開 発 の サ ポ ー ト を 行 っ た 。 Air  

Hockey  Robo t 教材から作製し，来場者に体験して

もらおうというものである。高校生は大学生のサ

ポートの元，大学の施設を利用して開発した。城

東 祭 で は ， 自 動 で パ ッ ク を 打 ち 返 し て く る Air  

Hockey  Robo t に驚き，対戦を楽しんでいた（図 6）。

参加した高校生からは，「分からないことがあって

も大学生がわかりやすく教えてくれたのでスムー

ズに作れたし，専門的な知識をつけることが出来

ました」，「大学生の方や先生が優しかったので質

問がとてもしやすかったと思います」，「活動中，

システムなどの技術を教わりながら，大学生と話

すことで進路などの視野が広がりました」，「アク

リル板を切るために高校でも使わない工業器具を

使え，今何でも作れる 3D プリンターが製作する

現場を見ながらメリットとデメリットを聞けた」，

「みんなの身近にあるスマホやタブレットで使用

されているセンサーの仕組みやプログラムを大学

生が詳しく教えてくれ，その知識を高校生活や将

来に役立てることが出来た」といった感想を聞く

ことができた。  

 

4 . おわりに  

 5 年目を迎えた「 i -STEM 教育」は，教育の主役

である高校生と大学生を新規教材開発によりつな

ぐもので，高大接続による高校生へのメリットだ

けでなく，教える事で学ぶ大学生側にも有益な教

育効果をもたらし，教育の付加価値向上に繋がる。

i -STEM 受講者の満足度は高く，高校生の保護者や

関係者からも高い評価を得ていると同時に，次年

度実施も期待されている。「 i -STEM アシスタント」

として採用される大学生は，教員志望の学生が主

であり，教職関連講義や教育実習以外の学修経験

になる。 2019 年度は i -STEM の関連でモノづくり

センターのプロジェクトに採用され，広がりをみ

せている。本学ならではの i -STEM 教育を本学教

職課程受講学生に経験させ，小学生から高校生ま

での次世代に i -STEM 教育を受講してもらうこと

で，双方に教育的付加価値を持たせたいと考える。

それと同時に，本取組みを広げていきたいと考え

る。  

 

謝辞  

 本取組みを実施するにあたり，多くのご協力を

頂きました。工学部長の村山理一教授，情報工学

部学部長の前田洋教授，福岡工業大学附属城東高

等学校の谷水健悟先生に感謝の意を表します。モ

ノづくりセンター，PC 教室および実験室など，本

学の施設の利用に関して，関係者に感謝いたしま

す。  

 本取組みは継続され， 2019 年度学生研究・ PBL

等支援予算により，「本学が創造する i -STEM 教育

活動」として取組まれます。積極的に参加して下

図  6  城東高校文化祭サポートのための  

i -STEM 活動  

城東祭で展示 

Air Hockey Robot の作製 
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さる先生方や関係者に心から感謝いたします。  
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F D  A n n u a l  R e p o r t， Vo l . 7， p p . 7 2 - 8 1， 2 0 1 7．  

9 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，加 藤 友 規 ，丸 山 勲 ，上

寺 康 司 ，貝 淵 理 恵 子：「 i - S T E M 教 育 」の 発 展 と 効 果 ，

F D  A n n u a l  R e p o r t， Vo l . 8， p p . 3 8 - 4 7， 2 0 1 8 .  

1 0 )  〈 新 聞 〉高 大 連 携 i - S T E M 西 日 本 新 聞 掲 載  2 0 1 8 年

1 0 月 2 1 日 付  

11 )  下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，前 田 洋 ，丸 山 勲 ，上 寺

康 司 ，高 濱 勇 樹：「 i - S T E M 教 育 」の 向 上 ， F D  A n n u a l  

R e p o r t， Vo l . 9， p p . 7 0 - 7 8， 2 0 1 9．  

1 2 )  Q - L I N K S： Q - C o n f e r e n c e  2 0 1 7，  

 〈 h t t p : / / w w w. q l i n k s . k y u s h u  u . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 3〉，

（ 参 照 日 2 0 2 0 . 7 . 7）．  

1 3 )  福 岡 工 業 大 学 ：［ i - S T E M 教 育 プ ロ グ ラ ム ］ 2 0 1 9 年

度  高 大 連 携 課 外 授 業 開 始 ！ ，C a mp u s  M a i l  2 0 1 9 - 0 7 8，

〈 h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 2 9 1 8〉，（ 参 照 日

2 0 2 0 . 7 . 7）．  

1 4 )  福 岡 工 業 大 学 ：［ i - S T E M 教 育 プ ロ グ ラ ム ］ 高 大 連

携 の 取 組 ， C a mp u s  M a i l  2 0 1 9 - 2 3 8，  

〈 h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / s p / n e w s / a r c h i v e s / 3 0 9 4〉，（ 参 照

日 2 0 2 0 . 7 . 7）．  

1 5 )  福 岡 工 業 大 学 ： 課 外 活 動 モ ノ づ く り セ ン タ ー プ ロ

ジ ェ ク ト ，  

〈 h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / g a k u s e i / b u k a t s u / m o n o〉，（ 参 照

日 2 0 2 0 . 7 . 7）．  
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ゲームプログラミング 

(Information) 
 

渡部俊樹（情報システム工学専攻 1 年），末綱琉華（情報システム工学科 3 年） 

山本咲穂（情報システム工学科 3 年）， 西岡紗希（情報システム工学科 3 年） 

山崎志帆（情報システム工学科 3 年） 

 

場所: B22PC 教室 

 

1 . テーマ概要  

情 報 技 術 及 び プ ロ グ ラ ミ ン グ の 導 入 と し て ，

Ja va 言語を主に用いたゲームプログラミングを生

徒に取り組んでもらった．対象となるゲームは「 15

パズル」，開発環境は Andr oi d  St ud io とし，各生徒

に開発用 P C の割り当て及びゲームを実行するた

めの実機を貸出することで，一人一人が十分に学

習に取り組めるようサポートを行った．  

講義は主に二日間二種類の内容で構成される．

一日目の講義では，まず A ndro id アプリケーショ

ン及び Andr oid  S t ud i o の使用方法，実機でのプロ

グラム実行操作方法について説明を行った．次に

実際にプログラミングを行うにあたって，ボタン

やテキストビュー，イメージビューなどといった

アプリケーション開発に最低限必要な機能につい

て解説した．その後，それらの機能を活用したサ

ンプルプログラムを生徒に作成してもらい，その

後各自オリジナルで機能の追加や拡張をプログラ

ムに施すよう取り組んでもらった．二日目の講義

では，15 パズルのサンプルプログラムの全体構成

及び処理の流れ，重要な機能について解説を行っ

た ． 次 に ， 15 パ ズ ル に 使 用 し た い 画 像 を 生 徒 に

Web 上で選んでもらい，その画像を Ima geC ombin

で 4×4 の 16 分割にし，それらを 15 パズルのプロ

グラムに組み込ませた．その後，実機で作成した

15 パ ズ ル を 実 行 さ せ バ グ の 有 無 や 改 善 点 の ブ ラ

ッシュアップを生徒に行わせた．  

 

 

2 . 「振り返り」に対するフィードバック  

今回の i - ST EM で生徒にゲームプログラミング

を取り組んでもらい，その際に評価を得られた点，

また今後改善すべき点について記載する．  

評価を得られた点について，学習導入への抵抗

が感じられるプログラミングという学習内容に対

し，ゲームという身近な題材を用いたことで，抵

抗が少なかったという意見が寄せられた．今後も

できるだけ生徒にはプログラミングに対する抵抗

感や苦手意識の払拭ができるような題材づくりを

心掛ける．  

次に，今後改善すべき点について，講義で使用

したプログラムの解説が乏しく，構成を理解でき

なかったという意見が寄せられた．この原因とし

て，プログラム構造の内容が難しく学生が解説に

十分な時間を割けなかったことが考えられた．今

後はプログラムの解説を行う時間を増やすよう講

義構成の見直しを行う，もしくは現時点のプログ

ラムよりも内容の易しいものを準備し，少ない解

説時間で生徒に理解できるようにすることが考え

られる．   

 

3. 考察  

今回 i -STEM に参加し，まず一番に感じられた

ことは，プログラミング教育の難しさである．生

徒が熱心に取り組んでいる中，そのためのサポー

トを学生が十分に行えなかった．学生自身が意識

を改め，情報技術をより深く身に着けると同時に

それを周囲へ上手く伝える技能を身に着ける必要

があると考えられた．  

また，i -STEM に参加していた生徒の多くが，プ

ログラミング技術を身に着けることが今後の社会

での活躍に必要であるという事を理解しており，

そのために講義に真剣に取り組む姿が見受けられ

た．これを受けて学生もプログラミング技術を磨

く意識を高め，将来情報技術者として社会を支え

られる人材を目指すことを心掛けるべきだと考え

られる．  

  

 
科学実験 

(Science) 

 

有田 百穂（生命環境化学科 4 年） 

 

場所: A 棟 2 階 実験室 2 

 

1 .  テーマ概要  

1 .1  いりこの胃から珪藻を取り出す (1 日目 )  

1 日目は、スーパーで購入したいりこの胃の内

容物を取り出し、顕微鏡で珪藻の観察を行った。

まず，いりこを熱

湯でふやかし、解

剖を行った。胃を

取り出しプレパラ

ートの上で内容物

を純水に溶出させ

た。生徒それぞれ

にプレパラートを

作製してもらい、

顕微鏡で観察して

もらった。  

 

1 .2  マヨネーズ作り  

2  日目は乳化の詳

しいメカニズムを説

明し、実際に乳化の

代表例ともいえるマ

ヨネーズを作製した。

まず、乳化について

説明するために油、

水、界面活性剤のそ

れぞれの性質や役割

について説明した。

そのうえで表面張力

が大きく関係してい

ることに触れ、表面

張力計を使用し実際

に表面張力が界面活

性剤によって変化す

る様子を見てもらった。一通り乳化のメカニズム

について理解したところでマヨネーズの作製に取

り掛かった。まず、紙コップに卵の黄身を一つと、

それと同量もしくは少し多めの酢を入れた。それ

をペットボトルにうつし、黄身の２倍から３倍の

量の油を 7~ 8 回に分けて添加した。油はペットボ

トルに入れるごとに激しく攪拌する必要があるた

め、生徒２人でペアを組み、交代でペットボトル

を振ってもらった。油を入れ終わるとマヨネーズ

特有のとろみが出てくる。最後に塩やレモン汁な

どで好みの味に仕上げてもらい、試食をして実際

に普段食べているマヨネーズと比較したり、風味

や後味の差について考察したりした。  

 

2 .  「振り返り」に対するフィードバック  

振り返りで出た主な意見として、体験型の講義

で楽しく学べたという意見が多かった。その要因

としては、大学ならではの高価な機器を使っての

実験があった点や、普段から身近な材料を使用し

た点、高校よりも少し踏み込んだ専門的な内容を

分かりやすく学べた点があげられた。改善点とし

ては以下の２点があげられた。 1 つは１日目のプ

レパラートの観察で、使用できる顕微鏡が一つし

かなかったため生徒に待ち時間が生じたことだ。

この点に関しては待ち時間に理解度チェックのよ

うな課題を与えることで解決したい。二つ目は、

二日目の珪藻についてもう少し詳しく知りたいと

のことだった。最近は珪藻土という言葉を身近に

聞く機会も増えたが、そういったものとの関係を

知りたいという意見があった。  

 

3.  考察  

私が教える上で一番大切にしていたことは、楽

しい学びにするということであった。今回教えた

生徒たちは化学が専門でない生徒が大半であった

ため化学のイメージを楽しいものにしてほしいと

いう想いがあった。そのためにもなるべく座学で

はなく、実験を通して五感で学べる講義となるよ

う工夫した。生徒たちから楽しく学べたという感

想が多かったため、あらかた満足のいく講義がで

きたのではないかと思う。また、生徒達が講義に

積極的に参加してくれたのがありがたかった。気

軽に質問してくれたり、集中して無意識に無言で

作業したりするなど、自主的に学ぼうとする意志

が感じられた。私自身も i -STEM に参加したこと

で、現在では専門分野だけができているだけでは

不十分であり、それぞれの分野の融合で新しいこ

とを生み出していく力が必要になると教わった。

そういった意味でも、工業を学ぶ生徒たちに化学

を教えられたことは非常に意義のある活動であっ

たと感じた。   

   

SPICE を利用した論理回路設計 

(Technology) 
 

 

古其豊（電子情報工学科 4 年），柴田亮（電子情報工学科 4 年） 

 

 

場所: A 棟 4 階 CAE 教室 

 

1 . テーマ概要  

電子回路の基礎である論理回路（ディジタル回

路）に関する技術の習得を目標とする。本授業で

は リ ニ ア テ ク ノ ロ ジ ー 社 の 回 路 シ ミ ュ レ ー タ

LTsp i ce を利用することでディジタル回路の設計、

検 証 を 行 う 。 SP ICE （ Si mula t ion  P rog ram wi th  

In teg ra t ed  Ci rcu i t  Emph as i s）とはカリフォルニア

大学バークレー校で開発された電子回路シミュレ

ータのことである。その後、市販のディジタル IC

を用いてブレッドボード上に回路を作製し、実験

によって動作を確認することで基本的な流れを体

験してもらった。本授業は 2 時間の授業を 2 日行

った。 1 日目は、実際にディジタル回路がどのよ

うに作製されているのか、どこに使われているの

かなどの概要の説明を行った。そしてディジタル

回路の基礎である論理演算子や演算法則について

説明を行った。その後、回路シミュレータの使い

方について実際に回路を設計しながら説明を行っ

た。 2 日目は、回路シミュレータを用いてディジ

タル回路の設計、検証を行い、設計した回路をブ

レッドボード上に作製して動作確認を行った。難

易度が高い回路では回路が正しく動作しない場合

が多かったが、どこが問題なのかグループで話し

合ったりすることで問題の改善を行った。  

 

 

 

 

2 . 「振り返り」に対するフィードバック  

高校生からもらった意見として、①回路が難し

い。②情報基礎の授業で習った内容だったのでも

っと違う内容がやりたかった。③記号の意味や使

い方を示したプリントがあるとよかったという意

見があった。①②では高校で学んでいる情報基礎

にできるだけ重複しない内容を用意しておき、複

数の難易度を用意しておくことで改善を図る。ま

た、今回は LED の点灯・消灯によって回路が正し

く動作しているか確認を行ったが他の方法として

オシロスコープなどを用いることも挙げられる。

③は、あらかじめ S PICE で使用する記号、式等の

一覧をプリントにまとめておくことでもっと理解

しやすいようにする。また、授業中に回路シミュ

レータの電源が実験ではどれと対応しているのか

分からないという意見もあったので、その点につ

いてもプリントにまとめておくことで高校生が理

解できるようにする。  

 

3 . 考察  

i -S TEM に参加して，実際にこれまで自分が学ん

できた知識を高校生が理解できるように説明する

ことの難しさを経験することができた。人に教え

るときにどのように教えるのが良いのかを授業ご

とに考えることができ、改善していくことができ

たと思う。これにより自分自身が今まで以上に知

識を習得することができたと思う。また、高校生

からの「振り返り」によって自分自身が気づくこ

とができていなかった問題点に気づくことができ

た。  

 

 

 

 
空気圧駆動のロボット制御の体験 

(Technology) 
 

島崎皓平（知能機械工学専攻 2 年），田中智博（知能機械工学専攻 1 年） 

 

 

1 . テーマ概要  

空気圧機器がどのような原理で作動しているの

か学んでもらうために，空気圧駆動ロボットアー

ム の 操 作 体 験 や ， 順 運 動 学 と 逆 運 動 学 の 座 学 ，

Simlink を用 い た二 次 遅 れ要 素 の ステ ッ プ応 答シ

ミュレーション，空気圧機器の操作体験などを行

ってもらった．それに伴い，現在高校で学んでい

る知識が大学での空気圧機器の研究にどのように

使用されているかを体験してもらうことを狙った．

また， BtoB の中では FA 機器などに広く用いられ

ている空気圧機器ではあるが，生活する中でこれ

らに直接触れて体験する機会は少ないので、この

機会に実際に空気圧機器に触れてもらい，興味を

持ってもらうことを目的とした．   

具体的には，まず空気圧機器がどんなものか知

ってもらうために人工筋肉を用いたロボットアー

ムを操作してペットボトルを移動させる体験をし

てもらった．次に，このロボットアームを動かす

プログラムの基礎となっている順運動学と逆運動

学についての座学を進めた．今回は時間が限られ

ていることや，運動学には三角関数や余弦定理な

どの高校で学ぶ内容が多く含まれているため，制

御の理論を伝えるよりも高校で学ぶ事が実際に使

われている事を実感してもらう事を一番の目標と

した．  

 

 

 

続けてマスバネダンパシステムのステップ応答に

関する運動方程式を立て， Simulink でブロック線

図に書き直してもらい，実際にシミュレーション

を行った．シミュレーション結果を見ながら，振

動が起 きず に最も 早く 収束す る限 界 (臨界 減衰 )と

なるパラメータを感覚で探ってもらった．これに

より各パラメータが応答に及ぼす影響をつかんで

もらい，計算により臨界減衰を求められることを

伝えることで，数学が研究のために何よりも価値

あるものである事を伝えた．最後に，FA 機器など

で用いられるエアシリンダやスピードコントロー

ラ、安定化電源に実際に触って空気圧機器の動き

を体験した後その簡単な仕組みと用途などを勉強

した．  

 

2 . 「振り返り」に対するフィードバック  

振り返りの回でもらった意見として，「物理の面

白さを再確認できた」というものと，「説明が多か

ったことを変えてほしい」というものがあった．

次年度は，講義を対話型に変更し，シミュレーシ

ョンはパラメータ調整のみ行ってもらうことで作

業量を減らす．また，ロボットアームの操作時間

と空気圧機器の組み立て時間を充実させることで

より楽しく学んでもらえるようにしたい．  

 

3. 考察  

今回 i -STEM に参加して，講義の準備を行う中

で，私自身，貴重な勉強を沢山することができた．

今回参加してくれた高校生には，物理のことを好

きであることが伝わってくるほど熱心に座学を聞

いてくれる学生もおり，私も勉強を続けなくては，

すぐに追い越されてしまうと感じた．今回，私は

主に座学を担当したが，二日間で伝えられたこと

は伝えたいことの概要と一部の数式だけで，講義

が本当に難しいことを知ることができた．振り返

りの回では空気圧機器の特徴や用途に関して理解

することができたと言ってくれた学生もいたが，

今回の講義は特に座学においてつまらない講義を

してしまったと考えている．次回は座学をより楽

しく取り組める工夫ができればと思う．  
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身近なモノで作る光通信装置 

(Information) 
 

山田拓実（情報通信工学科 3 年），山下ひかり（情報通信工学科 3 年） 

北村啓吾（情報通信工学科 3 年），栗山昇三（情報通信工学科 2 年） 

奥田崚太（情報通信工学科 2 年），南亮太郎（情報通信工学科 2 年） 

清松真帆（情報通信工学科 2 年） 

 

場所: モノづくりセンター 

 

1 . テーマ概要  

光を使って無線通信実験（光の糸電話）を行っ

た。光がどのように信号を伝えるのかということ

を理解するために身近なモノ (主 に 100 円ショッ

プで入手できるモノ )を使用した。実験回路を作成

して光を使って自分の声を伝送し、それがラジカ

セから聞こえるという実験を行ってもらった。高

校生には、どのようにしたら声が伝わりやすいの

かを考えてもらいながら、大学生が装置の作成に

ついてサポートを行い、声が聞こえるようになっ

た場合はどうしたら距離を伸ばすことが出来るの

か更に思考を促すようにサポートを行った。  

1 日目はまず光の糸電話についての概要、実験

手順、実験装置の作り方の説明をスライドで行い、

前田先生にも補助的な説明をしてもらった。説明

後、高校生に実験器具の作成を行ってもらい、装

置作成のサポートやアドバイスを行い、光を糸電

話の糸の代わりとして声を伝え、ラジカセから声

が聞こえることの確認を行った。声が聞こえるこ

との確認後、どうすれば通話距離が伸びるのか案

を出し合ってもらい、二日目では実際にその案の

実験を行ってもらうため家から何か使えそうなモ

ノがあればもって来てもらうなどの指示を出した。

二日目は、大学生は資料を使って平面電磁波（光

波）や振幅変調の説明を行い、高校生は通信距離

を伸ばす実験を行った。用意している器具でどの

ように距離を伸ばすのか試行錯誤してもらい、意

見を出し合い実験を繰り返した。  

 

2 . 「振り返り」に対するフィードバック  

高校生からの意見で背景に光があるとノイズが

載るという意見があった。暗いところでの実験が

適しているため、できれば次年度は暗い部屋や暗

く出来る場所での実験が適していると考える。ま

た、それが不可能な場合については受信側である

ソーラーパネルを箱などで隠し暗い場所を人為的

に作成する必要がある。また、次年度への改善案

としては、大学生の打ち合わせが不十分で説明に

つまることがあったため、説明の練習をする時間

が必要である。  

 

3. 考察  

i -STEM に参加して、自分たち教える側にはもっ

と通信工学を勉強して、十分に説明できるような

知識を身につけることが必要だと感じた。科目と

しての数学や英語を高校生に教えることとは違い

通信距離を伸ばすといった正解が複数あるような

場合について、高校生が思いついたことに対して

答えなくてはいけないので、そこが難しかった。

実験は失敗したこともあった。自分たちは失敗し

ないようにもっと予備実験を行うべきだったと思

った。説明に関しては、人にわかってもらうため

には、当たり前の事だが、自分がきちんと理解し

ていないと相手にも伝わらないということがよく

わかった。しかし、このような機会に次世代に教

える事によって、興味関心を持ってもらい、その

道に進みたいと思ってもらったりできれば、その

子たちの可能性や視野を広げることが出来るため

大学生にとって有意義だと思った。  

 

 

 

 

 
数式処理 

(Mathematics) 
 

神園弘大（情報システム工学専攻 1 年），下柳田千晶（情報システム工学科 3 年） 

 

場所: B22PC 教室 

 

1 . テーマ概要  

情報技術を用いた数式処理を学ぶことによって

高校数学において学びの意義について再考させる

こ と を 目 的 と し た 。 講 義 で は 数 式 処 理 ソ フ ト

Mat hemat ic a 及び同ソフトを Web 上で使用できる

WOLFLAM PORO GRAMMING LAB (WPL)を利用し

た。高校数学では到達できない微分方程式の解を

求めてもらい、分からなくてもできることを体験

してもらった。また輪ゴムに重りをつるし振動さ

せる物理現象の動画像処理解析をデモンストレー

ションし、日常に潜む運動と数学のつながりにつ

いて考えてもらうきっかけを作った。前年度との

変更点は自宅でも使用しやすくするためフリーソ

フトである Ma xima から Web 上で動作する WP L

に変更し、それに伴うマニュアル一式の変更を行

った。また数学の重要性をもっと直感的に理解し

てもらいやすくするため動画像処理解析のデモン

ストレーションをカリキュラムに追加した。  

講義初日ではまず数学に対する意識調査を行い、

さらに教員採用試験の過去問題を手計算で求め、

得 手 不 得 手 の 再 確 認 を し て も ら っ た 。 次 に W PL

の基本的なコマンドを配布資料に基づいて説明し、

四則演算や簡単な積分の方法について学んでもら

った。その後に前述の過去問を WP L で解いてもら

った。一通りの使用方法になれたところで問題製

作者の視点を得てもらうため、面白い問題を考え

てくるという宿題を与えた。講義二日目は提出さ

れた宿題をもとに解説を交えながら W PL で解い

てもらった。一通りのスキルを会得したのち、微

分 方 程 式 に つ い て 簡 単 に 説 明 し た あ と 実 際 に

WPL を 用 い て 最 終 演 習 課 題 に 取 り 組 ん で も ら っ

た。数式処理ソフトに理解を得たところで再度意

識調査を行い、数学に対する意識改変の確認をし

た。本講義の最後に「学んだ数学」というのが日

常生活とどうかかわってくるのかを示す一例とし

て、情報システム工学科 1 年生を対象に使用され

ている動画像解析ソフトを用いて運動の解析シミ

ュレーションを行った。解析対象は重りを付けた

輪ゴムの振動運動で、画像解析を行った結果から

三角関数や微分・積分が日常生活に潜んでいるこ

とを確認してもらった。  

 

 

2 . 「振り返り」に対するフィードバック  

振り返りの回では数学ツールの利用方法をしっ

かり理解できたという学生が多く見られ、実際に

自宅で使用したと言う高校生もいた。一方、講義

中に出題した問題の難易度に関して、低い /高い方

が良いという相反する 2 つの意見が得られた。こ

れ は 数 学 に 対 す る 苦 手 意 識 の あ り /な し が 関 係 し

ていると考えられる。そのため、今まで教員採用

試験問題だったものを高校で学んだ数学の発展問

題や難解大学の入試問題に変更することにより、

高校での学習に対する数学ツールの利用がより意

味を持つものとなると考えた。  

さらに、輪ゴムを用いた運動の解析シミュレー

ションに関しては数式の意味や説明がよくわから

なかったという意見が得られたが、一方では休憩

時間に大学の物理学の講義で実際に利用されてい

る有料ソフト Algodoo を使用し、様々な運動を作

成することを楽しむ高校生が数名いた。また、振

り返りの回でも数学的な問題よりも視覚的にわか

りやすい問題の方が良いという意見が得られた。

従って、今後は数学ツールだけでなく Algodoo を

使用し可視化された様々な運動を解析することで

より身近に数学を感じてもらえるように努めてい

きたいと考えている。  

 

3. 考察  

今回初めて i -STE M に参加し普段接することの

ない高校生に講義を行うことで、教えることの難

しさを大きく感じた。特に Mat hemat ic s の分野で

は、高校生にとって学んだばかりの微分・積分を

使用するため習熟度の低さが壁となったと思う。

そのため、自分の高校時代を思い出しながら指導

することで習熟度の低さをカバーすることができ

たと思う。  

今回 i -STEM を行った高校生は自主的な参加で

あったため、このような向上心や積極性を持つ貴

重な人材を育成していく意味でも、高校生という

早い時期から様々な分野の技術や知識に触れる機

会を設けることで、高校生にとって将来的に有意

義なものとなればいいと感じた。  
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情報工学部の「FIT ポケットラボ」の成長 
 

下 戸   健（情報システム工学科） 

福 本   誠（情報工学科） 

松 尾 慶 太（情報通信工学科） 

丸 山   勲（情報システム工学科） 

田 嶋 拓 也（システムマネジメント学科） 

前 田   洋（情報通信工学科） 
 

Key words: Motivation Driven Learning, Science and technology, Independent study, Creativity education 

 

1 . はじめに  

 現在，全国の大学の存在意義が問われ，新しい

形の高大連携や教育・研究が内外から求められて

いる。意欲ある学生をエンカレッジしたいという

教員の思いから，低学年時からユニークな学術活

動に専念でき，自主的に知的探究心を追及できる

よ う な 環 境 を 整 え ら れ ，「 FIT ポ ケ ッ ト ラ ボ 」 は

2012 年に設立された。この活動は『 FIT ポケット

ラボ参加学生に関する分析』1 )，『 MDL（ Mot iva t ion  

Dr iven  Lea rn ing）としての FIT ポケットラボ』2 )，

『 FIT ポケットラボの活動と今後の展開―落選と

口頭発表昇格―』3 )にもあるように，大学の本義に

沿った有効なものだと考えられた。2016 年度には

情報工学部の学科横断で実施することになり，『情

報工学部 4 学科の「 FIT ポケットラボ」』4 )，『情報

工学部４学科の「 FIT ポケットラボ」の進展』5 )お

よび『情報工学部 4 学科の「 FIT ポケットラボ」

の向上』6 )で，各学科の特色が交流し，先端的教育

に発展したことを報告した。本活動は，  

 ・低学年での学術活動の実現  

 ・文科省主催のサイエンス・インカレにおいて

7 年連続ファイナリスト選出  

 ・参加学生の大学表彰  

 ・主体的・能動的学修の伸長  

 ・大学院進学  

 ・学科横断的な取組み  

とその広報的価値をもたらしてきた。サイエンス・

インカレでは 2013 年度から 6 年連続で入賞して

おり， 2015 年度には実質 2 位 2017 年度には実質

3 位の受賞となった 7 - 1 1 )。成果発表はサイエンス・

インカレのみに留まらず，他の大会にも参加し受

賞もしている 1 2 - 1 5 )。この活動により，学内でも i -

Tech  LAB の中核プロジェクトの 1 つに育ってい

る。全国トップクラスの実績を継続的に出しつづ

けるために，本取組みをさらに活性化・高度化さ

せ，学生のレベル向上，学部全学生の学修意欲向

上に寄与したいと活動を続けている。本報では，

2019 年度の活動内容について報告する。  

 

2 . FIT ポケットラボの活動目的  

 参加学生が希望する研究が，全国で同じように

研究している同世代と同等のレベルであることを

認識するために，文部科学省主催の「サイエンス・

インカレ」のファイナリストに選出されることを

全員の目標として活動を行っている。サイエンス・

インカレとは，自然科学を学ぶ全国の学部学生，

高等専門学校生等を対象として行われる，文部科

学省主催の研究発表会である。自主研究の発表の

場を提供することで，学生の研究意欲を高めると

ともに，課題設定能力・探究能力，独創性，プレ

ゼンテーション能力等を備えた創造性豊かな科学

技術人材を育成することを目的としている。日本
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の科学技術イノベーションを推進・発展させるた

め，次世代の科学技術を担う若き才能を見出し，

切磋琢磨し合う場となっている。研究の審査は厳

しく， 3 月上旬に開かれる大会に出場できるファ

イナリストは書類審査により決定される。前年 11

月に 12 ページにおよぶ論文を提出し，複数の大学

研究者による査読を経て選抜されるもので，審査

が厳しくかつ学生自身の本当の実力が問われる大

会である 1 6 )。  

 

3 . 2019 年度 FIT ポケットラボの活動  

 4 月上旬に募集を行い，最終的に情報工学科 1

年生 1 名，情報システム工学科 1 年生 3 名， 2 年

生 3 名，3 年生 1 名の 8 名が活動を行った（図 1）。

指導教員の構成は各学科の協力の下，  

 ・前田  洋  教授（情報工学部長）  

 ・福本  誠  教授（情報工学科）  

 ・松尾慶太  教授（情報通信工学科）  

 ・下戸健  准教授（情報システム工学科）  

 ・丸山勲  准教授（情報システム工学科）  

 ・田嶋拓也  教授（システムマネジメント学科） 

だった。研究活動では，サイエンス・インカレ経

験者および大学院生の 6 名の学生がアドバイザー

として活動を支援した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 .  1 2019 年度研究テーマ  

 2019 年度に実施した学生の自主研究 4 件は，

『情報・理科・技術・工学・数学が学べるハイブ

リット教材の開発』，『全人工関節置換術における

内 外 顆 荷 重 バ ラ ン ス 測 定 の 定 量 評 価 を 目 指 す 』，

『オーダーメイドパワーアシストスーツの開発を

目指した動作識別システムの検討』および『深層

強化学習による行動選択の最適化』であった。学

生がまとめたものは付録に示す。  

 

3 .  2 活動結果  

 「サイエンス・インカレ」に参加することが最

終目標であるが，それまでに至る，その他の代表

的な成果も含めて示す。  

3 .  2 .  1 城東高校訪問の中学生に研究体験  

 2019 年 7 月 17 日（水）に城東高校訪問の中学

生に下戸准教授が，「医学と工学が連携した未来」

という内容で模擬講義を行った。その中で，FIT ポ

ケットラボで行われた研究について体験してもら

った（図 2）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 .  2 .  2 進路のミカタ LIVE 

 2019 年 7 月 23 日（火）は福岡県， 7 月 24 日

（水）は熊本県にてブースを出展し， FIT ポケッ

トラボで行われている研究を地元高校生たちに紹

介した（図 3）。  

3 .  2 .  3 オープンキャンパス  

 2019 年 7 月 27 日（土）に本学にて，受賞経験

の あ る 学 生 が そ れ ぞ れ の ポ ス タ ー 発 表 を 行 っ た

（図 4）。  

  

図  1 2019 年度メンバー  

図  2 研究成果の体験  
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3 .  2 .  4 SINAPS 九州 Jamboree の開催  

 2019 年 9 月 16 日（月）に本学の Cul-S i t e と FIT

ホール前にて，斉藤大和さん（情報工学科 4 年）

が第 3 回 SINAPS 九州 Jamboree を開催した。斉藤

大和さんは大学 1 年生から FIT ポケットラボで自

主研究を行い，第 7 回サイエンス・インカレで受

賞している。 SINAPS 九州支部長だった中野萌士

さん（情報システム工学科卒）の意思を引継ぎ今

回の開催に至った（図 5）。詳細は Campus  Mai l 1 7 )

で紹介された。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 .  2 .  5 城東高校生に研究体験  

 2020 年 2 月 21 日（金）に i -Tech  LAB.にて城東

高校生に研究体験を行った（図 6）。参加した高校

生からは，「今回の見学で面白い研究をしていると

知りました。このような研究が日本の発展に貢献

していると思いました」，「筋肉の動きを測るもの

ができたら動ける人が増えると思いました」，「大

学生の皆さんは，『もっとこうしたいな』『こうな

ればいいのにな』という些細なことに目を向けて

研究されていました。私も視野を広げて，そこで

見つけたものを大学に入学した時に研究したいで

す」といった意見を聞くことができた。  

3 .  2 .  6 第 9 回サイエンス・インカレに参加  

 4 つのプロジェクトの研究成果は 11 月の論文提

出までにまとめることができ，書類審査の結果，

3 チーム 7 人がファイナリストに選出された。詳

細は Campus  Mai l 1 8 )で紹介された。  

 2020 年 2 月 29 日（土）と 3 月 1 日（日）に立

命館大学（びわこ・くさつキャンパス）で開催さ

れる予定だった。新型コロナウィルスの感染につ

いて話題になり始めた頃で，大会直前まで開催の

検討がされていたが， 2 月 21 日に中止が決定し  

た 1 9 )。ファイナリストには，研究発表会要約集や

記念品（名刺と名刺入れ）が郵送されるとともに，

第 9 回サイエンス・インカレのファイナリストに

選ばれた事が強調されていた。サイエンス・イン

カレが中止になる一方で，SINAPS が「もう一つの

サイエンス・インカレ」を急遽開催してくれた 2 0 )。 

7 月 23 日（火）福岡 

図  3 進路のミカタ LIVE の様子  

7 月 24 日（水）熊本 

図  4 オープンキャンパスの様子  

図  5 第 3 回 SINAPS 九州 Jamboree を開催  
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 今年度は他大学の学生との交流はできなかった

が，熱心に活動し得られた貴重な経験を忘れず，

全国の同級生に負けないように学業や研究に取組

んでくれることを期待する。  

 

4 . FIT ポケットラボ参加学生に関する分析  

 今年度の活動も 4 学科で行われ，研究テーマも

多岐に渡り様々なイベントがあった。その中でも，

山 崎 志 帆 さ ん （ 情 報 シ ス テ ム 工 学 科 3 年 ） は i -

STEM やモノづくりセンタープロジェクト採択な

ど幅広く活動した 1 人である。彼女の振り返りを

紹介する。  

 『今回，自分の気になることや好きなことを自

主研究として活動できる FIT Pocke t  LAB.に参加し

て多くのことを学べた。私は，教師になりたいと

いうことから教育工学の研究を行った。まず，自

主研究をするにあたって，研究費用を獲得するた

めにモノづくりセンターの公募型プロジェクトに

応募し採択された。モノづくりセンターで採択さ

れたことによって今まで使ったことのない機械や

道具を使用し，モノづくりの楽しさを学ぶことが

できた。また，教育系の研究を行うために「教育

の現状」と「教育系の研究」を学ぶために，日本

産業技術教育学会九州支部大会を見学した（図 7）。

見学だけだが，初めての学会ということで緊張し

たことを覚えている。自分たちが行おうとしてい

る STEM 教育の研究や先生の教材開発のための研

究，児童・生徒・学生にわかりやすく技術を学ん

でもらうための方法の研究など，研究のために必

要な知識と教師になるための必要な知識が学べ，

図  6  城東高校生に今年度プロジェクトの  

研究体験  

オーダーメイドパワーアシストスーツの開発

を目指した動作識別システムの検討 

全人工関節置換術における内外顆荷重バランス

測定の定量評価を目指す 

図  7 日本産業技術教育学会九州支部大会に参加  



－ 30 － 

有意義なものであった。そして，教育の研究をし

ているということで高校生や小学生と触れ合う機

会があった。そこで，わかりやすく・楽しく・丁

寧等に気を付けながら指導にあたった。自分の教

育スキルを実践しつつ，指導の過程でより伝わり

やすいように変更した。このことから自分の教育

ス キ ル を 成 長 さ せ る こ と が で き た と 思 っ て い る

（図 8）。  

 最後に，サイエンス・インカレ，ミスミの学生

支援 2 1 )，モノづくりセンターの正式なプロジェク

トに採択され，自分がやってきたことが「自分の

やりたいこと」というだけでなく「みんなに求め

ら れ て い る も の 」 だ と 感 じ る こ と が で き た 。 FIT 

Pocke t  LAB.に参加できてよかったと思っている。

（情報システム工学科  山崎志帆）』  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 . おわりに  

 今年度の活動も 4 学科で行われ，学科横断的な

学生活動が実施された。i -Tech  LAB.（本部棟 3F 図

書館横）を利用し，自主的学術活動の自由度は増

加している。今年度のサイエンス・インカレは残

念ながら中止になったが，自主研究活動で得たも

のを自覚し，次のステージで活かして欲しいと考

える。特に，ファイナリスト採択者は，同じよう

に採択された他大学の学生との交流はできなかっ

たが，自信を持って繋げて欲しいと考える。プロ

ジェクトの 1 つは i -STEM と関連しており，教育

活動をするとともに，モノづくりセンターのプロ

ジェクトに採択されたり，サイエンスとして成果

が認められたりした。学生自身が成長することは

教員にとって大きな喜びであるが，学生の知的好

奇心から始まるそれぞれのプロジェクトが成長し

ていくのも応援したいと考える。   
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情報・理科・技術・工学・数学が学べるハイブリット教材の開発 

情報システム工学科 山崎志帆（3年），谷口慧峰（1年），上杉真奈香（1年） 

【研究目的】 

2020 年度より次期学習指導要領が施行され，小学校におけるプログラミング教育が必修と

なる．次期学習指導要領では，教育課程の学びを通じて「何ができるようになるのか」という

観点から，「知識および技能」，「思考力・判断力・表現力など」，「学びに向かう力，人間性な

ど」，の3 つの柱からなる「資質・能力」を育んでいくことを定めている．そこで本研究は，プ

ログラム・数学・物理知識の習得，ならびに主体的学習を横断的に学べるハイブリット教育教

材Air Hockey Robot の開発を行い，得られる教育効果について考察を行った． 
【研究方法】 
開発した教材システム（Air Hockey Robot）について，構成と概要をそれぞれ図1 と図2 に

示す．タブレットのカメラでホッケー台全体を映し，ソフトウェアでパックとプッシャーの座

標を色で認識させる．パック軌道を計算してプッシャーの位置データをWi-Fi を介してタブレ

ットからArduino に転送させる．タブレットには，ホッケー台を認識する黄色い枠，パックの

座標および予測したパックの軌道が映し出される．その後，データを元に戦略を考えArduino
でモータを制御してパックを打ち返す．開発した教材について，問題解決能力の定着度，物理・

数学・工学に対する関心・習熟度の観点から，教材としての適正を評価するために，小学生・

高校生を対象に，開発した教材を使用した指導およびアンケート調査を行った． 
【研究結果および考察】 

Air Hockey Robot を体験した児童や生徒は全員，興味関心を持っていた．アンケート結果

では，数学・物理・工学・情報を，学力に関係なく学べる教材としての教育効果が認められた．

さらに，問題が発生した際，トラブルの原因を今まで学んだ知識を生かして解決しようとする

姿も見られた．これらのことから，主体的・能動的に取り組む教材としての教育効果も認めら

れると考えられる． 
【結言】 

次期学習指導要領に向けた教育教材の開発・研究は数多く行われており，各年齢向けの教育

教材は多く散見される．本研究は，小学生・中学生・高校生の学習指導要領に対応しており，

発達段階に合わせた教育を実施できる．さらに，複数教科を横断的に学ぶことができ，教科間

の繋がりを持つ教材であるといえる．今後は，学術イベントだけでなく，正課授業でも実践し，

さらなる教材の開発と教育の発展に貢献したい． 

 

全人工関節置換術における内外顆荷重バランス測定の定量評価を目指す 

情報システム工学科 市村香菜子（２年），松隈清香(２年) 

【研究目的】 

 整形外科領域において，人工膝関節置換術（Total Knee Arthroplasty，TKA）が年間40,000
を超えるほど施行されている．TKA 術中において，軟部組織乖離による内外顆荷重バランス

を整える作業が術者の感覚で行われている．内外顆荷重バランスが良くなければ，インサート

の摩擦，脱転および脛骨顆部骨折などのリスクが高まる．したがって，内外顆荷重バランスの

定量評価が可能になれば，患者の手術の満足率の向上および術者の負担の軽減に繋がると考え

られる．そこで本研究では，TKA 術中において，リアルタイムで内外顆荷重バランスの測定

ができるシステムの開発を目的とした． 
【研究方法】 

 まず，臨床応用を考慮し，大学病院で実際に使用されている人工膝関節の最も小さいサイズ

にセンサを設置する仕様にした．次に，内外顆の荷重バランスを計測するのに，特注の小型モ

ーメントセンサを用いた．人工膝関節を設計した．次に，モーメントセンサから得られるデー

タを用いて内外顆の荷重バランスを計算し，それを表示および可視化させるソフトウェアをプ

ログラムした．術者が直感的に把握できるように，インサート上のモーメントのベクトルをリ

アルタイムで表示させた．最後に，医師2 名に実際に体験して頂き，開発したシステムの有用

性について答えてもらった． 
【結果および考察】  

3DCAD で設計したセンサを埋め込める人工膝関節と開発

したシステムの概観図を，それぞれ図1 と図2 に示す．手術中

にリアルタイムで荷重バランスを示すことはもちろんのこと，

術者のタイミングで時間に対する各種データを保存できるよ

うにした．これにより，屈曲／伸展といった動態をさせた際の

データを蓄積することができ，術式の評価や次世代の手術に応

用することができると考えられる．体験して頂いた医師から

は，開発した人工膝関節とシステムは，どちらも使用しやすい

と好評を頂いた．  
【結言】 

 内外顆荷重バランスの測定の定量評価を臨床応用可能な形

で検討し，安価でリユース可能なシステムの開発を行った．開

発したシステムはTKA 手術での応用可能が期待でき，実際の

トライアル人工関節の開発などシステムを発展させていきたいと考える．  

 
 
  

オーダーメイドパワーアシストスーツの開発を目指した動作識別システムの検討 

情報システム工学科 田子森敦史(2年)，古澤天晟（1年） 

【研究目的】 

筆者の1 人は，脊髄性筋萎縮症（SMA）を患っている．現在はⅡ型と診断されており，座位

保持は可能であるが，支えなしの起立および歩行はできない．そこで，個人に着目したオーダ

ーメイドパワーアシストスーツの開発を目指すこととした．本研究では，その過程として，筋

肉の活動電位を測定し，コンピュータの画面上で動かない手の動きの予測および再現を可能に

するシステムの開発および有効性の検討を行った． 
【研究方法】 

本研究で開発したシステムを図1 に示す．被験者の両腕を対象として，筋電センサから取得

したデータをArduino によるシリアル通信でUnity に送信し，Unity で筋電データを解析する

ことで手の動作予測および予測された動作の再現をするシステムの検討を行う．手の動作の予

測および再現を行うためには，手の動作識別および，動作識別のための最適な筋電位測定位置

を推定する必要があった．右手は脱力，握る，反るについて，左腕は，脱力，握るについて，

識別可能な測定位置を推定する．左腕については，筋肉の拘縮が強いため，測定位置を複数設

定し動作パターンごとの筋電データのばらつきを比較する．得られた測定位置からUnity によ

り筋電データの解析を行い，手のモデルを動かすことで腕部の動作を再現する． 

 
図 1 開発システム 

【結果および考察】 

本システムを用いて，左手および右手における「脱力」「握る」「反る」の動作識別を行うこ

とができた．筋力の低下した腕においても，測定位置の推測および決定を行うことで，動作識

別における閾値の検討が可能であると考えられる．  
【結言】 

本システムは，個人の筋電位の測定位置に注目し，右手は指伸筋，短母指外転筋，左手は動

作識別のための最適な測定位置を推定することにより，動作識別を行うことができた．さらに，

動作識別が可能になったことから，Unity を用いると，コンピュータ上で手の動作を予測およ

び再現することができた．したがって，最終目的であるオーダーメイドパワーアシストスーツ

の開発に寄与できると考えられる．今後は，腕の動作識別の精度向上，できない動作に対する

動作識別の可能性の検証を行っていきたい． 
 

  

深層強化学習による行動選択の最適化 

情報工学科 伊藤優也（2年） 

【研究目的】  

筆者は以前から AI に興味があり，ニューラルネットワークについての研究を行いたいと考

えていた．本研究では，ニューラルネットワークによる戦闘 AI の開発により，行動選択に焦

点を当てたタスク管理システムの基礎を構築することを目的として研究を行った． 
【研究方法】  

本研究では，学習方法として深層強化学習を用い，深層強化学習を用いたアルゴリズムとし

て，DQN を用いた．さらに，タスク管理を行う環境の仮想環境として，味方キャラクターを

タスク解決の実行者，敵キャラクターをタスクとすることで，ドラゴンクエストV の戦闘シス

テムを用いた．すなわち，ドラゴンクエストV の戦闘勝利の手法について，深層強化学習を用

いてAI に学ばせることで，目的の達成を目指した． 

 
【研究結果及び考察】 

学習の報酬値の変化を図2 に示す．図2 の横軸は対戦数，縦軸は実際に与えたダメージ量を

表す．本研究は 400000 ターンを学

習し，対戦数は 400000 ターンに準

ずるものとした．図2 から，徐々に

報酬の高い点が密になりつつある

のが読み取れる．さらに，この他に

行った3 パターンについても，この

ような報酬値の増加傾向が見られ

た．これらのことから，自作したド

ラゴンクエスト V の環境下におい

て，敵キャラクターを着実に倒すこ

とを学習したことが分かる．したが

って，研究方法で挙げたような仮定

を行えば，深層強化学習を用いてタ

スク管理を行うことが可能である

と考えられる．    
 

状態観測部

意思決定部

エージェント 環境

変化

観測

⾏動

報酬

図1 Q 学習におけるエージェントと環境の関係図 

図2 バトルごとに与えたダメージ 
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統計学教育における学習ポートフォリオの活用事例 

―主体的＋対話的な学びで専門知識獲得の土台を作る― 

 

藤 岡 寛 之（システムマネジメント学科） 

田 嶋 拓 也（システムマネジメント学科） 
 

A Case Study of Learning Portfolios in Statistics Education 
- For strengthening skills to acquire expertise through proactive and interactive learning - 
 

Hiroyuki Fujioka (Department of System Management) 
Takuya Tajima (Department of System Management) 

 

Key words: 統計学教育，学習ポートフォリオ，主体的な学び，対話的な学び 

 

1 . はじめに  

 本実践報告では，システムマネジメント学科で

著者らが担当する「確率統計 I（ 1 年後期・必修）」

を中心とした統計学教育における学習ポートフォ

リオの活用事例についてまとめる。ただ，活用事

例といっても，学習ポートフォリオが知識の定着

や主体性を育むことに直接つながる「魔法の杖」

ではないことだけは先に断っておきたい。実際，

ここでの学習ポートフォリオの導入・活用にあた

っては，電子クリッカーの試用やそこで得た課題

を対応するために，教授法の転換やさらには教科

書の再選定といった様々な視点からの取組みを行

ってきている。著者らの「この授業をなんとか改

善したい」という想いのもと，学習ポートフォリ

オをどのように導入していったのか，その結果，

学生の学習態度にどのような変容があったか，ど

のような課題が見えてきたのか，という視点で読

んで頂ければ幸いである。  

 さて，ここ 10 年間を振返ると「少子高齢化」，

「 IOT」，「グローバル化」，「ビッグデータ」，「人工

知能」などといった社会変化に関するキーワード

が数多く現れた。社会的変化が従来と較べてはる

かに速いスピードで人間の予測を超えて進展する

ようになったことを意味するのではないだろうか。

特に，新型コロナウイルス COVID-19 終息後は，

これらの社会的変化の不確実性は一層増すものと

思われる 1 )。  

 ただ，教育界においてはこうした不確実性への

対応が求められはじめたのは最近の話でもない。

平成 28 年 12 月中央教育審議会答申 2 )では，「生き

る力」の捉え直しが行われた。内容の詳細につい

ては割愛するが，その育成を目指す資質・能力の

三つの柱として，①「何を理解しているか，何が

できるか（生きて働く「知識・技能」の習得）」，

②「理解していること・できることをどう使うか

（未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・

表現力等」の育成）」，③「どのように社会・世界

と関わり，よりよい人生を送るか（学びを人生や

社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性

等」の涵養）」，が示された。こうした三つの柱を

育むために「主体的な学び」，「対話的な学び」と

いった視点から既存の授業を改善していくべきで

あることも併せて示された。  

 このような背景のもと，著者らが所属するシス

テムマネジメント学科ではディプロマポリシーに

基づき基礎知識・技術を伝授すると同時に，それ

らの知識・技術を実世界の具体的課題へと学生た

ち自らが結びつけ，課題解決という目標に向かっ
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て協働して意欲的に取り組むことができる力の育

成に注力している。詳細は参考文献 3 )に譲るが，

育成に向けた取組み例としては，初年次専門教育

としての最重要科目として位置づけされる「シス

テムマネジメント基礎（ 1 年前期・必修）」や，今

や学科学生の間では「シスマネ PBL」として定着

しつつあるサービスラーニング（「システムマネジ

メントゼミナール I I」（ 3 年通年・必修）の一部担

当教員で実施），などが挙げられる。  

 これらで目指した育成を先述の三つの柱と照ら

し合わせると②「思考力・判断力・表現力等」の

育成，③「学びに向かう力・人間性等」の涵養，

であった。当然のことながら上述の科目などにお

いても，内容を高次化させていく上で，①「知識・

技能」の習得，は避けて通ることはできない。ど

のように本学科および担当科目での教育に織り込

んでいくかは常々議論してきた。ここで焦点を当

てる「統計学教育」についてもこうした学科全体

の教育改善の一部として位置づけられるものであ

る。  

 本報告の構成は以下のとおりである。まず，2 節

では，準備として本学科における統計学教育の概

要について述べる。 3 節では，学習ポートフォリ

オの基本的な考え方，本学の学習ポートフォリオ

である FIT-AIM（ FIT-Act ive ,  In te rac t ive ,  Manag ing  

sys tem）を紹介する。その後，学習ポートフォリオ

導入前の取組みと導入方法を 4 節で紹介し， 5 節

でその学習ポートフォリオへの記載例と考察につ

いて述べる。最後に， 6 節において本報告のまと

めを述べる。  

 

2 . 統計学教育の概要  

 システムマネジメント学科では，統計学に関す

る科目として，「確率統計 I（ 1 年後期：藤岡・田

嶋担当）」，「確率統計 I I（ 2 年前期：藤岡担当）」，

「データ解析（ 3 年前期：藤岡担当）」が必修科目

として開講されている。これら全ての科目で，学

習ポートフォリオを活用している。  

 本報告では，紙面の都合上，「確率統計 I」での

学習ポートフォリオの活用に焦点をあてることに

する。本授業では，初年次を対象として基本統計

量から回帰分析までの統計学基礎をカバーするも

のとなっている（図 1）。  

 本授業の初回は，これから学科で学ぶ確率統計

学やデータ解析がどのような現実世界に繋がるか

を理解できる特別講義を開催している。システム

マネジメント PBL にてご協力を頂いている福岡県

警察本部よりゲストスピーカーとしてお招きし，

交通事故を題材とした統計分析について授業を行

って頂いている（図 2）。学生のコメントを一部紹

介すると「今日の講義は警察官の方から交通事故

の対策や事故の傾向などをつかむために統計学が

用いられていることを教わった。統計学が日常生

活の様々な課題の解決に応用され，社会の役に立

っている学問であると強く認識したと同時に興味

図  1：確率統計 I 内容例  
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も持った。また“数字が人を動かす”という言葉

がとても印象に残った。」等の学習への動機づけへ

と繋がっていると思われるものが多くみられる。  

 なお，本学科では「解析学」，「線形代数」を必

修科目としていない。つまり，これらの統計学関

連科目を履修する学生は場合によっては全く数学

科目を履修していないことがある。そのため，数

学的知識が必要とされる部分についてはその都度

説明を授業に織り込むことにしている。当然のこ

とながら，数学担当教員とは頻繁にコミュニケー

ションを行い，数学関連科目の教授内容について

の情報は収集している。  

 各科目の概要や授業計画については本学シラバ

スをご覧いただきたい。  

 

3 . 学習ポートフォリオ  

 本節では，学習ポートフォリオの基本的な考え

方 と 本 学 で 導 入 さ れ て い る 学 習 ポ ー ト フ ォ リ オ

FIT-AIM について簡単に述べる。  

 

3 .  1 学習ポートフォリオの基本的な考え方  

 学習ポートフォリオに関する基本的な考え方 4 )

は，①学習者中心，②教員・大学，からの視点で

の活用に大別される。  

 前者は，学生自身が学びのプロセスや成果を示

す資料・コンテンツ等を継続的に蓄積するもので

ある。また，継続的かつ定期的に学びを振り返る

ことを通じて学習の到達度を確認し，取り組むべ

き課題を発見することができる。また，教員から

個別指導を受けることで適切な学習支援を獲得し

て学びを深化させ，さまざまな知識と技能を自主

的に修得することができる。このような学習の体

験を繰り返すことで，生涯に亘り身につけるべき

キャリア「能力」を形成することができるといわ

れる。  

 一方，後者については学習ポートフォリオを活

用することで，学びと教育のプロセスを「見える

化」，特に，学生の学習行動を把握できる。教員は，

学習行動の記録を活用して授業の点検・評価を行

うことで，課題を発見するツールとして活用でき

る。また，大学では教育プログラムの効果を明確

化し，教学マネジメントを点検する IR ツールとし

て多面的に活用できるため，今後の学習アセスメ

ントでの活用が期待されている。  

 著者らは，①学習者中心，②教員・大学の両視

点からの活用（授業の点検・評価という点での活

用）を試みているものの，本報告では前者に比重

を置いていることに留意頂きたい。なお，学習ポ

ー ト フ ォ リ オ の 現 状 や 活 用 例 に つ い て は 参 考 文  

献 5 ) 6 )などが詳しい。  

 

3 .  2 学習ポートフォリオ FIT-AIM 

 本学で導入されている学習ポートフォリオにつ

いて簡単に述べる。平成 30 年度に本学・教育技術

開発ワーキンググループ（ ACC WG）で開発・導入

を主導し，学習ポートフォリオ「 FIT-AIM」（図 3）

が試行的導入され，以後，全学的に活用を推奨さ

れている。  

 具体的には，教員からは AL アンケートのコメ

ント等から有用に活用されている事例が報告され

ているとともに，学生も入力を指示されている授

業以外にもボランティアや社会貢献活動，また海

外留学についての振り返りの入力等にも活用され

ている。あわせて 1 年生についてはグループ面談

の題材として前期の振り返りと「主体性のルーブ

リック」評価，後期の目標と計画を多くの学生が

入力している。  

図  2：確率統計 I「特別講義」の様子  
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 なお，学生便覧には次のような説明が記載され

ている。  

 

 学習ポートフォリオ（ FIT-AIM）は，みなさんが

大学生活の中で履修した授業での学習目標の達成

具合や課外活動の成果等を自ら記録し振り返るこ

とによって，自分の成長を感じ取ったり，新たな

課題を発見したりしながら，最終的には 4 年間の

学習成果として，どのようなことを学び，どのよ

うなことができるようになったかを確認できるシ

ステムです。  

 学習ポートフォリオの活用を通じて，自分の目

標を定め，それに対する学期ごとの目標設定およ

び振り返りを行うことで学習への自己調整力を高

めることができます。また，自分が履修した授業

科目や課外活動などを通じて得られた学びや気づ

きを，卒業後のキャリア（進路）を考える際や，

就職活動の際に役立てることができます。  

 

 著者らが担当する統計学科目では，学習ポート

フォリオとして上述の FIT-AIM を導入しているが，

それが開発されるまでは，キャリア教育で用いら

れていたキャリアポートフォリオ（ C-ポートフォ

リオ）を代用していた。ただ，記入方法・内容に

ついては現在の FIT-AIM を用いる場合とは異なっ

ていない。  

 

4 .  学 習 ポ ー ト フ ォ リ オ 導 入 前 の 取 組 み と 導 入

方法  

 本節では，学習ポートフォリオ導入に至る経緯

を含めた導入前の取組みと，著者らがどのように

ポートフォリオを導入したかについて述べる。  

 

4 .  1 導入前の取組み  

 学習ポートフォリオを導入した経緯はシンプル

である。「この授業をなんとか改善したい」という

想いである。学生の質の変化に対して予想をはる

かに超えて実感しており，その対応に苦慮してい

る。学生の変化の原因については，学ぶ意欲や自

学習慣など修学姿勢の欠如，目的意識のない入学

など様々な見解がなされている 5 )。  

 当時，著者ら自身も同様のことを実感していた。

そのため，AL 型授業への転換，その上で電子クリ

ッカーを導入して，毎回授業開始時に小テスト（図

4）を，終了時には「理解度とその理由」，「授業外

学習時間」に関するアンケート（図 5）を実施し

た。ただ，レポート課題を提出しない，提出され

て添削し学生側に戻しても紛失する，定期試験の

解答が何を記載しているのか理解できない，とい

ったことは相変わらずで，次のような課題がある

との結論に至った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図  3：学習ポートフォリオ FIT-AIM の外観  

図  4：小テスト例  
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【小テストに関する課題】  

  電子クリッカーで手軽に小テストを実施でき，

瞬間的に学生には自身の理解度合いを確認さ

せることができるが，振り返りにはなってい

ない。  

  授業回数が進むにつれて，小テストの得点が

全体的に下がる。選択肢の問題であり，理解

していなくても解答でき，真の学習へと繋が

っていない。  

  そもそも選択問題を解ける力をつけたいわけ

ではない。  

【アンケートに関する課題】  

  「理解度」に関して「十分理解できている。」

や「ある程度理解できている。」がほとんどで

あるが本音だろうか。  

  「理解度」に関して「あまり理解できていな

い」，「全く理解できていない。」の選択をして

いる場合の理由として「復習が必要だと思っ

た」か「わからない」に留まっている。  

 

4 .  2 学習ポートフォリオ導入  

 4 .1 節で 列挙した小 テストとア ンケートに 関す

る課題を解決するために学習ポートフォリオの導

入を行った。  

 導入当初は，学習ポートフォリオ FIT-AIM が学

内に導入される前のキャリアポートフォリオ（ C-

ポートフォリオ）を代用した。当時，専門科目の

授業で，学習ポートフォリオを利用している例は

学内においてほぼ皆無であったように記憶してい

る。そのため，学生が何をどのように使うかもよ

くわかっていない状態であったため，図 6 のよう

なポートフォリオへの記入方法を講義の初回に共

有し説明を行った（現在は，学生に浸透してきた

こともあり，このような説明は特に行っていない）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎回，授業終了間際に 5～ 10 分ほど振返りを行

い，不明な点に対する質問に答えながら，ポート

フォリオへの記載する時間とした。当然，3 .1 節の

「学習者中心」の視点から復習時に記載の加筆・

修正は許可している。また，同回に出された記述

式もしくは EXCEL を利用する課題（ほとんどは

教 科 書 の 章 末 問 題 ） に 対 す る 解 答 な ど は す べ て

PDF にしてポートフォリオ上に保存することを義

務づけている（すべての課題はポートフォリオに

提出を義務づけしており，成績評価に反映される）。

図  5：理解度と授業外学習時間アンケート  

図  6：学習ポートフォリオへの記入方法  
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なお，教員側で詳細な解答を作成して学生に共有

し，学生がいつでも振り返りができるようにして

いる。さらに，課題はあくまで学生の理解度を自

身で確認するものであり，目安を示すだけで次回

までといった提出締切日を定めてはいない。ただ，

年々，授業アンケートで「課題はきちんとやって

おくことを勧める」とのコメントや上級生からの

助言があるようで，多くの学生は次回までに課題

に取組むようになっている。  

 次回の授業開始時に記載した学習ポートフォリ

オを開き，2～ 3 名の学生のグループを作り，前回

は何を学び，また課題への取組みを通してどこが

分からなかったかを振返るための時間を 5 分ほど

与えている。ほとんどのグループは互いの学習ポ

ートフォリオに記載した内容を互いに見せ合いな

がら確認するが，授業回が進むにつれてポートフ

ォリオの使い方にオリジナリティが現れている。

例えば，授業中に理解できなかった箇所のページ

番号や数式番号をポートフォリオに記載するなど

である。それに合わせて，グループディスカッシ

ョンでは教科書やノートなどを確認する学生も多

く現れた。振返りの後に，質問時間を設けている

ものの，そこでの質問はほぼ皆無といってよい。

質問がある場合には，ほぼ居室を訪ねてくるケー

ス（現在はオンラインチャットが多い）がほとん

どである。  

 以上のように，それほど難しいことは行ってい

ないが，電子クリッカーを導入した時期と比べる

と「主体的」かつ「対話的」な学習が促進され，

当時の小テストとアンケートに対する課題が解決

されつつある。  

 

5 . 学習ポートフォリオへの記載例と考察  

 本節では， 2019 年度の「確率統計 I」である学

生が書いた学習ポートフォリオへの記載例を紹介

するとともに，これまでの様々な学生によるポー

トフォリオへの記載に基づき簡単な考察を行って

みたい。  

 図 7 は，ある学生の記載内容である。ちなみに，

この学生は授業期間中に行った試験ですべて満点

であった。試験の解答記述の一部を図 8 に示す。

この学生に限らず，高成績者に共通するのは，図

7 の黄色マーカーで記す部分のように，学習ポー

トフォリオ上に自身の「問い」に関する記述が多

くみられる。これらの「問い」は学んだ内容を理

解しているからこそ生まれるのであろうが，それ

以前にメタ認知，すなわち「理解していること」

と「理解していないこと」の境界線が自身で引け

ていると読み取れる記述が多くみられる。当然，

「問い」を持ち続けることで，知識のインプット

を継続しつつ，それらを整理しながら定着化させ

図  7：学習ポートフォリオへの記入例  
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ていくことができていると思われる。  

 一方，低成績の学生に関する記載例の掲載は控

えるが，全体的に「○○を学んだ」，「復習をした

いと思う」，「頑張りたいと思う」，「暗記しなけれ

ばならない」という単純な記述が圧倒的に多い。

先述の高成績の学生と比較すると，メタ認知力が

弱いことがわかる。 Nil son の書籍 7 )から一文を引

用すると，「どんな観点からのものであれ，メタ認

知は学習についての自己フィードバックにかかわ

るもので，このフィードバックこそ有意味な学習

と転移に不可欠な要素なのである」。このフィード

バックを加速するのが，学習ポートフォリオであ

ると考える。実際，中間確認テストの結果は低く，

学期末に行った総合確認テストで高成績を残す学

生のポートフォリオの記載内容からは，授業回数

が進むにつれてこのような自己フィードバックの

方法に変容が見られた。また，課題への取組みも

貯めがちだったものが，短期間の間に提出される

ようになった。以上から，メタ認知力，より広義

にはこ れを 包括す る自 己調整 学習 力 7 ) 8 )をど のよ

うに醸成するか，もしくはその醸成する際に学習

ポートフォリオをどう活用するかが今後の教育改

善の鍵となると考えている。  

 

6 . まとめ  

 本実践報告では，著者らが担当する「確率統計

I（ 1 年後期・必修）」を中心とした統計学教育にお

ける学習ポートフォリオの活用事例についてまと

めた。ただ，冒頭でも述べたが，学習ポートフォ

リオは「魔法の杖」ではない。うまく活用するこ

とで，主体的でかつ対話的な学びを促進させ，専

門知識獲得の土台を作ることができる可能性があ

る。  

 また，学習者視点では，学習ポートフォリオへ

の記載を定期的に振り返り，新たな知識の繋がり

を作り，その意味合いについて考えるようになる。 

 これこそが，著者らが学習ポートフォリオの活

用の先に，学生を導きたいゴールである。まずは，

自己調整学習力の醸成を念頭に置きながら，一歩

ずつこのゴールに近づきながら専門知識獲得の土

台を作っていきたいと考える。  
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Abstract  

 

 The aim of the educational intervention in this report was to grasp how students engaged with a vocabulary learning activity 

involving goal-setting and reflection. The students in four Advanced English classes took a vocabulary test for TOEIC every 

week. They were asked to write their scores on a feedback sheet and look back on their preparation for the test, then set a target 

score for the next test. The achievement rate (whether each student could successfully reach their target score) was about 75% 

in two classes and about 45% in the other two classes. It was revealed that there had been more feedback on setting the target 

scores from teachers in the former classes than the latter ones. The degree to which students receive input on their goal setting 

might be playing a role in that difference. In addition, based on the classification of the students’ descriptions on the feedback 

sheets, it was supposed that there might be five types of students for how they engage with the learning activity.  

 

Keywords: Goal-setting, Reflection, Self-directed learning, feedback 

 

1 . Advanced Eng l i sh  A,  B 受講者の現状と課題  

 2017 年 度 の 英 語 の カ リ キ ュ ラ ム 改 訂 に お い て

開講した Advanced  Engl i sh クラスは 3 年目を迎え

た。入学生のうち英語プレースメントで高得点を

取った上位者を対象とした全学部横断の混成クラ

スである。旧カリキュラムでは，学科ごとにクラ

ス分けを行っていたため，英語力がある者が 1 ク

ラスに数少なく分散し，切磋琢磨を図る機会を持

ちにくい状況であった。しかしながら，この学部

横断クラスの設定によって，授業を英語で行った

り，英語でのプレゼンテーションを導入したりす

る授業運営が可能となり，当該受講者の英語学習

に対する意欲や自己効力感に，ある一定の効果を

及ぼしていることが捉えられた（土屋，池田，原

田， 2018）。 2019 年度 6 月に実施した Advanced  

Engl i sh  A の 3 クラス合同授業におけるアンケート

で は ， 1 名 を 除 く す べ て の 受 講 者 が 「 Advanced  

Engl i sh  A クラスに配属となり非常に良かった」と

回答し（ 2019 年 6 月 18 日付 Campus  Mai l），英語

学習に対して高い意識で臨める学習環境を提供で
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きていることが改めて確認された。  

 一方で，2018 年度末に実施したアンケートから，

1 年間に渡り意欲的に自主的に学習に向かう姿勢

を保ち続けることは， Advanced  Engl i sh  A & B ク

ラス受講者にとっても容易ではないことが明らか

となった（土屋・池田・原田，2018）。受講者の英

語力のさらなる伸長には授業以外での自主的な学

習が不可欠である。この結果を踏まえ， Advanced  

Engl i sh  A & B の担当者間で協議し，2019 年度には

自主的な学習への意識付けを促す教育的介入を教

育改善の取り組みの 1 つとして導入することとし

た。  

 

2 . 本取り組みの目的  

 自主的に学習を継続するために肝要なこととし

て，学習に臨む際の目標設定の効果がさまざまな

科目において，そして小学校から大学にわたる教

育課程において認められている。従って本取り組

みでは，前期および後期に実施する語彙力増強の

ための学習活動に目標設定と振り返りの活動を導

入し，学習者の学習に向かう姿勢や状況を把握す

ることとした。  

 

3 . 教育的介入の内容  

3 .  1 対象クラスおよび参加人数  

 本取り組みの対象者は， Advanced  Engl i sh  A,  B

の 3 クラスと Advanced  Engl i sh  C ,  D の 1 クラスの

受講生であった。 Advanced  Engl i sh  A,  B のクラス

1 の授業トピックは「 Trave l」，受講者数は前期 25

人，後期 24 人，担当者は池田，クラス 2 の授業ト

ピックは「 Dai ly  L i fe」，受講者数は前・後期ともに

24 人，担当者は土屋，クラス 3 の授業トピックは

「 Spor t  & Hea l th」，受講者数は前期 25 人，後期 23

人，担当者は原田であった。Advanced  Eng l i sh  C ,  D

のクラス 4 の受講トピックは「 Cul tu re」，受講者数

は前・後期共に 26 人で古川が担当した。  

 

3 .  2 取り組み課題  

 取り組み課題は，授業内容の理解促進と TOEIC

テストに有効なものとしてボキャブラリービルデ

ィングを設定した。参加者には前期の第 1 回目の

授業で TOEIC テスト に頻出の語彙から成る単語

集とボキャビルフィードバックシートを配布した。

ボキャビルフィードバックシートは，各期の取り

組みの様子を一目で捉えることができるよう，A4

サイズ 1 枚とし，10 回分のチェックの記録を残せ

るリストをプリントした。  

 前期と後期にそれぞれ 400 語ずつ，通年で 800

語を範囲とした。TOEIC のレベルとしては 860 点

レベルまでをカバーする語彙であった。参加者に

は毎週 40 語を範囲として，単語のみではなく例文

と合わせて学習するように伝えた。担当教員は範

囲となる 40 語から 20 問を選び，輪番で問題を作

成した。問題は，単語集にある英語例文を示し，

文中の空欄部分に英語のスペルを書いて答える形

式とした（図 1）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図  1 単語テスト問題  
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 参加者には次週のチェックにおいて正答したい

数を前週に目標として設定させ，フィードバック

シートの「目標数」のところに表明してもらった。

そして翌週に実際の正答数を「結果」の欄に記録

させ，振り返りを促した。教員は毎週フィードバ

ックシートを回収し，学習者の取り組み様子を把

握しつつ，必要に応じてコメント等を記載した。

また，授業時に全体的なフィードバックを与えた

り，気になる学生に個別の声掛けを行ったりした。 

 

4 . 結果と考察  

4 .  1 目標の達成率  

 以下の表 1 に目標数に対して達成していた割合

をクラス別に示す。全体の平均は前期 63%，後期

59%であった。  

 

表  1 目標数に対する達成率  

 クラス 1  クラス 2  クラス 3  クラス 4  

前期  76% 53% 52% 70% 

後期  74% 40% 36% 85% 

 

 クラス間で達成率に幅があるが，ボキャブラリ

ービルディングに関して，各教員が教室で行った

指導に大きな違いは把握されなかった。どの教室

でも，授業開始直後にボキャビルフィードバック

シートを配布し，単語テストを実施し，結果と来

週への目標を記入させ回収し，教師が確認すると

いう流れをとっていた。  

 クラス 1 と 4，クラス 2 と 3 の間に見られる差

の理由を探るために，担当者間で情報共有を行っ

たところ，各クラスに在籍する学習者の全体的な

特徴・雰囲気，およびボキャブラリービルディン

グに関して与えたフィードバックの内容について

いくつかの相違点が確認された。  

 まず，クラス全体の特徴・雰囲気に関して，ク

ラス 1 と 4 においては，ボキャブラリービルディ

ングにコツコツと取り組む学習者や，決して低い

目標数ではないが達成可能な目標数を立て安定的

に取り組む者が多かったことが捉えられた。クラ

ス 2 と 3 においても，クラス 1 と 4 と同様の学習

の様子が確認されたが，一方で，ボキャブラリー

ビルディングに向かう姿勢に波がある者や，テス

トの結果によらず常に高い目標数を設定する学習

者が比較的目についたという様子が示された。ま

た，初回のチェック時に最終回までのすべての目

標数を満点の 20 点と書く学習者が一定数いたこ

とも報告された。  

 次に，ボキャブラリービルディングに関して与

えたフィードバックの内容を見ていく。どのクラ

スでも，肯定的フィードバック（「目標を達成して

いて素晴らしいですね」，「この調子でいきましょ

う」，「頑張っている人が多くてうれしいです」な

ど）をはじめとし，結果が不調だった学習者には

「積み重ねが大事ですよ」や「次は目標を超すよ

うに準備してきましょう」など励ましのフィード

バックが多く与えられていた。さらにクラス 1 と

4 ではクラス 2 と 3 より，目標達成の観点から調

整を促すフォードバック（「今回，目標に届かなか

ったので，来週は今日の結果に基づいて目標を立

ててみては」など）が若干多くなされていたこと

が把握された。本報告では，学習者群の初期の属

性やフィードバックの内容・頻度等を捉えていな

いため，ここで根拠を持って言及することはでき

ないが，調整的フィードバックの頻度が目標達成

率の結果に影響を及ぼした一要因として推測され

る。  

 

4 .  2 フィードバックシートの事例  

 フィードバックシートを確認すると，おおよそ

5 つのタイプの学習者がいることが考えられた。

前節で述べたことも踏まえながら， 5 つの学習者

タイプについて実際のフィードバックシートを示

しながら見ていく。  

 例 1（図 2）は，毎回のテスト結果に基づき次回

の目標を立てていた学習者のシートである。この

タイプの学習者は，毎回の振り返りコメントもし

っかり記述しており，最終回に近づくにつれコン

スタントに良い点数を取る傾向が見られた。  
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 例 2（図 3）は，ある回で満点の 20 点を取って

いても次回の目標を低く設定するなど，結果と目

標についてあまり意識していない学習者のシート

である。途中からは点数に関係なく，目標を毎回

同じ数に設定している。この状況と対照的に，毎

回の結果はさほど悪いものではないことからも推

測できるように，当該学生はもともと一定の英語

力がある者であった。それゆえに本取り組みに真

面目に臨まなかったことも考えられる。しかしな

がら，後述する例 4 のような英語力が同様に高い

学習者と比べると結果にむらがあり，「学習に向か

う姿勢」という部分について改善を促す必要があ

るだろう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例 3（図 4）は初回に最終回までの目標をすべて

満点と記入した学習者のシートである。まず，遅

刻・欠席等によりテストを受けられなかった回数

が他の例と比べて多いことが目立つ。また，毎週

テストがあること，そして範囲も事前に知ってい

ながら，最後から 2 回目に非常に低い点数を取っ

た際に「テストがあることを知らなった」という

理由をコメントに書いていることから，本取り組

みの意味や目的を自分のこととしてほとんど認識

していないことが推測できる。例 2 および例 3 の

ような学習姿勢をとる学習者は多くはないが他に

もおり，繰り返しになるが，彼らには学習に向か

う姿勢の改善という点で何らかの働きかけが必要

だと考える。  

 

  

図  2 フィードバックシート例 1  

図  3 フィードバックシート例 2  



－ 45 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次の例 4（図 5）は，例 3 の学習者同様，初回に

すべての目標を満点と書いた学習者のシートであ

る。しかしながら，最初から最後まで高得点を維

持しており，例 3 の学習者があまり考慮せずに書

いたと推察されるのとは対照的に，固い決意を持

って設定した目標の達成に臨んだことが窺える。

例 4 のような学習者の存在を踏まえると，最初に

すべての目標を書くことが合理的に作用する場合

もあると言える。指導者としてはどちらのタイプ

かをできるだけ早期に把握することが重要で，そ

れによってそれぞれのタイプの学習者に適切な指

導やフィードバックを提供することが可能になる

と考える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例 5（図 6）は目標とそれに対する実際行動が伴

っていない学習者のシートである。このような学

習者は「目標を設定する」ということの意味を理

解していないことが推測され，従って目標を達成

するためにすべきことをよく考え，十分に備えて

臨んでいないと考えられる。これは英語が苦手な

学 習 者 に 見 受 け ら れ る 特 徴 で あ る が （ Tsuch iya，

2018） Advanced  Engl i sh クラスの受講者にも数人

が確認された。 Advanced  Engl i sh クラスに配属さ

れたという機会を存分に活かすためにも，学習に

おける目標設定とそれをクリアすることの意義，

そのための自己調整の方法など，意識改革を促す

指導が必要である。  

 

  

図  4 フィードバックシート例 3  図  5 フィードバックシート例 4  
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5 . おわりに  

 昨年度の授業実践を通して，Advanced  Engl i sh  A 

& B クラス学習者の中にも 1 年間に渡りモチベー

ションを持続させ，自主的な取り組み姿勢を維持

するのが難しい学生がいることが判明したことを

受け，本実践報告における教育的介入を実施した。 

 自主的な学習の継続に肝要とされる目標設定に

関して受講生の状況を捉えたところ，全体的な達

成率は 6 割前後であり，つまり 4 割ほどにおいて

目標達成とならない状況があったことになる。例

1 から例 5 の事例を踏まえると，満点や高得点獲

得を意識し，周到な準備の上テストに臨んだが，

残念ながらあと少しで達成できないパターンと，

目標設定が機能していないパターンの 2 つに大き

く分けられることが推察された。一般的に，学習

者は小学生ぐらいから様々な場面で目標を設定す

るということを経験してきているが，実は大学生

になっても，効果に繋がる適切な目標を設定でき

て い な い 場 合 が あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る

（ Ambrose ,  Br idges ,  DiP ie t ro ,  Love t t ,  & Norman，

2010）。本取り組みにおいては，例 2，3，5 のタイ

プの学習者がその指摘に当てはまると考えられる。

この結果を踏まえた今後の課題として，当該学習

者にはどのような教育的指導やサポートが必要か

を検討することが挙げられるが，解決策の 1 つと

してクラス 1 と 4 で行われていた調整的フィード

バックの提供が考えられる。また，今回の取り組

みでは週単位での短期目標の設定を導入したが，

今後は月単位の学習を範囲とした確認テストの実

施，およびそれに付随した中長期的な目標設定と

振り返りを加味することで，彼らの意識変革を促

す機会を増やせる可能性があると考える。  

 上述のように，本取り組みを通して新たな課題

点が抽出されたが，参加した学習者からは「目標

設定することでやる気が出た」や「毎週継続する

ことで TOEIC の単語学習が進んで良かった」など，

肯定的な声も多く聞かれた。実際，どのクラスも

1 限目の開講であったが，授業開始までの時間に

単語集を片手にノートに単語を書いたり，イヤフ

ォンをつけて音声を聴きながら確認したり，友人

同士で問題を出したりする様子が見られ，クラス

全体として学習に向かう雰囲気は昨年度より非常

に良いものであった。本取り組みとの直接的な因

果関係を証することはできないが，昨年度，本取

り組みを実施した 4 名の教員の担当クラスにおい

て TOEIC-IP テストで 400 点以上を獲得した学習

者数が 19 人だったのに対し，本年度は 52 人であ

ったことを付記したい。本年度の取り組み結果を

踏まえ，次年度も教育改善活動に注力したいと考

える。  
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令和元年度「授業アンケート（期末）」の実施総括 
 

長谷川 純 一（FD 推進室） 
 

 令和元年度の授業アンケート（前後期・期末）

について，実施概要，回答率，集計結果などにつ

いて総括したい。特に期末アンケートについては

本年度より試行導入されたアセスメント・ポリシ

ーに沿った点検活動（アセスメント活動）では，

結果を全学，学部・学科，授業そして学生レベル

それぞれでの評価の根拠（エビデンス）として活

用することにしている。今回は全体としての回答

状況や集計結果を主に，必要に応じて学部別や授

業別（専門・共通）などの状況に触れながら振り

返りを行なうこととする。特に後段では，現在主

体性の発露として重要指標としている「授業外学

習時間」についてアンケート結果の多角的な分析

から現状と対応策についても探ってみることとす

る。  

 

1 . 実施概要  

1 .  1 目的  

 「授業アンケート」はこれまで中間と期末，学

期中 2 回実施されていたが，一部学部の先導によ

り中間アンケートについては見直しを行った。そ

こでは学習ポートフォリオ FIT-AIM を活用し，定

常的に受講学生の意見聴取を行いながら，個々の

教員が可能な事案については日常的に改善を行う

などしている。またアセスメント活動では，個々

の授業での学生意見が学科ごとに取りまとめられ，

共通する傾向や課題などについて共有が図られる

ことになっている。  

 一方，期末での授業アンケートでは，従来通り

総括的評価として，学生自身の成長度を測るとと

もに，アセスメント活動では授業やカリキュラム

レベルでの評価の根拠情報として，カリキュラム

全体の検証や学部・学科での教育改善に活用され

るなど有用性をさらに高めている。また学生の評

価やコメントは次期履修予定者に対して履修計画

の参考情報とされるなど学びに対する意識づけや

準備にも活かされている。  

 

2 . 回答率  

 「授業アンケート」の回答率については平成 25

年度の web 化以降，年々微増を続けており，平成

27 年度以降は前期 40%以上，後期で 30%以上を維

持している。令和元年度はアセスメント活動の開

始，また文科省補助事業としての AL 型授業全学

展開の最終年度ということもあり，FD 推進機構教

育技術開発ワーキンググループ（ ACCWG）などの

組織から個別の教員に学生への回答促進を要請す

るなどして，回答率のアップに注力した。その結

果，前期で 790 授業について 52 .9%，後期につい

ては 730 授業で 36 .0%の回答率となった。前期は

平成 22 年以来，後期では平成 23 年以来最も高い

回答率を記録した。従来 1 年生については高い回

答率を得ていたものの，上位学年では著しく減少

する傾向があったものを，学年の特性や関心に配

慮した告知を行った結果，前期では 2， 3 年生で

40%以上，後期でも 30%以上の回答を得ることに

なり，各種取組みについての根拠資料としての有

効性を担保するものになった。  

 

2 .  1 学科別回答率内訳  

 学科別で回答率をみてみると，前期では最高学

科 65 .8%に対して最低学科では 32 .1%と 33 .6 ポイ

ント差，後期では最高 44 .6%に対して最低学科で

は 21 .8 .%と 22 .8 ポイント差に及ぶ大きな差がみ

られる。学科によっては授業内での入力を推奨す

るところがある一方，教員コメントの入力を含め

て，授業アンケートに関心が低い学科も散見され，

今後の働きかけが必要と考えられる。  
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2 .  2 教員コメント入力  

 教員コメントの入力については，学生が表明し

た意見や改善要求の対する回答として重要視して

おり，学生コメントがあった授業については，可

能な限りコメント入力を行なうよう，教員に要請

を行なっている。今期から中間アンケートを弾力

的な実施を認めたことにより，学科によっては学

生からの意見や要望について教員がコメントを行

うことはさらに日常的になっている。その意味で

期末アンケートでのコメントについて必須性は低

減していると考えられるが，近年学生から授業内

容や実施方法について積極的な意見も多く，教員

側からもその是非について返答が行われることも

増えている。中間アンケートや日常的に聴取して

いる学生コメントが，実施中の授業での改善可能

な振舞い（例  黒板への板書の仕方や文字の大き

さ，講義の明瞭さ）などであるのと比較して期末

では，アンケートまでのほぼ全授業についての理

解度やそれに関連する内容や方法などへの言及が

多い。対する教員コメントでは，肯定的に受け止

めて次年度の改善に言及するものもあれば，原因

の所在についての教員としての考え方を返答する

ものもある。  

 令和元年度の入力率は前期 61.4%，後期 55.6%と

高水準であった。特に後期についてはここ 5 年間

では最も高い回答率となった。このことは試行的

に開始されたアセスメント（科目レベル）活動で，

授業の評価や改善課題について学生コメントを根

拠とすることもあるため，教員サイドも対する見

解を明快に示す必要があるためとも考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

3 . 全体集計結果と解析  

3 .  1 設問 1， 2  

 設問 1（この授業を受講するにあたって，シラ

バスの内容を確認しましたか。）について集計結果

【表  1 学部学科別回答率】  

（ H27～ R1 年度  前後期）  
学科名 2019後期 2019前期 H30後期 H30前期 H29後期 H29前期 H28後期 H28前期 H27後期 H27前期 H26後期 H26前期

電子情報工学科 38.7% 64.5% 32.7% 49.4% 38.0% 47.3% 45.9% 43.4% 40.0% 54.1% 18.7% 43.4%

生命環境科学科 34.1% 38.4% 23.3% 32.1% 21.4% 37.7% 19.8% 46.0% 15.9% 44.8% 6.0% 22.7%

知能機械工学科 29.7% 41.7% 29.2% 43.2% 42.6% 58.1% 45.5% 71.2% 30.6% 59.8% 34.8% 80.7%

電気工学科 40.7% 61.2% 24.5% 44.8% 34.8% 31.2% 38.8% 38.8% 37.9% 41.3% 7.3% 38.6%

工学部計 35.4% 51.0% 27.5% 42.5% 34.7% 44.0% 37.8% 50.6% 31.3% 50.2% 17.4% 46.9%

情報工学科 22.8% 41.8% 26.2% 36.6% 21.6% 34.2% 20.6% 23.5% 20.8% 33.7% 18.4% 33.0%

情報通信工学科 31.3% 50.4% 38.8% 50.9% 34.6% 47.4% 46.5% 44.8% 45.8% 48.3% 29.5% 49.7%

情報システム工学科 32.0% 54.0% 33.0% 65.8% 36.3% 51.5% 34.1% 52.9% 21.0% 58.5% 13.7% 35.7%

システムマネジメント学科 18.5% 35.8% 21.8% 32.5% 20.8% 44.5% 16.9% 35.6% 25.2% 53.9% 16.6% 29.2%

情報工学部計 26.4% 45.6% 30.0% 46.3% 28.2% 43.4% 29.9% 37.8% 27.9% 46.6% 19.6% 37.0%

社会環境学科（学部) 62.1% 68.5% 44.6% 55.4% 48.3% 58.1% 38.1% 40.1% 29.6% 25.4% 13.7% 27.4%

教養力育成科目 35.2% 57.5% 35.6% 62.6% 25.4% 34.4% 26.5% 27.7% 25.5% 31.7% 20.9% 16.4%

合計 36.0% 52.9% 31.9% 48.4% 34.6% 46.3% 34.6% 43.2% 29.5% 43.7% 17.6% 38.8%

学科名 2019後期 2019前期 H30後期 H30前期 H29後期 H29前期 H28後期 H28前期 H27後期 H27前期 H26後期 H26前期
電子情報工学科 49.1% 67.9% 49.3% 47.8% 44.6% 52.8% 47.4% 53.4% 38.0% 53.6% 36.7% 63.8%
生命環境科学科 62.0% 59.3% 21.7% 36.1% 42.0% 56.7% 32.9% 46.0% 33.3% 47.0% 15.6% 25.3%
知能機械工学科 51.5% 79.6% 45.9% 52.4% 46.5% 64.6% 38.7% 48.2% 28.7% 64.6% 29.3% 59.2%
電気工学科 58.0% 66.1% 33.8% 48.6% 45.7% 62.2% 46.2% 50.0% 45.0% 51.9% 24.7% 42.7%
工学部計 54.8% 67.5% 38.1% 46.0% 44.8% 58.8% 41.2% 49.4% 36.0% 54.2% 26.6% 46.9%
情報工学科 72.6% 76.3% 58.0% 72.1% 57.3% 73.3% 57.0% 50.9% 52.6% 67.0% 36.3% 40.4%
情報通信工学科 75.6% 83.3% 69.0% 77.8% 74.7% 80.0% 72.9% 73.4% 77.9% 74.7% 54.1% 69.9%
情報システム工学科 46.7% 68.0% 53.5% 58.2% 62.0% 62.2% 69.6% 75.3% 53.0% 64.2% 40.3% 66.2%
システムマネジメント学科 58.5% 53.2% 52.7% 57.1% 56.1% 58.7% 65.1% 60.9% 50.8% 57.4% 46.9% 42.3%
情報工学部計 64.3% 71.4% 58.3% 67.3% 62.2% 69.1% 65.2% 63.8% 58.8% 66.3% 44.0% 54.1%
社会環境学科（学部) 67.5% 63.0% 44.8% 28.0% 48.6% 67.5% 65.9% 64.4% 61.8% 64.8% 39.4% 71.6%
教養力育成科目 45.4% 48.8% 28.1% 33.9% 16.0% 30.8% 24.0% 36.0% 60.0% 46.2%
合計 55.6% 61.4% 44.2% 49.5% 51.3% 63.5% 54.0% 57.3% 49.8% 60.5% 35.2% 53.0%

【表  2 学部学科別教員コメント入力率】  

【図  1 シラバスの確認】  

（上段： R1 前期  下段： R1 後期）  
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をみてみる。この問いに対して①十分に確認した，

②ある程度確認したとの回答率は前期 86 .4%，後

期 87 .4%と い ず れ も 前 年 同 期 （ Ｈ 30 年 度  前 期

83 .8%，後期 86 .4%）を上回った。この数値につい

てはここ数年，毎年向上している。授業運営にあ

たってシラバスへの記載が精緻・詳細化するとと

もに，ほとんどの授業で第 1 回にはシラバスを参

照しながらガイダンスが行われている中で，AL 型

授業の導入や各回の時間外学習の指示などについ

て事前確認の必要性が強まっていることなどが考

えられる。  

 

3 .  2 設問 2  

 設問 2（この授業について自主的かつ意欲をも

って学習に取組むことができましたか。）について

は①十分に，②ある程度「取組んだ」への回答が

前期 93 .3%，後期 94 .0%と前年（Ｈ 30 年度  前期

92 .5%，後期 92 .6%）とすでに 90%を上回る値がさ

らに向上するなど安定を示しており，授業への取

組み姿勢は継続して前向きであるとみられる。  

 

3 .  3 設問 4， 5  

 この 2 つの設問については，各学科のディプロ

マポリシーに全学で共通している「修得する知識・

能力」（ A～ I）との関与度を各授業でシラバスに示

すこととしたため，学生がこれらの知識・能力に

ついてどのように感じたのかを測るためのもので

ある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設問 4（この授業で成長したいと考えていた「力」

は何ですか。）で成長期待を，設問 5（この授業を

通じて実際に伸ばすことができたと実感している

「力」は何ですか。）で成長実感を測ることとして

いる。  

 

  

【図  2 授業への取組み姿勢】  

（上段： R1 前期  下段： R1 後期）  

【表  3 修得する能力・知識（ A～ I）】  

Ｎｏ 選択項⽬ 
Ａ 地球的観点から多⾯的に物事を考える能⼒とその素養 
Ｂ 技術が社会や⾃然に及ぼす影響や効果、及び社会に対して負っている責任に対する理解 
Ｃ 数学及び⾃然科学（⼈⽂社会科学）に関する知識とそれらを応⽤する能⼒ 
Ｄ 当該分野において必要とされる専⾨知識とそれらを応⽤する能⼒ 
Ｅ 種々の科学技術、情報及び知識を活⽤して社会の要求を解決するためのデザイン能⼒ 
Ｆ 論理的な記述⼒、⼝頭発表⼒、討議等のコミュニケーション能⼒ 
Ｇ ⾃主的、継続的に学習する能⼒ 
Ｈ 与えられた制約の中で計画的に仕事を進め、まとめる能⼒ 
Ｉ チームで仕事をするための能⼒ 
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 ここでは特に設問 5 の成長実感に焦点を当てて

分析を試みる。本学では文科省補助事業の採択を

得てアクティブ・ラーニング（ AL）の全学展開を

進展している。AL 実施の狙いは，授業やカリキュ

ラムを通じて学生が「知識の定着」と「能動的学

修態度（主体性）の涵養」を達成できることとし

ている。ここで問う「成長実感」については先の

狙いが達成されているかを測るものとしても重視

している。特に能動的学修態度（主体性）につい

ては，間接評価で測ることが妥当でもあり，アン

ケートの結果が成果可視化の指標にもなっている。 

 H27 年度以来，前・後期ともに回答数，回答率

が最も大きいものは D で，学生たちが各授業を通

じて専門知識や能力を実際に身につけたことと考

えていることが分かる，次いで大きいものが G で

あり，知識・技術の修得にあたって，自主的な学

びを実践していることが他方で分かる。  

 G の他にも， H27 年度と比較して大きく伸長し

ているのが， F， H， I である。これらはいわゆる

「汎用的能力」と言われるコミュニケーション力

や計画性，協働性に関係する能力である。H， I に

ついては，本学で示す「主体性」を構築する要素

であり，伸長については AL の成果と判断するこ

とがで きる 。一方 Ｆの 伸長に つい ては本 学 の AL

の代表的手法である「授業内での発表やプレゼン

テーション」によって修得されたものと考えられ

る。これら能力については取り組む姿勢を示すこ

とでの「主体性」のみならず，実施の結果として

の「知識の定着」にもたらす効用も大きく，2 つの

狙いいずれにも沿うものとなっている。  

 

3 .  4 設問 6  

 設問 6（この授業の内容は全体として意義ある

ものでしたか。）は平均評価ポイントとして 4 点満

点で集計している。  

 全 学 で の 平 均 評 価 ポ イ ン ト は 前 期 3 .37， 後 期

3 .36 であり，前年度（ H30 年度）と比較して前期

0 .02 ポイント，後期 0 .04 とともに上昇した。  

 学部別でみると，社会環境学部が前期，昨年度

と同ポイントであった以外は，全学部で前後期共

Ｈ27前期 Ｈ27後期 Ｈ28前期 Ｈ28後期 H29前期 Ｈ29後期 H30前期 H30後期 R1前期 前年同期差 R1後期 前年同期差

全学 3.28 3.28 3.28 3.28 3.33 3.29 3.35 3.32 3.37 0.02 3.36 0.04

⼯学部 3.25 3.23 3.24 3.25 3.31 3.28 3.34 3.33 3.35 0.01 3.35 0.02

情報⼯学部 3.26 3.26 3.26 3.25 3.30 3.24 3.36 3.3 3.37 0.01 3.35 0.05

社会環境学部 3.44 3.45 3.41 3.37 3.39 3.38 3.35 3.37 3.35 0 3.4 0.03

専⾨科⽬ 3.27 3.28 3.28 3.28 3.31 3.31 3.36 3.33 3.36 0 3.36 0.03

教養科⽬ 3.29 3.28 3.27 3.26 3.25 3.25 3.31 3.3 3.4 0.09 3.36 0.06

【表  5 学部・科目別授業の平均意義ポイント推移】  

【表  4 成長実感（ A～ I）の経年変化】  

（ H27 年度～ R1 年度  H25 を 100%として）  

H27前期 H28前期 H29前期 H30前期 H27後期 H28後期 H29後期 H30後期
回答⽐率 回答⽐率 回答⽐率 回答⽐率 回答⽐率 H27前期⽐ 回答⽐率 回答⽐率 回答⽐率 回答⽐率 回答⽐率 H27後期⽐

A 11.9% 12.5% 13.8% 13.6% 15.9% 133.4% 12.8% 12.7% 11.9% 12.3% 14.0% 109.5%
B 14.9% 16.1% 16.3% 16.2% 17.7% 119.0% 17.2% 16.8% 15.7% 16.8% 17.9% 104.3%
C 23.2% 23.9% 23.3% 25.2% 25.3% 108.9% 24.2% 24.2% 24.6% 24.1% 25.4% 105.0%
D 49.8% 49.8% 49.7% 49.9% 51.1% 102.6% 51.8% 52.7% 54.7% 54.6% 53.8% 103.7%
E 11.9% 11.4% 12.1% 12.2% 13.3% 111.8% 12.6% 11.7% 12.9% 12.1% 13.6% 107.7%
F 16.8% 17.7% 19.0% 18.8% 20.2% 120.5% 16.1% 15.8% 17.0% 18.5% 19.7% 122.1%
G 27.8% 29.0% 31.8% 31.4% 33.6% 120.9% 28.5% 29.6% 29.8% 29.8% 31.8% 111.5%
H 14.8% 14.7% 16.6% 17.5% 18.4% 123.9% 13.7% 13.8% 14.2% 15.3% 17.5% 127.9%
I 13.4% 12.6% 14.2% 15.6% 14.5% 108.5% 11.4% 12.1% 12.1% 15.0% 14.8% 129.7%

R1後期DP R1前期
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に前年度より上昇しており，学生の多くが授業に

意義を感じている。  

 

4 . 授業外学習時間について  

 本報告では，授業アンケートの回答項目から授

業外学習時間について，様々な観点から分析を試

み，現状と課題について考察を行うこととする。

前述した AL 全学展開の狙いとしている「能動的

学習態度の涵養」は授業外学習時間の伸長によっ

て示されるとしており，その伸長についても注視

を続けているものである。  

 

4 .  1 設問 3  

 設問 3（この授業における授業以外での学習時

間は， 1 週間当たり平均すると何時間でしたか）

上記した目標の達成度を図るために基本的な指標

となる。  

 これまで，授業外学習時間は着実に伸びていた

が，昨年度（ H30 年度）は後期で前年度と比較し

て 5 分減少するといった頭打ち感がみられた。そ

こで今期は AL 推進の司令塔でもある FD 推進機

構教育技術開発ワーキンググループ（以下 WG）

で様々な分析を行い，有用策を学部学科に提案す

る等伸長への積極的取組みを行った。また教養力

育成センターが実施科目での時間の短さを問題視

し，センター全体で改善へ注力を行った。それら

の結果としてアンケートからも全体的な伸長がみ

てとれた。  

 全学では 1 授業当たりの平均時間外学習時間が

本年度前期 64 分，後期 63 分と年間を通じて初め

て 60 分を上回った。  

 一方科目種別では専門科目，教養科目とも前年

度と比較して大きく伸びている。特に教養科目が

前期で 12 分，後期には 18 分と著しい伸びを示し

た。  

 学部別でみてもすべての学部で大きな伸長が確

認できる。特に工学部，情報工学部の両学部で前・

後期ともに 70 分を超える等している。  

 いずれの学部とも本年度後期実績を H27 年度と

比較するとそれぞれ 24 分， 25 分と大幅に伸びて

おり，AL 定着とあわせて授業外学習の重要性が認

識されたものと考えられる。  

 

  

【図  3 授業外の学習時間】  

（上段： R1 前期  下段： R1 後期）  
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 さらに専門科目での推移を学部別でみると H27

年度から概ね伸長基調であったものが，今年度か

らは停滞感がみられ，特に後期には 3 学部とも前

年度と比較して減少となっており，全体としての

授業外学習時間減少の大きな要因となっている。

特に社会環境学部では前・後期ともに減少に転じ

ており，さらなる原因究明が必要となる。  

 

4 .  2 授業外学習時間についてのまとめ  

 本年度，アンケートで把握した授業外学習時間

については，踊り場感のあった昨年度から大きく

伸長をみることができた。これについては AL の

司令塔でもあった WG が実施した数々の検証や，

それに基づく学部学科への要請を経て，時間の伸

長につながったものと考えられる。例えば授業外

学習時間が相対的に長いとの検証結果がみられた

「実験・実習科目」については，事前レポートや

事後のレポート作成等が一定時間の授業外学習時

間を必要とするとの考察から，一般の講義につい

ても指定した予習・復習を実施させることにより，

学習時間の増加が図れること等を伝え，実施を促

す取組みを行った。またシラバスに授業外学習時

間そのものより，具体的な予習・復習の内容につ

いて記載がなされていることが結果的に時間の伸

長につながること等が共有され，実行されている

ことも要因として考えられる。  

 一方，部門での積極的な取組みが奏功している

面もある。教養科目を統括する教養力育成センタ

ーでは，当年度部門方針として「授業外学習時間

の伸長」を明確に打ち出し，「ゼロなし」を具体的

な目標として，教員の意識づけを図ると共に有用

事例の共有等を行った。その結果が前述した大幅

な伸長につながっている。  

 他方，活用が定着しつつある学習ポートフォリ

オ FIT-AIM では，授業の振り返りを行いながら授

業外学習の実施時間や内容を記載させることを定

常とする教員も増加している。この取組みは繰り

返しにより，予習・復習と授業の理解との関係を，

学生に実感させることにもつながることになる。

これまではともすれば予習・復習を「強いる」こ

とで授業外学習時間の伸長を図ってきた面は否め

ない。アンケートの分析，検証ではこれまで学習

時間と AL との関連を測定する等してきたが，今

後は本来，学習時間を通じて可視化を企てていた

学生の「主体性」を他方で測定しながら，授業外

学習時間との関連を二義的に検証することも必要

と考えている。  

 

5 . 授業評価アンケートの課題と今後の展望  

 授業評価アンケートについては， Web 化後 7 年

（ 14 回実施）を経過しており，学部での授業改善

活動の指標として継続的に活用されるなど一定の

効果をもたらしている。  

 このアンケートについてはこれまでも学生の成

長度や「 AL 型授業の定着」を知る重要な取組みと

なってきた。昨年度からは「アセスメント・ポリ

シー」の試行的導入に伴い，授業レベルとカリキ

ュラム（プログラム）レベルでのアセスメントを

全学の学部・学科および教養力育成センターで実

施している。適切なアセスメントを行い，さらな

る改善につなげるためには，授業やカリキュラム

の実情を示す根拠資料（エビデンス）が必要とな

【表  6 学部・科目別授業外学習時間推移】  

                                                   （ 単 位  分 ） 〇学部・科⽬別授業外学習時間の推移（H27前期〜R1後期）
学部・科⽬別 （分） Ｈ27前期 Ｈ27後期 Ｈ28前期 Ｈ28後期 H29前期 Ｈ29後期 H30前期 H30後期 R１前期 R１後期
全学 42 45 50 56 53 56 54 51 64 63
⼯学部 42 53 51 62 56 64 63 64 75 77
情報⼯学部 45 45 49 60 54 58 60 55 75 70
社会環境学部 28 27 53 40 48 41 43 37 61 53

専⾨科⽬ 48 52 57 63 59 64 61 58 73 68
教養科⽬ 28 27 35 34 37 32 36 32 47 50
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る。そこでこの授業アンケートでの回答がその大

きな役割を果たすことになる。個々の授業につい

てはこれまでの活用を継続するとともに，特にカ

リキュラムとしての統一性やディプロマ・ポリシ

ーとの整合性等の評価・測定にも活用が期待され

る。クラス別の同一授業や連携性の高い授業につ

いての成長実感，意義さらに授業外学習時間等に

大きな差異があれば，合格率や成績分布等とも複

合しながら理由や原因を学科でのミーティングで

探求することでカリキュラム全体の充実や改善に

つなげることができるものと考える。とりわけコ

メントについては，近年は学生の授業への期待値

や参加意識の向上から，単なる批判や指摘にとど

まらない，根拠立てた評価や改善に向けた建設的

提案もみられるようになっている。  

 傍らではエビデンスとしての信頼度を保持する

ため，回答数（率）のアップ，しかも特定層から

だけでなく，全体からの幅広い回答を集めること

が求められてはいる。これらに対する取組みにと

どまらず，「授業のもう一方の構成者」としての意

義について学生の理解を深め，建設的な意見の表

明をさらに喚起できるような仕組みの構築を図り

たい。  

 他方アンケートの結果について，学生自身は回

答後あらためて振り返ることはこれまで想定して

いなかった。授業アンケートの目的は「学生自身

の成長確認」でもあり，そのことを振り返り，そ

の後の計画に結びつけることが本来求められる。

また科目個々での成長を把握するだけでなく，受

講科目全体を通じた学期中の成長を確認すること

は，本学で勧める「学生レベル」でのアセスメン

トを促すことになる。現状では対応したシステム

の構築が叶ってはいないが，学習ポートフォリオ

FIT-AIM での授業振り返りと連携させる等して学

生が，学びの現状をより明確に把握できる仕組み

が今後導入できればと考えている。  

 アンケート結果については，定常的な指標に基

づく分析では評価や課題抽出に限界もある。今回

も試みに授業外学習時間について別角度からの分

析を行なったが，今後は他のデータとも重ね合わ

せて，真の授業改善につながる現状把握や提案な

どにつなげることができればと考えている。IR の

重要性もさらに高まっている。「学生統合データベ

ース」も年々充実してきており，当該データベー

スと授業アンケート結果の統合的な分析により，

学生の成長につなげる提案をめざしたい。  
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平成 26 年度文部科学省大学教育再生加速プログラム（AP）（テーマⅠ：アクティブ・ラーニング）採択事業 

福岡工業大学 AL 型授業推進プログラム 令和元年度事業報告 
 

1 . 事業全体の概要  

1 .  1 AL 型授業推進プログラムの概要と目的  

 本事業の全体の目的は，本学の人材育成目標「自

律的に考え，行動し，様々な分野で創造性を発揮

できるような人材（実践型人材）」を達成するため，

学生の「知識の定着」と「能動的な学習態度の涵

養」の実現を図ることである。その方法として，

アクティブ・ラーニング（以下，AL）の導入，活

用が効果的であるとの知見はキャリア教育充実・

強化の活動等のいくつかの試みを通じて学内で共

有されてきたが，実践例，ノウハウの共有，効果

測定等については十分なものがなく，全学的，組

織的な展開には至っていなかった。この主要な原

因は，これまでの本学の教育改革では「実践型人

材」育成のための制度的枠組みの構築に努めなが

らも，教育現場での具体的，実際的な教授方法を

提示しきれていなかったことにある。  

 そこで，本事業では，教育改革のフレームに「教

授方法の質的転換」を加え，その具体的方策とし

て AL 型授業の全学的，組織的な展開を加速的に

進めていく。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 .  2 AL 型授業の定義  

 本事業における AL を「学生の知識定着及び能

動的な学修態度の涵養を目的として行われる，学

生の意見表明及び振り返りを基本的な要素とする

授業・学習形態。具体的には，グループ学習，グ

ループディスカッション，体験学習，課題解決学

習などを取り入れた授業」として定義し，このよ

うな授業を組織的，全学的に展開し，「実践型人材」

の育成を図っていく。  

 

1 .  3 進捗状況（第 3 フェーズ  評価・改善：平成

30～令和元年度）  

 本取組にあたって，全事業期間を 3 つのフェー

ズに整理し，平成 26～ 27 年度である第 1 フェー

ズでは物理的な条件整備を，第 2 フェーズ（平成

28～ 29 年度）では全学展開，そして第 3 フェーズ

（平成 30～令和元年度）では，それまでの取組を

もとに成果を点検・検証し，取組の改善につなげ

るとともに，事業期間終了後の取組継続に向けた

体制を整えた。  

 本年度の目的は，AL 型授業の全学展開の取組を

継続するとともに，本事業のこれまでの取組の成

果に関する評価を踏まえ，計画の改善と再整理を

行うことであり，具体的には，AL 型授業全学展開

のための各施策（ AL 実践研究会を通じた AL 授業

実践例の蓄積・課題抽出，AL 講演会・報告会実施，

CS の育成・活用とそのシステム化，授業アーカイ

ブ活用，ファカルティ・ディベロッパーの認定・

活用とシステム化）を継続して推進するとともに，

特に学生一人当たりの AL 科目に関する授業外学

修時間の実績値改善，学修成果指標の検討と学習

ポートフォリオの運用，人材育成目標の達成を点

検・評価する手法の開発等に重点を置いた取組を

行った。また，取組の評価・改善については，中

間評価および平成 30 年度・令和元年度フォローア

ップ報告書における指摘はもとより，それまでの

各調査・アンケート結果や評価委員会の指摘を踏

まえた検討を行った。  
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2 . 取組概要  

2 .  1 教職協働による AL 型授業推進体制の構築  

2 .  1 .  1 教職協働から教職「学」協働の実施体制

へ  

 平成 26 年 10 月， FD 推進機構のもとに教職協

働組織である教育技術開発 WG が設置され，以降，

AL 導入促進の主体として， FD 推進機構各部会か

ら報告される実施状況・成果の分析，学内講習会

開催，事例調査・視察の計画や振り返りを行い，

FD 推進機構運営委員会で報告を行うとともに，得

た知見を学内に水平展開することを目的に活動を

行った。しかしながら，AL 導入のさらなる進展の

ために，実際に授業を実施する教員間における授

業実践例ならびにその成果についての情報共有や，

授業実施上の課題に関する連絡協議の場が必要で

あるとの認識を持つに至り，平成 27 年 2 月，授業

実施者による「 AL 実践研究会」を，教育技術開発

WG 下に設置し，実践例の蓄積と課題の抽出を行

うこととした。また，平成 28 年度より，WG 構成

員の見直しを行い，各学部委員を各部会長（学部

長）に変更するとともに，授業実施代表者として

学部代表 4 名を加え，授業実施者と推進組織との

密なる連携を図るものとした。また，平成 29 年度

からは，教職「学」協働の実施体制への移行を目

指し，学生 FD スタッフの会議への参画を開始，

平成 30 年度は，学生 FD の活動報告として学生 FD

スタッフ 3 名が会議に参加（平成 30 年 10 月 30

日），独自に行ったアンケート結果から，本学学生

が自らの学習意欲を喚起する授業方法などの報告

があり，これについて，教職員と学生での意見交

換を行った。また本年度は，学生 FD スタッフ 2 名

が会議に参加（令和元年 10 月 29 日），学生が学び

たいと思う内容について学生目線で授業をデザイ

ンし，学生の能動的な学びの意欲に応えるととも

に，福工大の「学びのコミュニティ」の礎を築く

ことを目的に企画・運営した学生発案型授業「 Jo in  

→  connec t」（同 10 月 9 日）の実施報告を行い，

これについて，教職員と学生での意見交換を行っ

た。また，中間評価および平成 30 年度・令和元年

度フォローアップ報告書における指摘を踏まえ，

教育技術開発 WG の重点事項を定め，取組の方向

性を，実質化・可視化・点検評価の 3 つに整理し，

改善のサイクルを回しながら推進していく体制を

整えた。  

2 .  1 .  2 FDer（ファカルティ・ディベロッパーの

育成と認定  

 本事業では，AL 型授業に先駆的に取組む教員を

「ファカルティ・ディベロッパー（以下，FDer）」

と位置づけ，AL の全学展開をリードし，本学の教

授法の質的転換の実現の先導役となることを期待

役割として認定する取組を行っており，本年度は

工学部電子情報工学科に所属の教員 1 名を認定し

た。これで総員 7 名となり，さらに全学での AL 型

授業定着を深化させる体制が構築された。前年度

に見直した FDer の認定基準に沿った業務・役割

の一つとして決められた FDer ミーティングを初

めて実施（令和元年 8 月 7 日）， AL 型授業の現状

確認と今後の方策について提言を行った。また例

年通り学内での研修会には講師役を務めており，

本年度は新任教員 FD 研修（令和元年 9 月 17 日）

で前期 AL 実践の振り返りのファシリテーターを，

また FD Cafe（令和元年 9 月 13 日）では「自主性・

自己調整学習を促すフィードバック実践」をテー

マに「能動的学習態度の涵養」につながる学生の

自己調整学習促進方法を紹介する研修会の講師と

ファシリテーターを，それぞれ FDer が担当した。

ま た 本 年 度 活 動 の 幅 を 広 げ た 学 生 FD ス タ ッ フ

FIT- jo in へは定期的に FDer がアドバイスを送り，

学生の自主的活動を目的に適切なものに導くなど

教職学三位一体での授業改善を推進するなどし，

AL の全 学 展開の リー ド役か ら一 歩進ん だ全 学の

教育改革の担い手としての役割に変化している。

また，本年度より実施したり FDer ミーティング

では，本事業の現状と課題，授業外学修時間実績

値改善，主体性評価，今期の研修会のテーマ，今

後の AL 全学展開等についての意見交換を行った。

この中で，本学学生の現状を踏まえて授業手法の

改善にとどまらない「質保証」全般について議論
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を行う等，次年度以降補助期間終了後はさらに高

次元での活動が期待できる。また，貢献度評価に

ついては毎年作成している「業績評価加点項目表」

に評価項目として加えることを計画していたが，

全体的な見直しを図ることとなり，次年度への継

続案件となった。  

 

2 .  2 アセスメント・ポリシーの策定  

 これまでの取組の中で，本学では， 3 つのポリ

シーに基づく教学マネジメントの確立と AL の全

学展開による教育の質的転換の取組を推進してき

た。特にディプロマ・ポリシー（以下 DP）及びカ

リキュラム・ポリシー（以下 CP）については，体

系的で組織的な教育を実施するための目標や評価

（アセスメント）基準として機能すべく要請され

ていることから，本学でもその視点で見直しや確

認を行い，各学科のカリキュラム・ポリシーに「学

修成果の評価の在り方」について記載を加えるな

どの改訂を行った（平成 29 年 4 月実施）。しかし

ながら，本学がこれらのポリシーに基づいて，「質

保証」に向けた PDCA サイクルをより適切に機能

させるためには，個々の学生の学修成果や教育プ

ログラム全体の教育成果を可視化し，全学共通の

考え方や尺度によって評価し，その結果を改善に

つなげる必要がある。そこで，成績評価を含む個々

の学生の学修成果を測るものから教育プログラム

単位で DP の達成を測るものまでの全学共通の評

価の考え方を，本学のアセスメント・ポリシーと

して明確化し，さらなる教育の質向上に資するも

のとするため，全学的な検討を行い，平成 31 年 4

月に制定，公表，それに照らした評価を試行的に

実施することとなった。また，アセスメント・ポ

リシーとともに，「成績評価ガイドライン」を策定，

成績評価の基準を統一することで，評価の客観性

と適切性を担保し，教育の質保証を図ることとし

た。同ガイドラインには，DP を知識・能力・態度

といった性質ごとにカテゴリ化し，それぞれに対

応する達成目標を評価するための課題と評価の方

法を例示するとともに，特に本取組で育成しよう

とする「能動的学習態度（主体性）」をルーブリッ

クとして示し，評価の参照とした。これらの内容

は本事業での取組成果が活かされたものであり，

本学の人材育成目標の達成に向けて，本事業が寄

与する点であるといえる。  

 

2 .  3 AL 型授業実施のための教授・学習環境の整

備  

2 .  3 .  1 授業アーカイブシステムの活用状況  

 導入 5 年目を迎えた本年度は， 9 学科中 7 学科

の授業で用いられる等利用の定着がみられる。視

聴学 生 もの べ 12 ,789 名と な り学 習に お ける 円滑

な活用が確認できる。利用の教員には，反転学習

用にはパワーポイントなどの PC 画面をキャプチ

ャーした資料，振り返り用には板書の映像資料等

の利用例が多くあり，資料作成方法や動画時間に

創意工夫が見受けられる。経年での利用状況を確

認したところ，特に試験が近い期間に振り返り学

習と推測される視聴率が伸びる傾向にあること，

後期に比して前期の利用が多い傾向にあること，

振り返り学習に比して反転学習の利用平均視聴時

間が長い傾向にあることが確認される他，これは

反転学習の視聴時間の減少がみられたが，このこ

とはコンテンツが精査され凝縮されているのが背

景の一つと考えられる。このシステムについては

授業への利用の他，AL 実践研究会や FDCafé 等 AL

型授業推進のために開催された研修会，講演会に

ついても録画をアップしており，開催当日に参加

できなかった教員が視聴し，授業改善に活用して

いる。  
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2 .  4 AL 実践事例の調査研究と共有  

2 .  4 .  1 AL をテーマにした講演会・報告会の開催  

 本取組では，随時 AL をテーマとした講演会・

報告会を開催し，学内教職員を対象に AL に関す

る授業実践例ならびにその成果についての情報共

有や，授業実施上の課題に関する協議の場として

授業実施者による実践例の報告と課題の抽出を行

っている。本年度の実績は以下のとおりである。  

● AL 実践研究会  

 

 

 

● FD ca fé  

 

 

 

●新任教員 FD 研修会  

 

 

 

 

 AL 型授業の全学展開が定着するにつれて，研究

会，講演会の性格もそれに伴ったものになった。

従前は AL 型授業普及のために手法や授業デザイ

ン等を 学ぶ ものが 大半 であっ たが ，本年 度 は AL

の定着を前提に成果の可視化や教育の質保証を進

める内容が中心となっている。 FIT-AIM の活用事

例では記載内容や講義理解，取組姿勢についての

自己評価と成績の関連に着目しながら学生の主体

性把握につなげる取組みが報告され，成績評価で

課題となっている主体性評価の手法として有効と

の示唆があった。さらに FD Cafe では教育の質保

証をめざして導入された「アセスメント活動」を

促進する目的で開催されている。 2 つの研究会で

は「カリキュラムマネジメント」については個々

の授業にとどまらないカリキュラム全体の整合や

連動が重要であること，「自己調整学習」は適切な

学生レベルのアセスメント活動から生まれるもの

であり，振り返りを促すフィードバックが重要で

あることが示された。いずれも現在進めているア

セスメント活動の意義や重要性を教示したもので，

点検活動を実際に行う教員，サポートを行う職員

双方を支援し，取組みの加速化につながった。  

 

2 .  5 CS（クラス・サポーター）の育成とその活

動  

2 .  5 .  1 CS の雇用  

 本事業では，AL 導入科目についてクラス・サポ

ー タ ー （ 以 下 ， CS） と 称 す る 先 輩 学 生 を 雇 用 し，

AL 型授業の効率化を図っている。 CS には対象科

目の受講経験のある学生のうち優秀な者から，教

員を補助し，授業内外における少人数によるグル

ープ学習のファシリテートやピアラーニングを促

す知識・技能を一定程度有し，さらには ICT 機器

にも習熟した学生を育成，雇用するもので，対象

科目の受講学生はもちろん，CS 自身の学習深化に

も繋げることを目的としている。今年度において

も，雇用科目の定着が進み，継続的な実績の伸び

を示している。  

【 CS 雇用実績】  

 

 

 

 

 

 

 

 本年度の事後評価において，教員の「 CS 雇用報

告書」では，CS に期待する役割内容とそれに対す

る実際の貢献度を確認する設問について，CS を雇

用した 34 科目中 33 科目で「とても貢献している

／ある程度貢献している」と回答している他，そ

の理由として「経験を積んだ CS が授業の改善提

案を行うなど，教員のパートナーとして役割を果

たしていること」などが挙げられており，CS を定

常的に育て，運営していく仕組みの定着が進んで

いるといえる。同様に，CS 自身へのアンケートで

も CS として期待された役割が明確である（とて

開催日 テーマ 参加者

R1/2/25
「FIT-AIMの活用事例　～振り返りを用いた学生の主体性評価と講義改善～」
事例発表者： 電気工学科　北崎　訓　助教

教職員43名

R2/2/21
「アイスブレイキングとチームビルディング」
報告者： 社会環境学科　楢﨑兼司　教授

教職員21名

開催日 テーマ 参加者

R1/6/18
「自主性・自己調整学習を促すフィードバック実践」
講師：社会環境学科　土屋麻衣子　教授（R1～FDer)

教職員39名

R1/10/12
「チームで取り組むカリキュラムマネジメント」
講師：学びと成長しくみデザイン研究所　桑木康宏　氏

教職員23名

開催日 テーマ 参加者

R1/9/17

1. 今後の本学の教育についての意見交換
　 ファシリテーター：システムマネジメント学科  藤岡寛之  教授（H28～FDer)
2. 担当授業の運営に関するプレゼンテーション（授業内容、工夫点、注意点、課
題等）
　発表者：新任教員３名
3. 相互授業参観について

教職員8名
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も明確だった 51%・ある程度明確だった 38 .8%），

自身が貢献した（とても貢献した 16 .3%・ある程

度貢献した 73 .5%）と回答している割合が高く，

CS 活動を通して得た自身の学びについても，前期

89 .2%，後期 94 .0%の CS が，「とてもあった」，「あ

る程度あった」と回答する等，CS 自身の学習深化

や成長につながっていることが確認された。また

受講生の視点から CS 雇用の成果を示すものとし

て，全科目に実施している授業アンケートにおい

て科目の意義を問うた平均評価ポイント（ 4 .0 点満

点）を全科目と CS 雇用科目の平均値を比較した

ところ，CS 雇用科目のポイントが高くなっている

他，週 1 科目あたりの授業外学修時間の平均値（ 78

分）が全科目の平均値より 11 分ほど長いことにつ

いては，CS が授業のファシリテートやピアラーニ

ングの促進を行うことにより，受講生の学習に良

い影響を与えていることの証左であるといえる。

また，これまで育成してきた CS 学生についてそ

の活動が CS 自身の学習深化や成長に繋がってい

る こ と を 検 証 す る た め 実 施 し た 追 跡 調 査 （ 累 積

GPA・進学率・就職率）でもほとんどの指標で CS

学生の優位が明らかになっており，CS 経験学生の

学習深化と成長を確認することができた。  

【卒業者の累積 GPA・進学率・就職率】  

 

 

 

 

 

2 .  5 .  2 CS の事前研修プログラム  

 クラス・サポーター（ CS）の役割は，学内申し

合わせにより，「 AL 型授業の円滑な運営のために

グループ学習やピアラーニングのファシリテート

や助言， ICT 機器操作の補助および資料の整理な

どの業務補助を行う」と定義づけている。求めら

れる知識・スキル・態度としては「 AL への理解」・

「ファシリテーターとしての心構え」等であり，

合宿形式の事前研修でそれらの基礎を身に付けた

後，科目での活動で実践的に学んでいる。本年度

も令和 2 年度のクラス・サポーターの育成を図る

「 CS 合宿研修」が令和 2 年 3 月 12 日・ 13 日の両

日開催されることが決定されており（会場  本学，

宗像市グローバルアリーナ），事前に 33 名の参加

を受け付け開催準備を整えていたが，新型コロナ

ウイルス感染防止の指針に従いやむなく中止とし

た。なお，中止代替策としてはこれまで不参加者

用に作成していた動画教材を視聴させるとともに，

担当教員から別途資料を送り，閲読させる等令和

2 年度の授業に不都合がないように対応を図る。  

 また，昨年度より従来の前期開始時に行ってい

た合宿研修に加え，活動年度中の後期開始時に CS

が一堂に会して活動を振り返り，経験や考えを共

有する場としてレクチャー，グループディスカッ

ション，グループ発表を取り入れた研修会（会場  

本学）を実施している。  

●後期 CS 研修  

 

 

 

 令和元年度の後期 CS 研修では，昨年度の CS 合

宿を起点に CS 学生と担当教員（ FD 推進機構  特

任教員  宮本知加子先生）が共同で開発をした  

「 CS チェックリスト」が活用され，担当する AL

型授業をより良くするために CS 自身ができるこ

と，CS 自身の成長などについて振り返り，考えを

深める場とした。参加学生からは「 CS としての動

き方，働きかけ方を改善することができた。」「周

りの CS の話を聞いて，もっとレベルアップした

いと思えた。」「前期の振り返りを周りと共有する

ことによって，多くの人からアドバイスをもらえ

た。」「前期活動を踏まえて CS チェックリストで

振り返りができたので，後期で何をすべきかが見

えた。」などの声が挙がっている。  

2 .  5 .  3 学生による授業改善活動（学生 FD スタ

ッフ）  

 本取組では，CS の活動の活発化によって形成さ

れてきた CS コミュニティを活用し，学生が授業

を構成する一方の当事者として授業改善に参画す

⽇程 参加者数 ⽬   的

R1/10/2 29名
①CSとしての役割を再確認し、今後の活動に活かすためのヒントを得る。
②CS活動を通した⾃らの学びを振り返り、⾃⼰の成⻑を確認する機会とする。
③CS経験者とCS初参加の学⽣の交流により、経験・知恵を共有しあう。
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るシステムを構築する取組を行ってきた。活動の

端緒として，平成 27 年度から CS 合宿の運営への

参画をはじめ，平成 28 年 10 月には学内で公募を

行い，「学生 FD スタッフ」として発足し，活動を

開始した。 4 年目となる本年度は 4 年生から 1 年

生に至るメンバー 11 名が精力的に活動を行った。

令和元年 5 月 27 日に開催されたキックオフミー

ティングでは，AL 型授業の司令塔である教育技術

開発 WG のメンバーをはじめ 11 名の教職員に対

して本年度の計画を説明，承認を得るとともに活

動推進に向けたアドバイスを受けた。その後の実

際の活動では，年 1 回の発行で今年が 3 回目とな

った広報誌「 Future  Des ign」（令和元年度 3 月 10

日発行）作成に向けて 4 名の教員に授業改善に関

するインタビューと授業参観を行い，学生への思

いを伝えた他，学生アンケート（令和元年 11 月 8

日， 22 日）を行い， 235 件の回答を得て授業の満

足度や大学生活での不満などについて集計や分析

を行った。  

【活動実績】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動として特筆されるのが「学生発案

型授業  Jo in  →  connec t」の開催である（令和元

年 10 月 9 日）。授業改善に向けた一つの考え方と

して学生が学びたいと思う内容を学生目線でデザ

インし，講師選定（地元地銀人材開発センター長

に依頼）を含めて自ら授業企画を実施した。授業

の形態をグループワークを主とした AL 型で行い，

構成も講義からグループワーク，プレゼンテーシ

ョンとして進行させる等スタッフが学びを深める

ために望ましいとした形で企画，運営を行った。

さらに授業の内容についても「楽しい学び」とテ

ーマを定め，講義内容を通じて「多様なものに興

味を持ち，自発的・主体的に学ぶ」という姿勢や

態度が授業に臨むにあたって必要であることを学

生にも示すものとした。この取組からスタッフは

授業を企画するプロセスを通じ，企画立案，問題

発見・解決力を強めるとともに，FIT- jo in としての

活動が学生にとって多くの意義があるとの認識を

高めることとなり，本学の「学びのコミュニティ」

の礎を築く取組となった。本年度の締めくくりに

行われた FD 教職学ミーティング（令和 2 年 2 月

26 日）では実施事業の多さや豊富さ，活動を通じ

たメンバーの成長が評価されており，さらに今後

はスタッフと教育技術開発ワーキンググループメ

ンバーの教職員との会議を定期的に開催すること

となっており，AL 型授業の改善および学生の主体

的学びの発展につながることが期待される。  

 

2 .  6 学習ポートフォリオの開発と導入，活用  

2 .  6 .  1 学習ポートフォリオの開発と導入  

 AL による学習効果を高めていくためには，学生

の「やる気・動機づけ」が重要な要素となる。そ

れらを継続的に保持，向上させていくためには，

目標を設定し，その達成のため自らをモニタリン

グ（メタ認知）しながら調整をしていくという能

動的なプロセス（自己調整学習）へと学生が進む

よう支援する必要がある。以前本学では，キャリ

ア活動の記録に主眼を置いた「キャリア・ポート

フォリオ」を運用してきたが，本事業の取組とし

て，これをより汎用的なシステムヘと改善し，学

習ポートフォリオとして開発，授業改善や自己調

整学習を支援できる形成的アセスメントツールと

して活用していくこととした。名称は，「主体的学

びのための双方向学修支援システム［略称］：FIT-

AIM（フィットエイム）＝ FIT-Act ive ,  In te rac t ive ,  

Managing  sys tem」とし，平成 30 年度 4 月から運

用を開始した。  

  

時期 内     容

H31/ １⽉〜４⽉ 新⼊⽣オリエンテーションの企画運営

R1/ 5/27
キックオフミーティング
2019年度活動計画について教職学で⽬的の確認、共有

R1/ 8⽉〜10⽉ 教員インタビュー・授業参観実施

R1/ 10/9

学⽣発案型授業「Join→connect」開催
学⽣が学⽣⽬線で授業をデザインし、学⽣の能動的な学びの意欲に応えるとともに、学⽣が⾃ら授業を企
画し形にしていくプロセスを通じ、企画⽴案、問題発⾒・解決などの経験をもとに、福⼯⼤の「学びのコ
ミュニティ」の礎を築くことを⽬的とした取組

R1/ 10/28
「FIT-AIM利⽤状況ヒアリング」実施
学⽣スタッフと職員による「FIT-AIMの授業の振り返り」機能に対する意⾒交換会

R1/ 11⽉
「学⽣による授業や⼤学⽣活での不満や改善点調査」実施
⼀般学⽣に授業の満⾜度や⽣活⾯での不安／不満についてアンケートを実施（回答者︓235名）

R1/12⽉
広報誌「Future Design 学⽣とともに、先⽣とともに創る」Vol3発⾏学⽣ FD の活動や教員インタビュー
の内容を紹介

R2.2.5
「FIT学⽣団体サミット」開催
学内で学⽣が⾃ら運営する団体に属している学⽣がお互いの活動を共有、理解し、学内における課題や解
決策を学⽣同⼠で話し合うイベント

R2.2.25
教育技術開発WG との合同ミーティング開催
活動報告および意⾒交換
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2 .  6 .  2 学習ポートフォリオの活用状況  

 主な機能として，半期の振り返りと目標設定，

授業の振り返り，ルーブリックによる主体性評価

（「講義理解」・「取組姿勢」）を備えている。授業

の振り返りにおける本年度における利用授業数は，

前期 419 授業（ 188 科目），後期 274 授業（ 149 科

目）となっており，全授業科目（ 706 科目）の約半

数で活用されている状況である。活用例は様々だ

が，授業での毎回の振り返りや，それをもとにし

た宿題（課題）の提出・返却，講義理解度や取組

姿勢の確認および成績評価への活用，講義中間期

におけるアンケートとしての活用などが行われて

いる。 また 学生の 入力 件数は 入力 件数 が 100 ,879

件で 前 年度 の 54 ,420 件の ほ ぼ倍 の利 用 状況 で推

移している。学年別の入力率でも１年生が 90%（前

期 94 .2%，後期 90 .8%），2 年生で 50%（前期 59 .8%，

後期 52 .0%）を超えるまでになっている。  

【 FIT-AIM の「授業の振り返り」入力状況】  

 

 

 

 

 

 授業での利用では毎回の授業の「振り返り」が

主となっている。「学んだこと」「疑問に思ったこ

と」「できるようになったこと」等について記載を

指示し，記載内容の分量・具体性を点検し，成績

評価につなげている活用例や，クラスの理解確認

のため，「疑問に思ったこと」を次回講義で記載内

容を伝え，解説を行っている活用例などがある。

FIT-AIM 利用教員の意見としては「科目の性質に

よるが，毎回授業の振り返りを記載することで理

解すべき重要な点が整理される。」「講義理解度が

毎回グラフでチェックできるのは良い。教員の実

感とも合っている。」「学生の授業の振り返りを理

解度の確認に活用でき，授業中に他学生にも共有

することにより見えない疑問点の理解促進に繋が

っている。」等が挙がっており，授業改善や学生の

自己調整学習を支援するツールとして，それぞれ

の授業形態に合わせた活用が確認されている。  

2 .  6 .  3 学生の自己調整学習支援  

 本学が目指す「実践型人材」の基盤となる学生

の自己調整学習を進めるため， FIT-AIM の利用方

法について 1 年生に対して入学時のオリエンテー

ションで説明を行うとともに，個別の授業を超え

た利用として卒業時目標や前期目標等の入力を行

った。さらに本年度は 10 月に FIT-AIM への入力

を前提として 1 年生全員を対象としたフィードバ

ック（グ ル ー プ）面 談 を実 施， 1 ,049 名（参 加率

97 .7%）が参加し，前期振り返りと後期目標の発表

を行った。  

 FIT-AIM の入力では「次期の目標」919 件（入力

率 87 .9%），「授業の振り返り」入カコメント 591 件

（同 57 .6%），「主体性の自己評価（ルーブリック）」

824 件（同 78 .9%）であった。特に「主体性の自己

評価」については本事業の成果目標である「能動

的学習態度の涵養」を測るものであり，学生は自

己評価を通じてその重要性と現状を認識すること

ができ，課題としている自己調整学習促進につな

げることができた。  

 アセスメント・ポリシーとの関連では，学生レ

ベルの評価として FIT-AIM を活用して，学生自ら

が学習状況を振り返り，学修成果を評価・改善す

ることを規定しており，その成果可視化のツール

として FIT-AIM 上に示したディプロマ・ポリシー

の達成度のレーダチャートや主体性ルーブリック

を用いて学生が半期ごとに達成度をチェックする

取組を進めた。 1 年生についてはそれらを活用し

た前期の振り返りを実践させるとともに後期の目

標設定や計画作成にもつなげた。  

 

2 .  7 学習成果指標の策定  

2 .  7 .  1 主体性のルーブリック  

 「能動的な学習態度（主体性）」の評価指標とし

て「自主的な課題への取組」「自律的学習の習慣化」

「協働課題への取組」の 3 つの評価項目に分けて

前年度作成した「主体性ルーブリック」を，大学

ディプロマ・ポリシーの要素にある G「自主的，
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継続的に学習する能力」，H「与えられた制約の中

で計画的に仕事を進め，まとめる能力」， I「チー

ムで仕事をするための能力」について成績評価を

行うための手法として，改定した「成績評価ガイ

ドライン」では評価の参照基準とした。本年度は

シラバス上，主体性を評価するとした授業が全授

業（ 796）中，G 項目で 639 授業，H 項目で 309 授

業，I 項目で 279 授業，そのうち「授業態度」を評

価対象とするものが 374 授業あった。これら授業

のシラバスにある成績評価の留意点には「授業態

度は，中間発表時の質疑応答への参加状況，ルー

ブリックの評価，協力課題への貢献度によって評

価します」や「主体的な取り組みは，授業中に行

う小テストと授業内の学習活動を基にルーブリッ

クで評価する」等の記載がみられ，主体性ルーブ

リックを評価に使用したものと考えられる。教育

技術開発 WG では主体性ルーブリックでの学生自

己評価の成績評価への利用を検討するため，メン

バー教員 9 名が担当授業でのべ 1 ,035 名の学生に

前期授業終了時点で主体性ルーブリックを記載さ

せ，達成目標との整合度やレベルの分布等を調査

分析し，その後の活用方法について検討を行った。

この分析の結果「シラバスに達成目標と示された

項目が全般に評価が高い」や「授業アンケートで

身についた力とされた項目と連動している」等適

合性があることも示されている。一方でディプロ

マ・ポリシー G， H， I 項目で求められる主体性は

個々の授業だけでなく，カリキュラム全体として

或いは正課外活動とあわせて涵養されるものであ

るとの意見もある。そのため個別の授業で成績評

価に用いるルーブリックについてはそのまま利用

するだけでなく，授業の特性や対象学年によって

観点やレベルを絞ってカスタマイズすることもあ

わせて検討を進めていく。また学生が主体性ルー

ブリックを用いて学期中の振り返りを自己評価で

行うことと同様に，学期や学年毎，卒業時点でル

ーブリック評価に基づいたフィードバックを行い，

カリキュラム全体を通じてのディプロマポリシー

の G， H， I 項目の伸長を図ることも検討したい。 

2 .  7 .  2 授業外学修時間  

 授業外学修時間については，学生の主体性の涵

養を示すものになっている。事業 終年度となる

令和元年度には，AL 型授業での一人当たりの週平

均学修時間 20 時間を目標にしていた。平成 26 年

の事業開始以降，ほぼ毎年伸長は示しているもの

前年度実績で 6 .1 時間と大きく乖離しており，本

年度，教育技術 WG では も大きな課題と認識，

各種の取組みを進めた。その中で「成績評価のガ

イドライン」の策定に伴って改定されたシラバス

にある授業計画に，具体的な学修内容を記載する

よう教員に周知徹底を行い，また科目全体として

学修時間が短い教養力育成科目（前年度実績 34 分）

については担当の教養力育成センターの教員団が

年間の重点項目に授業外学修時間の伸長を掲げ，

具体的な取組みを行った他，調査手段である学生

授業アンケートについて周知や測定の改善を行う

など全学への働きかけを行った。様々な取組の結

果，今年度 AL 型授業の週あたり学修時間は 7 .2 時

間となり，前年度の 118 .0%増となった。事業 終

目標の 20 時間には届かなかったものの，事業開始

当初（平成 27 年度）の 2 .7 時間からは 260%増に

なっており，この間の AL 型授業の全学展開が奏

功したものと考えられる。また学生の実施学修時

間をみると週あたり 1 授業について 2 時間以上行

っている学生が前期で 15 .7%（昨年度 11 .8%），後

期で 15 .5%（同 10 .9%）と増加する一方，0 分とし

た学生が前期 8 .1%（同 11 .9%），後期 8 .6%（同 12 .1%）

と大きく減少する等全体的に主体的な学びが進ん

でいることが確認できる。  

 こうした授業外学修時間の伸長は，すべての学

科，また専門科目，教養力育成科目問わず，全体

で確認されており，全学挙げた取組の結果と判断

される。  

 

3 . 取組の成果  

3 .  1 事業目標に対する達成度  

 本事業における必須指標および事業目標に関す

る達成度は以下のとおりである。  
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【テーマにおける必須指標】  

 

 

 

 

 

 

【事業目標】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 定量的な数値目標の達成状況は，テーマにおけ

る必須指標に関しては，項番 1 から 5 までの目標

値を達成した。特に，本事業で目標としてきた項

番 1・ 3・ 5 の 3 つの 80%が直近 3 年間続けて達成

できたことは，事業が全学で定着していることの

証左といえる。この中でも，項目 1 のここ 3 年来

の延びと安定は特筆すべきものである。この背景

としては，AL 導入科目の割合を明らかにするため

に実施している教員アンケートの回答率が 9 割を

超えたことが大きい（令和元年度 92 .0%，平成 30

年度 90 .1%，平成 29 年度 91 .8%）。回答率が向上

したということは，AL 展開の必要性について多く

の教員が理解を深めるとともに，これまで未回答

や未実施であった教員が，これまで実施した種々

の施策を通じて，本学における AL の定義や手法

を共有した結果，AL 実施と回答するよう変化した

ものであり，全学展開の具体的進展を実質的に示

している。  

 本学任意の項目については，設定した大多数の

指標について，目標値を達成もしくは上回る状況

で推移している。その中で，令和元年度の主な取

組として，FDer の業務・役割の見直しに伴う活動

の活性化，新たに策定した CS 育成プログラムの

実施，卒業生調査の実施など，これまでの課題へ

の対応を強めるとともに，成果を確認しながら，

改善点を見出していくという点検・評価のサイク

ルを回す道筋をつけた。  

 

3 .  2 AL の進展に伴う成果の測定項目  

 本取組では，AL の進展に伴う成果の測定項目を，

学生の「知識の定着」と「能動的な学習態度の涵

養」のそれぞれについて設定し，その測定データ

によるエビデンスを踏まえて取組の改善を行って

いる。  

【成果の測定項目】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 「知識の定着」の程度を示すものでは，学業成

績（ GPA 第 3 四分位値）を追跡して確認したとこ

ろ，全学平均で毎年度上昇，学業成績の底上げに

一定の成果が見られている。「能動的な学習態度の

涵養」を示すものは，授業外学修時間の伸び，授

業アーカイブシステム利用授業数と視聴時間の伸

びなどにより成果が確認される他，卒業生アンケ

ートでは就職活動への満足度の上昇が確認されて

おり，さらに同調査では学生生活を通じて も積

極的に取り組んだことに正課（授業，卒研・ゼミ）

を挙げる比率が上昇し，正課に も積極的に取り

組んだ学生ほど自ら準備活動を行い，就職先企業

が目標に適ったものである傾向が認められ，AL の
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成果といえる結果が出ている。  

 

3 .  3 点検・成果公表  

3 .  3 .  1 IR コンソーシアム在学生調査  

 学習成果の測定を目的とした学生調査について

は，平成 30 年度から「大学 IR コンソーシアム」

に加盟し，教学 IR データを全国共通の調査票で収

集・分析することにより，学生調査項目の共有，

調査結果の相互比較に加え，認証評価や格付け評

価等の内部質保証のエビデンスとして活用するこ

ととしている。平成 29 年度の試行を経て平成 30

年 10 月に初の本調査を実施した。その結果による

と本学は１年生が他の調査参加の工学系大学（総

合大学の工学系学部を含む）の 1 年生と比較して，

高校時代に特に主体的に授業に臨んでいた訳では

ないのにかかわらず，大学入学後は自分の考えや

研究を発表したり，学生同士の議論に多く参加し

たとの回答を行っている。また「増えた知識，能

力」として「他者協働」や「コミュニケーション

能力」，「人間関係構築」といった協働性，「プレゼ

ンテーション能力」「文章表現」など表現力に関す

る項目について他の工学系大学と比較して大きく

増えたと回答しており，本学入学後の AL の成果

と考えられる。  

 在学時の変化については，令和元年度実施した

2 回目の調査で対象となった 3 年生が平成 29 年度

の試行実施時の 1 年生であることから，両者を比

較してみることができる。 2 つの調査双方に回答

の学生（ 231 名）の回答を比較すると授業の形態

として学生同士の議論の機会は 3 年生では大きく

減少したものの，自分の考えや研究を発表するこ

とや授業の進め方に学生の意見が取り入れられる

ことが増加したことが分かる。また「身に着けた

力」としては 3 年生では全体的に伸びがみられる

中，とりわけ「プレゼンテーション能力」が大き

く伸びた他，「リーダーシップ」「文章表現」など

表現力も伸びを示している。また「分析力や問題

解決能力」「数理的能力」など思考力や判断力も大

きく伸長している。これらのことは学年進行に伴

った AL 型授業の変化に連れて，学生の取組みが

協働的なものからより個別的で主体的なものに変

容していることを示しており，本学で展開される

AL 型授 業 が形態 や対 象学年 によ って多 様な 方法

で実施されることにより，必要とされる様々な能

力の習得につながっているとみることができる。  

3 .  3 .  2 IR コンソーシアム卒業生調査  

 事 業 の 点 検 ·評 価 を 目 的 と し た 卒 業 生 に 対 す る

調査を実施した。これは全学の教育が実践型人材

育成に寄与しているかを点検・評価にあたっては

特に AL での学びとキャリアとの接続を能動的な

学習態度の継続という視点で検証を行うためであ

る。調査は卒業生に対してアンケート調査と入社

企業への聞き取り調査により実施した。  

●卒業生に対するアンケート調査  

＊調査対象：①平成 30 年度卒（学部卒 1 年目，本

事業開始後に入学した卒業生），②平成 25 年度

卒（学部卒 5 年後，比較対照群（キャリア教育

未実施の学年））  

＊実施時期：平成 30 年 12 月～平成 31 年 2 月  

＊設問項目：大学 IR コンソーシアム卒業生調査

（試行）を基本とし，本学独自の設問を追加  

＊実施方法：Web アンケート（ QR コードを付した

調査依頼票郵送）  

 本事業開始後に入学した平成 30 年度卒業生と

それ以前の平成 25 年度卒業生に，大学生活におけ

る AL 型授業への参加度を尋ねたところ，平成 30

年度卒業生の参加度が大きく上回っており，本事

業における AL 型授業の展開を裏付ける結果とな

った。また，それぞれの卒業生に「コミュニケー

ション能力」「人間関係構築」や「プレゼン能力」

等，社会で求められる能力を尋ねたところ「強く

求められている」「求められている」とした項目や

割合がほぼ同様であったのに対し，それらほとん

どの能力で在学中「身についた」「やや身についた」

と回答した比率が平成 30 年度卒業生の方が平成

25 年度卒業生を上回っている。特に「人間関係構

築」や「コミュニケーション能力」や「プレゼン

能力」，「分析力や課題解決能力」などで差異が大
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きいこ とが 明らか にな った。 さら にそれ ら を AL

型授業参加度との関係で見ると，AL 型授業に「よ

く参加した」「まあまあ参加した」と回答している

学生ほど，社会で求められている能力が「身につ

いた」と回答していることも分かった。これら調

査結果 から ， AL 型 授 業への 参加 拡大が 全体 的に

「社会で求められる能力」の涵養にもつながって

いる証左でもあり，本事業の成果が確認できるも

のであるといえる。  

●入社企業への聞き取り調査  

＊調査対象：平成 29・ 30 年度卒業生就職先 6 社  

＊実施時期：令和元年 2 月  

＊設問項目：卒業生アンケート調査で「社会で求

められる能力」として回答率が高い項目  

＊実施方法：訪問ヒアリング（ 6～ 7 問，約 30 分）  

 企業担当者からヒアリングでも近年の受け入れ

卒業生について卒業生アンケートの回答と同様の

評価を得ることができた。在学中に身に着いた能

力としている「コミュニケーション能力」や「分

析力や課題解決力」については企業を問わず発揮

されており，企業側の好評価につながっている。

「リーダーシップの能力」や「プレゼンテーショ

ン能力」については卒業生アンケートの回答同様，

企業でも課題と認識されているが，知識や経験に

よって発揮されるものとして今後期待されている

など，全体的には満足度は高いと判断している。  

 

3 .  4 今後の課題  

 これまで 6 年間の取組みにより， AL 型授業は

本学教育の根幹を支えるものになっている。補助

期間終了後も全学的な実施体制は堅持し，さらな

る 充 実 を 目 指 す こ と と し て い る 。 す で に 全 学 で

80%を超える授業が AL で実施されており，量的

には現状を維持することを目標とする。一方で重

要なのがこの事業による成果の可視化をもう一段

進展させていくことである。  

 本学では AL の全学展開を契機に学習成果全体

の可視化にも関心を深め，令和元年度には新たな

「成績評価のガイドライン」を作成し，成績評価

の適正化・平準化に向けた取組みを深化させてい

る。当該事業の目的である「知識の定着」と「能

動的な学習態度の涵養」が実現されているかにつ

いても達成目標と測定方法の対応を明確にするこ

とで可視化を進めている。すでに全学で授業の多

くが AL 型で実施されている中では特に「能動的

な学習態度」いわゆる「主体性」の涵養が図られ

ているかについて適切に測定することが求められ

ている。これについては「主体性のルーブリック」

などのツールが用意されているものの，個別の授

業での評価については現状では不明瞭さを残して

いる。全学での AL 型授業の展開が学生の主体性

涵養に効果をもたらしているとの前提のもと，今

後は個別の授業からだけではなく，カリキュラム

全体或いは正課外活動を含めて総合的に測定・評

価することも検討していく必要がある。  

 さらには令和元年度からは策定・導入を行った

「アセスメント・ポリシー」に沿った点検・評価

活動も開始している。この活動は「教学マネジメ

ント」の主要な取組みであり，質保証を確立する

ためのものである。この取組みによって学部・学

科や授業レベルでの改善が進むことが主眼ではあ

るが，もとより本学ではすでに主な教授方法とな

った AL 型授業が授業やカリキュラムの目的に沿

って適切，有機的に実施，展開されているかもあ

わせて点検することが求められる。  

 AL 型授業の全学展開，そこを起点とした成果の

可視化，そして授業やカリキュラムのアセスメン

ト活動は，究極的には学生の主体性の育成と自律

的学習の習慣化を実現するために行われるもので

ある。そのために本学では「学生レベルのアセス

メント」にも力を入れ，学習ポートフォリオ「 FIT-

AIM」の導入や「主体性のルーブリック」の開発を

通じて，学生の「自己調整学習」を促している。

「実践型人材」の基盤に「自己調整学習」がある

との全学認識を強め，それに向けて様々な取組み

のベクトルを合わせていくことがさらに求められ

ている。  
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フレッシュマンスクール 2019 年度自己点検・評価報告書 
 

太 神   諭（フレッシュマンスクール数学担当） 

頼 富 雅 博（フレッシュマンスクール国語担当） 
 

1 . はじめに  

 フレッシュマンスクールは， 1 年次生のうち特

に「基礎学力・コミュニケーション能力に問題を

抱える学生」を対象にした学習支援組織である。  

 その目的は「大学で勉強するために必要な力」，

特 に 中 教 審 が 示 す 種 々 の 答 申 に 掲 げ ら れ て い る

「コミュニケーション・スキル」や「数量的スキ

ル」を涵養するとともに，自律学習の習慣を身に

つけさせることにある。加えて，大学生活への不

適応や学習意欲低下による留年・退学等の防止の

一役を担う存在でありたいと考えている。この目

的のもと，フレッシュマンスクールでは学習プロ

グラムとして数学ベーシック，レポーティング・

スキルの 2 講座を開講している。  

 今回の自己点検・評価では，本年度の取組，フ

レッシュマンスクールの対象者（以下，スクール

生）の決定，学習の進捗状況，学生の出席状況な

どを点検し，フレッシュマンスクールの有効性を

再確認する。  

 

2 . カリキュラムの構成  

 カリキュラムの構成は， 1 週間を単位として，

各学科の時間割の空き時間に応じて受講クラスを

設定する。なお，学習内容の理解が十分でない学

生には他の曜日の講義を再度受講するよう促すほ

か，個別指導の時間に指導を行う。前期 13 回（週

1 回数学ベーシック： 90 分，レポーティング・ス

キル： 50 分），後期 13 回の授業を実施し，夏季休

業期間中には SPI 対策の内容で夏季講座を行う。  

 数学ベーシックでは，各学科での専門科目を学

習していくうえで必要となる「数量的スキル」を

養うことを目的として，カリキュラムの構成を行

った。なお，中学校から高等学校で学習する「数

と式」，「関数」，「図形と計量」，「資料の活用」の

4 分野の中から，「関数」の内容を中心に構成した。

前期では，基本的な関数の取り扱いとして，「一次

関数」と「二次関数」の確認を行い，「三角比」を

発展させた「三角関数」を学習することとした。

後期では，「指数関数」，「対数関数」など各種の関

数と，それらを用いた「微分・積分」のほか，「ベ

クトル」や「複素数」，「数列」，「場合の数と確率」

の学習をすることとした。また，課題や各回のミ

ニテストなどを用いて，「関数」以外の分野の学習

を行うこととした。  

 レポーティング・スキルでは，学科でのレポー

ト課題および就職試験で基礎となる「書く力」を

養うことを目的としカリキュラムの構成を行った。

また，新聞記事を通しての時事学習や就職活動の

際に受ける SPI なども授業内容に取り入れること

で，学生の意欲喚起に結び付けた。昨年に続き，

年間を通して新聞記事を用いた学習を実施した。

1 つの記事に対して「記事を読み，指定の文字数

に要約する授業」，「記事内容を踏まえて自分の意

見をまとめる授業」を行った。取り上げた新聞記

事の内容としては，『ラグビー W 杯』『いじめ認定』

などその時に話題になっているもの，また『就活

のリアル』など就職活動に関する記事など，新聞

社が偏らないよう配慮しつつ幅広く選定した。ま

た，文章作成には欠かせない語彙力の育成のため

に，前期は高校での学習内容の復習，後期は SPI

の言語分野を用いて，継続的に小テストやまとめ

テストを行った。  

 

3 . 開講するプログラムとその対象者の決定  

 (1 ) 数学ベーシック  

 数学ベーシックの対象者は，工学部・情報工学
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部の新入学生に実施した基礎学力テスト【数学】

の結果をもとに候補者を決定する。表 1 に示すそ

の結果から，数学 I・A までの範囲の配点 70 点中，

得点が 35 点以下の学生（試験は 100 点満点，留学

生を除く）をフレッシュマンスクールにて候補者

として選定する。これをもとに工学部・情報工学

部の各学科が検討したうえでスクール生が決定す

る。また， 4 月中旬から下旬にかけて実施したス

クール生対象面談の結果も考慮する。加えて，自

ら集合学習の受講を希望してきた学生についても，

クラス定員に支障がなければ学科との協議のうえ

でスクール生として登録する。  

 なお，候補者を選定するために利用する基礎学

力テスト【数学】においては，今年度も昨年度と

土曜に数学 I I・ B の範囲までを範囲とした記述式

の試験を用いた。  

 

 (2 ) レポーティング・スキル  

 レポーティング・スキルの対象者は，表 2 に示

す社会環境学部の新入生を対象とした基礎学力テ

スト【日本語】の結果において，スコアが 480 以

下の学生（ 800 点満点，留学生は除く）を対象とし

選定する。その他，社会環境学部だけでなく，工

学部と情報工学部の学生から希望者を募り，スク

ール生として決定する。また，社会環境学部の学

生を対象にし，基礎学力テストとあわせて，文章

力テストも実施したため，その結果も参考として

報告を行った。文章力テストでは，学生に 200～

300 字程度の文章を書かせ，その文章の評価を行

った。評価方法は，文章作成に関わる基礎的な項

目を設定し，その項目の達成数に応じて A～ C の

3 段階で評価するものとした。評価が C の学生に

関しては文章力に関わる指導の際に特に留意すべ

き学生となる。これをもとに社会環境学部が検討

したうえでスクール生が決定する。また， 4 月中

旬から下旬にかけて実施したスクール生対象面談

の結果も考慮，加えて自ら集合学習の受講を希望

してきた学生についても，クラス定員に支障がな

ければ学科との協議のうえでスクール生として登

表  1  入試種別による基礎学力テスト【数学】の

得点分布（単位：人）  

入 試 種 別  

専  
願  
制  
・  
S  
S  

公

募

制 

一

般 

留

学

生 

合

計 

基

礎

学

力

テ

ス

ト 

得

点

分

布 

8 1 ~ 1 0 0  4 3  3 7  2 9 9  0  3 7 9  

6 1 ~  8 0  1 0 4  7 8  1 3 2  1  3 1 5  

4 1 ~  6 0  8 6  1 6  9  0  111  

2 1 ~  4 0  3 4  4  1  2  4 1  

 0 ~  2 0  2  0  0  0  2  

未 受 験  0  0  0  0  0  

合 計  2 6 9  1 3 5  4 4 1  3  8 4 8  

ス ク ー ル  
候 補 者  

4 8  4  2  0  5 4  

 

表  2  入試種別による基礎学力テスト【日本語】

の レ ベ ル 分 布 と 文 章 力 テ ス ト の 評 価 分 布

（単位：人）  

入 試 種 別  

専  
願  
制  
・  
S  
S  

公

募

制 

一

般 

留

学

生 

合

計 

基

礎

学

力

テ

ス

ト 

レ

ベ

ル

分

布 

A  
( ~ 8 0 0 )  

2  4  1 9  0  2 5  

B  
( ~ 6 4 0 )  

2 1  7  3 1  0  5 9  

C  
( ~ 5 6 7 )  

2 8  7  2 6  0  6 1  

C  
( ~ 4 8 0 )  

3 1  8  4  0  4 3  

D  
( ~ 3 4 0 )  

7  1  0  0  8  

E ,  F  
( 0 ~ 2 8 5 )  

0  0  0  0  0  

文

章

力

テ

ス

ト 

評

価

分

布 

A  8  5  1 8  0  3 1  

B  5 3  1 9  4 1  0  11 5  

C  2 7  3  2 2  0  5 2  

未 受 験  0  0  1  0  0  

合 計  8 9  2 7  8 1  0  1 9 7  
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録する。  

 

 (3 ) フレッシュマンスクールの定員  

 フレッシュマンスクール生の定員については，

1 クラス 10～ 15 名を目安に 150 名程度を想定して

いる。2019 年度の登録者数は以下のとおりである。 

 数学ベーシックでは，表 3 に示すように，各学

科からの推薦や個人の希望などによる追加登録の

ため，基礎学力テストの結果から選定した初期候

補者 54 名より増加し，前期の登録者は 96 名とな

った。また，後期には，前期中の学習状況などか

ら追加された学生が 0 名，休退学や，成績優良に

よる受講免除などの理由で 6 名が登録除外となり，

後期の登録者は 90 名となった。なお，各学科の人

数枠については，基礎学力テストの結果と新入生

面談の結果を指標として，学科の担当教員と協議

のうえ，調整する。  

 レポーティング・スキルでは，表 4 に示すよう

に，テストの結果から候補者 51 名を選定した。そ

の他，希望者が工学部・情報工学部から 2 名が加

わり，前期 53 名での実施となった。後期は休退学

および工学部・情報工学部からの希望者の辞退に

より 3 名が登録除外となり，50 名での実施となっ

た。学生個々の履修状況が異なるため 1 クラスの

人数に差があるものの，受講者の多いクラスでも

13 名での実施となった。基本的には一斉授業とい

う形態であるが，個人への文章添削や助言を行う

こともあるため，指導の充実という点では 10 名以

下での少人数での実施が望ましい。  

 

4 . プログラムの教育内容  

 (1 ) 教育内容  

 フレッシュマンスクールのプログラムは，単位

認定を行わず自主学習の一環として位置づけられ

ている。ただし，通常講義との関連付けを可能な

限り行い，独自のカリキュラムによって高校から

大学への円滑な移行を図るべく，基礎学力向上お

よび学習スタイルの確立をサポートする。  

表  3 数学ベーシックの登録者数（単位：人）  

 
前 期  後 期  

初 期 候 補  追 加 登 録  登 録 削 除  登 録 者  追 加 登 録  登 録 削 除  登 録 者  

電 子 情 報 工 学 科  1  1 9  0  2 0  0  2  1 8  

生 命 環 境 化 学 科  5  3  0  8  0  1  7  

知 能 機 械 工 学 科  7  1  0  8  0  0  8  

電 気 工 学 科  11  1 0  0  2 1  0  2  1 9  

情 報 工 学 科  11  1  0  1 2  0  0  1 2  

情 報 通 信 工 学 科  3  4  0  7  0  0  7  

情 報 シ ス テ ム 工 学 科  6  4  0  1 0  0  1  9  

シ ス テ ム マ ネ ジ メ ン ト 学 科  1 0  0  0  1 0  0  0  1 0  

2 0 1 9 年 度  合 計  5 4  4 2  0  9 6  0  6  9 0  

2 0 1 8 年 度  合 計  8 3  2 7  0  11 0  7  1 2  1 0 5  

 

表  4 レポーティング・スキルの登録者数（単位：人）  

 
前 期  後 期  

初 期 候 補  追 加 登 録  登 録 削 除  登 録 者  追 加 登 録  登 録 削 除  登 録 者  

社 会 環 境 学 科  5 1  0  0  5 1  0  1  5 0  

工 学 ・ 情 報 工 学 部 希 望 者  0  2  0  2  0  2  0  

2 0 1 9 年 度  合 計  5 1  2  0  5 3  0  3  5 0  

2 0 1 8 年 度  合 計  6 3  2  0  6 5  0  1  6 4  
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 数学ベーシックでは，「数量的スキル」の育成を

目的として，数学の基礎的な内容について学習す

るようカリキュラムを構成した。特に，練習問題

を解かせることで各分野の内容や公式の扱い方な

どの理解を促すこととした。そのうえで，「なんと

なく」ではなく，「なぜ」その答えに辿り着いたの

かがわかるような，つまり，自分自身の考えを説

明できるような解答を作るよう指導する。  

 レポーティング・スキルでは，プログラムスタ

ートの際から「書く力」と「伝える力」の育成を

主眼としたカリキュラムの構成を行ってきた。ま

た，近年，学生に対し「考える力」を求める動き

が大きくなっている。そこで，「考える力」を伸ば

すために必要な知識を補うために新聞記事を用い

た学習を行う。なお，学生生活を送るうえで，与

えられた資料や情報からどのように考え，それを

どのように相手に伝えるかということは非常に重

要なことである。授業では 50 分という限られた授

業時間に配慮して，250～ 600 時程度の作文や，100

～ 200 字程度の新聞記事の要約を課した。このよ

うに，短い文章であっても，継続して書くことに

よって文章というものへの苦手意識を緩和するこ

とを目標とした。  

 

 (2 ) 大学の講義内容との関連  

 数学ベーシックのカリキュラムでは，大学の各

学科で開講している基礎数学関連科目の内容を理

解するための前提となる基礎学力を向上させるこ

とにより，基礎数学関連科目および数学関連科目

への理解度の向上に寄与できたのではないかと考

えられる。ただし，学科ごとにその特色から必要

とする数学の能力が異なるため，より重点的な指

導が求められる内容が異なる。こちらについては

個別指導などで適宜対応する必要がある。また，

スクールで学習する学生の中には数学が「苦手」，

「嫌い」といった意識を持っている学生も多いが，

一部の学科などで基礎数学，または基礎数学相当

科目の履修前提科目としてシラバスに明示された

ことにより，スクールでの継続的な学習へと繋が

っている。  

 レポーティング ･スキルのカリキュラムは，多く

の学科で共通して教育目標に掲げられている「コ

ミュニケーション能力」「考える力」「自主的・継

続的に学習する力」に関し，その基礎力を養う課

程として位置づけることができる。前項でも示し

た通り「考える力」に関してはプログラムの主眼

でもある。また，講義で課されるレポート等の課

題に際しても，文章作成の基礎から学ぶことは，

学生にとって有益である。  

 

 (3 ) 学習形態  

 フレッシュマンスクールでは，学習形態を集合

学習と個別指導とに分け，それぞれ学科の講義が

ない学生の空き時間を主として実施している。な

お，集合学習の講義形式は，SA（ Student  Ass i s tan t，

3・ 4 年の学生）を活用しグループワークの形態な

ど，学生が能動的に学習に取り組むことができる

方法を取り入れている。  

 数学ベーシックでは，学科・クラス単位で受講

する基本となる時間割を作成したうえで，スクー

ル生の希望を取り入れ，受講するクラスを決定し

た。なお。今年度は 1 クラス 4～ 12 人で授業を実

施した。毎回の授業は，小テスト，学習内容の提

示，プリント学習，確認テストで構成し，90 分の

授業とした。プリント学習では，スクール生が個

人のペースで内容を確認しながら，練習問題を解

くことにした。プリント学習の間は，教員および

SA が学習の補助や指導を行う個別指導に近い，少

人数での学習を行う。また，学習中は学力の高い

スクール生が周囲のスクール生の手伝いをする場

面や，協力して問題を解く場面なども見られ，コ

ミュニケーション能力の向上などの良好な結果も

得られている。なかには，プリント学習が早く終

わるスクール生もおり，そういったスクール生に

は応用問題の提示や，学科での学習内容の予習・

復習の時間として残り時間を活用させた。また，

幅広い分野の基礎を学習するために問題集を配布

した。解いた問題集は提出後に模範解答とともに
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返却し，自己採点させ，再提出させた。授業時間

外での学習習慣の定着もその目的として，この課

題を定期的に取り組ませるようにした。  

 レポーティング・スキルでは，1 クラス 2～ 13 人

で授業を実施した。受講時間を決めるにあたり学

生の希望を優先し，それぞれ都合の良い時間帯に

受講した。授業の基本的な構成は，小テスト，新

聞記事の下読み，文章作成，教員による添削，清

書である。全てを終えるのに 50 分間を予定してい

たが，能力差が大きく 40 分で終わる学生もいれば

90 分以上かかる学生もいた。90 分以上かかる場合

には，他の授業のことも考慮し，清書のみ後日提

出とする場合もあった。下書きと添削を複数回繰

り返す学生は時間がかかるが，清書を終えた学生

から退室させるようにしたため，各自がストレス

無く自分のペースで取り組めていた。10 人以上の

クラスでは添削待ちの列が出来ることもあったた

め改善が必要だが，後期には添削を待っている間

に学生が各自で文章を確認するなど添削箇所が少

なくなるように工夫している姿も見られた。  

 個別指導としては，数学のほか，物理学や電気

工学などに関連する学科開講科目に関しての質問

などにも対応した。電気工学などの専門的な内容

などは，集合学習の課題終了後などに SA に質問

する場面など，積極的に学習する場面なども見ら

れた。  

 

 (4 ) シラバスの作成と活用状況  

 毎年度，シラバスを作成しプログラム開始当初

にスクール生および各学科の担当者，学科長に配

布を行っている。  

 数学ベーシックでは，図 1 に示すように，基礎

学力テストの結果として，「関数」と「図形」，お

よび，「場合の数と確率」の正答率が低いため，中

学校数学と数学 I，数学 A の内容をカリキュラム

の基盤として，数学 I I，数学 I I I および数学 B の

内容を取り入れた。学科で活用される機会が多い

「関数」に関する内容を中心に可能な限り流れを

通して学習していくようにシラバスを作成した。

また，「ベクトル」や「数列」など，スクール生が

高等学校で未履修となっていることが多い分野の

基礎も取り入れることとした。今年度は大学での

専門科目の学習に活用できるように，前期中に数

学 I I の範囲で学習する「微分」の考え方の学習と

公式の扱い方の練習を行うこととした。  

 レポーティング・スキルでは，開講式でシラバ

スを提示したが，適宜，学生の状況や要望に応じ

て修正を加えた。前期は学生のレベルに合わせた

漢字，ことわざ，慣用句などの学習を取り入れ基

礎の育成に重点を置き，後期は前期の応用として

SPI 対策を行うこととした。文章作成に関しては，

前期に比べ後期は，要約は短く，作文は長く書く

ように設定し，シラバスに沿って授業を行った。  

 

 (5 ) 教育効果の測定  

 4 月に実施した基礎学力テストと同一のテスト

を 1 月に修了試験として実施し，その結果を比較

する。また，表 5 に示す単位取得状況をフレッシ

ュマンスクールでの学習成果の側面的な指標のひ

とつとして考察した。  

 数学ベーシックにおいて，入学時に実施した基

礎学力テストの結果と 1 月に実施した修了試験の

結果を比較すると，受験者の平均点は全ての学科

で上昇がみられ，全体でも 9 .6 点ほど上昇した。

なお， 67 人のスクール生が点数を伸ばしており，

図  1  2019 年度基礎学力テスト【数学】の分野別

正答率  
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100%

分野1 分野2 分野3 分野4

スクール生(初期候補) 受験者全体

分野1：数と式 分野2：関数
分野3：図形と計量 分野4：場合の数と確率
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中でも 20 点以上点数を伸ばしたスクール生が 13

人いた。また，図 2 に示すとおり，分野別の正答

率は全ての分野で正答率が上昇している。また，

「関数」の分野を中心にスクールで学習したこと

もあり，「関数」の正答率が 14 .8%と大きく上昇し

ている。他にも「場合の数と確率」では，修了試

験 か ら 近 い 日 程 で 学 習 を 行 っ た た め ， 正 答 率 が

15 .8%と こ ち ら も 大 き く 上 昇 し て い る 。 し か し ，

「数と式」以外の分野の正答率はまだまだ低く，

内容の定着が十分とは言えない。学習習慣の涵養

と全体的な基礎の定着のために授業の内容を工夫

し，継続的な復習を促すなど，今後も改善してい

く必要がある。  

 レポーティング・スキルにおいては， 4 月実施

の基礎学力テストと 1 月実施の修了テストを比較

すると，多くの学生にスコアの上昇が見られた。

テストは全 90 問であり，全体として「語彙力を問

う」という点では一致しているが，その出題形式

は多岐にわたる。例えば，語句の用例として正し

いものを選ぶもの，会話文中に適切な慣用句を挿

入するものなど大問が 11 種類設定されている。社

会環境学部の学生の平均スコアに関しては， 4 月

の基礎学力テストと 1 月の修了テストを比較した

結果 15 .1 ポイントの伸びを示した。なお，ランク

別の人数変化を見ると，A ランク 0 人→ 0 人，B ラ

ンク 0 人→ 1 人，C ランク 38 人→ 37 人，D ランク

7 人→ 3 人， E ランク 0 人→ 4 人， F ランク 0 人→

0 人とである。全体としてはスコアの伸びがラン

ク内に収まっており，各ランクの人数の変動が少

ない。また，B ランクになった学生がいた一方で，

E ランクにランクダウンした学生が 4 人いた。な

お， E ランクにランクダウンした学生の中には，

明らかに試験に対しての意欲が薄い学生が含まれ

表  5 スクール生の単位取得状況（単位：人，単位）  

学科 

スクール生 （参考）2019 年度入学者 

登録者数 平均 

取得 

単位数 

留年または 

取得単位数 
30 未満の学生 

退学 

者数 
入学者

数 

平均 

取得 

単位数 

留年または 

取得単位数 
30 未満の学生 

退学 

者数 前期 後期 

電子情報工学科 20 18 37.3 4 0 111 41.6 10 3 

生命環境化学科 8 7 31.7 3 1 108 43.1 8 1 

知能機械工学科 8 8 31.5 5 0 117 42.1 13 0 

電気工学科 21 19 29.0 7 0 102 36.9 13 0 

情報工学科 12 12 39.8 1 0 144 45.3 4 1 

情報通信工学科 7 7 34.3 1 1 99 39.4 7 1 

情報システム工学科 10 9 26.9 5 1 94 41.7 13 1 

システムマネジメント学科 10 10 39.2 1 0 73 41.0 4 0 

社会環境学科 51 50 38.5 5 1 197 40.0 7 1 

全学部 147 140  32 4 1045  79 8 

※スクール生の統計は， 1 学期以上登録されていたスクール生を対象とする  

※ 2020 年 2 月 28 日時点  

図  2  2019 年度基礎学力テスト【数学】の分野別
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ており，こういった意欲が低い学生へのフォロー

が今後の課題と言える。ただし，授業の本体は文

章力を身につけることであり，上記テストのスコ

ア比較のみで教育効果を測ることは困難である。

そこで昨年に続いて修了テストの実施にあわせて

行った文章力テストに関して，実際の文章力の変

化を確認した。 4 月入学時と修了テスト時を比較

すると，評価別人数では A ランク 2 人→ 36 人， B

ランク 29 人→ 9 人，C ランク 14 人→ 0 人と全体的

に上位層が大幅に増えているのがわかる。また，

文章力テストの項目別達成者数の比較で見ると，

構成面では項目 1「論理の一貫性」と項目 2「要約

の有無」において， 4 月に比べて 1 月は着実な伸

びを示している。記述面においても，項目 7「略語

等の不使用」と項目 8「接続後の使用法」におい

て，大きく伸びを示している。これらは 1 年を通

して指導，添削の中で繰り返し徹底を図った成果

である。  

 なお，どちらのプログラムにおいても，フレッ

シュマンスクールでの学習状況が良好にもかかわ

らず，修了試験の結果が思わしくないスクール生

や，学科の単位取得が思わしくないスクール生が

少なからず見受けられる。こういったスクール生

については，基礎の定着や解答能力の向上に時間

を要するものが多く，また，学習に取り組む姿勢

が向上したスクール生も多いことから，来年度以

降の学科での学習・単位取得状況など長期的に判

断していく必要がある。  

 

 (6 ) 学生による授業評価の活用状況  

 プログラムの前期終了時と後期終了時にそれぞ

れ記名式のアンケートを実施した。なお，このア

ンケート結果については，学生の要望を授業内容

に取り入れたり，次年度カリキュラム構成の参考

にしたりするなど有効に活用した。また，記名式

で実施しているため，個々の学生の要望の把握や

詳しい内容の聞き取りなどが可能である。アンケ

ートの回答率（登録者数に対する回答者数）は数

学ベーシックの前期が 94 .8%，後期が 90 .0%，レポ

ーティング・スキルの前期が 98 .1%，後期が 82 .0%

であった。  

 アンケート結果について，数学ベーシックでは，

基礎学力が身に付いたと答える学生が前期 95 .6%，

後期 95 .0%と高く，単元ごとの理解度についても，

元々十分に理解していた学生を含め，学生全体の

理解度が向上していることがわかった。  

 レポーティング・スキルでは，文章力について

「授業で学んだポイントを普段の生活や学習の中

で 意 識 す る よ う に な っ た 」 と 答 え た 学 生 が 前 期

88 .5%から後期 92 .7%へと上昇し，95%以上の学生

が年間の作文や要約の課題を通して「書く力」を

付けることができたと答えており，フレッシュマ

ンスクールでの学習は自らの伸びにつながったと，

肯定的評価を行っていることが明らかとなった。  

 

 (7 ) 教学との連携と学生指導  

 数学ベーシックでは，学科の担当者に出席状況

を定期的にメールで報告し，欠席したスクール生

などへの出席指導など協力を仰いだ。なお，欠席

した学生に対しては，スクールからも電話や e メ

ールを用いて，欠席理由を確認すると共に，振替

受講を促した。学科からの協力もあり，今年度の

年間平均出席率は 94 .6%と，昨年度と同様に高い

水準であり，2015 年度以降 90%以上の出席率を維

持している。また，今年度の皆勤者は 76 人であり，

ほとんどの学生が継続して学習に取り組んでいる

ことがわかる。また，スクール生に対して，フレ

ッシュマンスクールでの学習以外に関すること，

例えば，学科の講義への対策や学内行事への参加

なども含めて，意欲的に指導を行った。フレッシ

ュマンスクールでの授業を通して，先輩である SA

との交流，他学科の学生との交流など，活発な学

生生活を送るための環境作りを行った。出席率の

推移の傾向としては，例年後期になると多欠席と

なるスクール生が増え，出席率が下がる。これは，

「フレッシュマンスクールでは単位が出ないこと」

や「前期の単位が比較的良好に取れたこと」など，

フレッシュマンスクールで学習することに対する
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モチベーションの低下が後期に出席率が低下する

大きな要因である。他にも「友人が休んでいるの

で自分も行かない」といった多欠席者の連鎖が起

こりやすくなるのも要因の 1 つである。また，学

科の担当者とスクール生の学習状況を共有するた

めに，学生プロファイル上に学生の学習状況を登

録するとともに， FIT-AIM 上に学生が提出した課

題の PDF ファイルをアップロードした。  

 レポーティング・スキルでは，学生の出欠状況

や学習姿勢に関しては担当教員が指導を行った。

また，今年度は教務課と連携して多欠席の学生に

対し対策を行うこともあった。ただ，多欠席の学

生はフレッシュマンスクールの授業だけでなく，

学科の講義も休みがちな学生である。そういった

傾向の学生にいかに学びへの動機づけをさせてい

くかが今後の課題となる。しかし，多くの学生は

フレッシュマンスクールでの学習に対し前向きに

受け止め，学習に通り組んでいた。その結果，レ

ポーティング・スキルの本年度の年間平均出席率

は 96 .4%となり， 2014 年度以降 90%以上を維持し

ている。今年度の皆勤者は 44 人であり，前年度同

様多くの学生が継続して学習に取り組んでいるこ

とがわかる。また，2018 年度から社会環境学科の

進級要件が変更されたことを踏まえ，前期中盤に

各自の履修登録を確認させるとともに，成績の目

標を立てさせる時間を設けた。前期の取得単位数，

成績， GPA の目標を意識させるとともに，進級の

ために必要な後期の取得単位数や成績を後期開始

前に確認するように指導した。また，前期の取得

単位数が低い学生に対しては，面談を通して確認

を行った。  

 個別指導の時間の利用状況を表 6 に示す。表 6

にあるように，個別指導の時間の利用者は大きく

減少している。これは，集合学習の時間内での個

別指導増えてきており，別の時間に質問に来る必

要が少なったことが 1 つの要因と思われる。また，

利用者の中から進級や卒業前に単位取得が危ぶま

れるような上位年次の学生が少なくなってきたこ

とも要因と思われる。個別指導の内容としては，

今年度もスクール生以外の学生が学科の授業内容

に関する質問をする機会もあり，スクール生とと

もに自習する場面もみられた。他にも，サークル

活動など，フレッシュマンスクールの外でもスク

ール生同士の親交や SA との親交を深めた学生も

いるようである。このような環境での学習を通し

て，今後も学習・大学生活に対して積極的な姿勢

が育つのではないかと考えられる。また，就職や

今後の進路に関する質問などもあり，必要に応じ

て就職活動や社会人としての生活を見据えた指導

も必要だと考えられる。  

 

5 . スクール生の追跡  

 スクール生における各年度の追跡調査を行った。

2016 年度入学のスクール生として登録された 151

名のうち卒業した学生は 90 名（ 59 .6%）， 2017 年

度入学の 147 名のうち 4 年次に進級した学生は

100 名（ 68 .0%）という状況であった。ここで，表

7 に修業年限卒業率の変化を示す。スクール生の

修業年限卒業率は直近 4 年間 60%前後で推移して

いる。なお，学年平均と比較すると，10 ポイン近

く低い状況が続いている。また， 1 年次終了時点

での進級状況の変化を表 8 に示す。今年度は 81 .0%

と，ここ 10 年で も低いこれは工学部と社会環境

学部の学生の中で，学力不足や意欲の低下などか

ら多欠席となり，進級に影響を及ぼした学生が多

かったためと思われる。なお，情報工学部の学生

表  6 月別の個別指導利用者数（単位：人）  

月  
利 用  

者 数  
前 年 度  月  

利 用  

者 数  
前 年 度  

4 月  9  1 0  1 0 月  9  4  

5 月  1 6  4  11 月  7  8  

6 月  11  9  1 2 月  5  4  

7 月  1 4  2 1  1 月  7  1 4  

8 月  5  5  2 月  4  4  

9 月  1  2  3 月  0  0  

   合 計  8 8  8 5  

※ 2020 年 2 月末時点  
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においても 1 年次の取得単位数が少ないなど 3 年

次への進級が危ぶまれるスクール生が少なからず

いる。こういった学力不足や学習意欲が低い学生

の修業年限卒業率を上げるためにも，学習習慣の

定着を図り， 1 年次の単位取得数を伸ばすサポー

トをしていく必要があると思われる。  

 

6 . スタッフ  

 教育スタッフとして，高校教員経験者 2 名（数

学 1 名・国語 1 名）を教育スタッフとして配置し

ている。集合学習の講義運営，個別指導対応，対

象学生の学習生活指導にあたっている。教育スタ

ッフに対して，スクール生が気軽に話しかけ相談

し て い る 場 面 が 多 く あ り ， 学 生 プ ロ フ ァ イ ル

「 myFIT」 な ど も 有 効 に 活 用 し な が ら ス ク ー ル生

への親身な対応を行っている。学習と生活の両面

における高大接続という観点からは高校教員の協

力を得ることには大きな意味があったと考えられ

る。  

 数学ベーシックでは，各スクール生への丁寧な

指導を考慮した個別指導に近い授業方法をとって

いるため，SA の活用は非常に重要な事項だと言え

る。また，スクール生にとって，SA の存在は学習

面だけでなく，学生生活や，進路などに関しても，

1 年生が有用な情報を得られる重要な要素だと言

える。これらのことから，SA の採用に関して，教

職課程履修者が望ましいのは言うまでもないが，

学習だけでなく，学校生活そのものに意欲的に参

加している学生が望ましいといえる。さらに，よ

り細やかな学校生活の指導を考えるならば，各学

科から 1 名以上 SA を採用することが望ましい。

また，今後もスクール生だった学生が SA として

戻り，自身の経験を活かした指導を行う機会があ

ることを期待する。  

 

7 . 管理運営  

 フレッシュマンスクールの運営に係る事項は，

FD 推進機構教養力育成センター部会にて審議・決

定されている。同部会では，入学前教育の取組を

含め初年次教育全般，キャリア教育および外国語

表  7 スクール生の修業年限卒業率の変化  

入 学 年 度  

学 部  
2 0 1 3  2 0 1 4  2 0 1 5  2 0 1 6  

工 学 部  4 8 . 3 %  ( 7 4 . 6 % )  3 5 . 8 %  ( 6 9 . 1 % )  4 9 . 1 %  ( 7 2 . 3 % )  3 8 . 2 %  ( 7 0 . 5 % )  

情 報 工 学 部  6 4 . 9 %  ( 8 2 . 9 % )  6 4 . 8 %  ( 8 2 . 4 % )  5 2 . 5 %  ( 7 8 . 5 % )  4 4 . 4 %  ( 7 7 . 2 % )  

社 会 環 境 学 部  7 6 . 0 %  ( 8 1 . 2 % )  7 3 . 3 %  ( 7 8 . 7 % )  8 1 . 5 %  ( 8 4 . 7 % )  8 8 . 3 %  ( 8 1 . 3 % )  

全 学 部  6 2 . 3 %  ( 7 9 . 2 % )  5 6 . 9 %  ( 7 6 . 4 % )  6 1 . 9 %  ( 7 7 . 0 % )  5 9 . 6 %  ( 7 5 . 2 % )  

※（  ）内の数字は学年の平均  

 

表  8 スクール生の学部別進級状況の変化（単位：人）  

年 度  2 0 1 0  2 0 11  2 0 1 2  2 0 1 3  2 0 1 4  2 0 1 5  2 0 1 6  2 0 1 7  2 0 1 8  2 0 1 9  

工 学 部  
7 9 . 7 %  6 6 . 7 %  9 0 . 3 %  7 3 . 3 %  7 0 . 1 %  7 7 . 2 %  6 5 . 5 %  7 8 . 8 %  6 9 . 0 %  6 4 . 9 %  

 ( 8 7 . 5 % )  ( 9 4 . 1 % )  ( 9 2 . 6 % )  ( 9 2 . 8 % )  ( 9 2 . 2 % )  ( 8 9 . 8 % )  ( 8 9 . 8 % )  ( 9 1 . 4 % )  ( 8 9 . 0 % )  

情 報 工 学 部  
9 5 . 2 %  9 8 . 4 %  9 5 . 3 %  9 4 . 7 %  9 6 . 3 %  9 3 . 2 %  8 6 . 1 %  9 3 . 9 %  9 3 . 2 %  9 4 . 9 %  

 ( 9 9 . 3 % )  ( 9 9 . 1 % )  ( 9 8 . 8 % )  ( 9 9 . 1 % )  ( 9 8 . 7 % )  ( 9 8 . 3 % )  ( 9 8 . 9 % )  ( 9 7 . 8 % )  ( 9 9 . 0 % )  

社 会 環 境 学 部  
9 6 . 9 %  1 0 0 %  9 8 . 2 %  9 6 . 0 %  1 0 0 %  9 2 . 3 %  9 6 . 7 %  1 0 0 %  9 6 . 8 %  8 8 . 2 %  

 ( 1 0 0 % )  ( 9 7 . 8 % )  ( 9 7 . 8 % )  ( 9 9 . 5 % )  ( 9 7 . 3 % )  ( 9 7 . 3 % )  ( 9 5 . 9 % )  ( 9 6 . 0 % )  ( 9 5 . 9 % )  

全 学 部  
9 0 . 5 %  8 8 . 8 %  9 4 . 5 %  8 7 . 4 %  8 7 . 8 %  8 7 . 8 %  8 2 . 8 %  9 1 . 2 %  8 6 . 7 %  8 1 . 0 %  

 ( 9 4 . 8 % )  ( 9 6 . 7 % )  ( 9 6 . 1 % )  ( 9 6 . 6 % )  ( 9 5 . 8 % )  ( 9 4 . 6 % )  ( 9 4 . 6 % )  ( 9 4 . 8 % )  ( 9 4 . 3 % )  

※登録者数と進級者数は 1 学期以上登録されていたスクール生を対象とする  

※（  ）の割合は新入生全体の進級率を表す  
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教育等の共通教育カリキュラムに関して議論を行

っている。  

 

8 . 終わりに  

 フレッシュマンスクール生が 1 年間のプログラ

ムを受講した感想として，多くの学生がスクール

を前向きにとらえており，基礎学力が身に付き，

学習習慣がついたといった感想が寄せられている。

スクール生の決定，学生の出席および学習の進捗

管理，学科との相互の連絡のあり方などそれぞれ

経年とともに改善を重ね，フレッシュマンスクー

ルの安定的な運営を図ってきた。もちろん教育ス

タッフのスキルアップも然りである。  

 今年度もスクール生 79 名が出席し修了式を迎

えることができた。修了式では，スタッフのそれ

ぞれからスクール生に対して， 1 年間の努力を称

えるとともに，継続する力は，今後社会に出てか

らも役に立つものであるというアドバイスや，学

修するうえで何が大切なのか，生きていくうえで

どういう情報が必要なのかを考えて正しい情報の

選びとり方を身に付けてほしいといった，今後の

大学生活に繋がる励ましの言葉が贈られた。  
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工学部会活動報告 

部会長 村 山 理 一 
 

 2019 年度において，工学部では計 10 回の FD 推

進機構工学部会が開催され，予定された諸活動が

進められた。以下に主な活動について要約する。  

 

1 . 資格取得支援  

 資格取得支援制度は 2012 年度にスタートし，年

1 度，その年度に指定した資格取得した学生を表

彰するものである。2019 年度は，対象となってい

る資格を取得し，表彰の対象となった学生は計 80

名で，その内訳として， S クラス 3 名， A クラス

10 名， B クラス 38 名， C クラス 29 名であった。

例年よりも難易度の高い A クラス資格を取得する

学生が増加した。表彰対象者 80 名の中に，4 年次

生は 17 名含まれ， 2020 年 3 月の卒業式の日に学

科単位で表彰された。一方， 3 年次以下の表彰対

象者は， 2020 年 5 月 27 日に表彰式を実施する予

定である。  

 資格表彰申請時に同時にアンケート調査を実施

しており，下記にその一部を示す。図 1 に示すよ

うに大多数の学生にとって，この制度が励みにな

っている。図 2 は，英語の表彰資格基準に対する

問いかけであるが，基本的に高すぎると感じてい

るようであるが，それを超えることが大事なので

この基準は維持する予定である（ TOEIC， S： 800

点，A： 700 点，B： 600 点，C： 450 点）。また，今

後取りたい資格，表彰してほしい資格についても

アンケートしているので，今後の表彰資格検討時

に生かしていきたい。  

 

2 . 学業優秀者表彰  

 学業優秀者表彰は 2016 年度に制度の見直しを

行い，優秀者表彰数を各学年各学科上位 10 名から

上位 5%とし（半期のみの成績で評価），その代わ

りに前の半期との比較で成績順位の上昇度で上位

2 名を表彰することにした。  

 2019 年度は前期分を 2019 年 10 月 30 日に実施

した。また，その際に表彰式前 30 分程度を使って

学科単位で，工学部の FD 活動に関する意見聴取

を実施した。  

 2019 年度後期分は 2020 年 5 月 27 日に実施する

予定である。  

 以下の表は，2015 年度～ 2019 年度卒業生に対す

る表彰動向調査結果の抜粋である。本表彰目的は，

半期だけでも頑張った人を見つけ出して，それを

賞する事，またせっかく頑張った人は，その頑張

りを継続して切磋琢磨してもらうことを目的とし

ている。  

 図 3 は表彰された中で在学中表彰回数 1 回の学

生の割合で 35%～ 50%となっている。  図  1 表彰制度が励みになったかどうか  

(1) ⼤いに 70%

(2) 少しは…

(3) あまり励みにならな
かった 1%

(4) まったく励み
にならなかった 0%

図  2 英語の表彰レベルをどう思うか  



－ 77 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4 は，2 回連続表彰者の割合を示しており 20%

前後で推移している。連続表彰に壁が有ることを

表している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 5 は， 7 回（全回）連続表彰者の割合を示し

て お り 5%～ 10%前 後 は 毎 年 度 存 在 し て い る こ と

がわかる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 .  全 学 ア セ ス メ ン ト ポ リ シ ー に 基 づ く 工 学 部

カリキュラム点検  

 2019 年 は 全 学 ア セ ス メ ン ト ポ リ シ ー に 基 づ く

工学部カリキュラム点検を実施する最初の年とな

った。2019 年度前期は試行的に様式を決め，授業

点検，学科単位でのカリキュラム点，学部での点

検を実施した。まだまだ，前年度までの工学部講

義 PDCA の取り組み方法を引きずっている部分も

あり，教員，学科，学部単位共に取りまとめに苦

慮したというのが実態である。したがって，取り

まとめの効果はそれほど大きくなかったと。後期

については，前期の問題点の確認，全学での点検

結果にもとづく提言・指針に基づく，点検項目・

様式および年間スケジュールの見直しを実施した。

現在は 2019 年後期及び通期の点検のため，授業点

検が終了し，学科のカリキュラム点検がスタート

している。  

 

4 . 工学部授業公開の制度化  

 FD 活 動 実 質 化 の一 環 と し て工 学 部 各 学科 の 授

業を教員同士で見学する（授業公開）制度を 2018

年度から正式に実施している。制度の主な要点は

下記の通りである。  

 各学科で教員 2 名以上，授業計 2 科目以上公開

授業として設定する。設定された科目の担当教員

が 15 回講義の中から公開する回（複数回可）を指

定する。  

 着任 2 年以内の教員は， 1 学期において，公開

授業を 1 回以上見学する。その他の教員は，原則

として年 1 回以上見学する。見学した後に報告書

を作成する。  

 本制度は，公開授業の担当教員に対する評価等

に一切利用しない。  

 2019 年度の実施状況は，授業公開を登録した授

業数が通期で 59 となっている。また実際に授業見

学した教員数は 11 名であった。新任教員は全て，

授業見学を実施しているがそれ以外の教員の実施

率が低く，2020 年度改めて工学部全教員に呼び掛

けて授業公開制度を活性化させる予定である。  
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図  3 表彰された中で在学中表彰回数 1 回  
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図  4 表彰された中で在学中表彰回数 2 回  
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図  5 表彰された中で在学中表彰回数 7 回  
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5 . 授業の振り返り促進運動  

 2019 年度後期から，日々の授業の振り返り促進

運動をスタートさせた。当面は，実施報告書の提

出は求めず，実施形態も自由とした。ただしスタ

ート時に年度末にアンケート実施を伝えていたの

で 2019 年度最後の工学部教授会でアンケートを

実施した。下記にその抜粋を示す。  

 図 6 に示すように， 90%以上の工学部教員が授

業の振り返りを実施している。実施手段としては，

FIT-AIM，直接の問いかけ，紙ベースの順になって

いる。学科単位で言うと，電子情報工学科は，3 つ

の手段が，ほぼ均等に利用されており，生命環境

工学科は紙ベース，知能機械工学科は直接の問い

かけ，電気工学科は FIT-AIM 利用が多い結果とな

っている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学生へのアクションとしては，直接の問いかけ

が 50%となっており，FIT-AIM，その他実施，して

いない が各 々 10%程度 となっ てい る。 学科 単 位で

もこの傾向は同様だが，電気工学科が FIT-AIM の

使用率が高くなっている。  
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図  6 工学部  

図  7 電子情報工学科  
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図  9 知能機械工学科  

図  10 電気工学科  
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 振 り 返 り 回 数 は ， 授 業 回 数 の 20%前 後 と ほ ぼ

100%に 2 分化されており，学科単位でも同じ傾向

である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自由記述で振り返りを実施した気づきを記入し

てもらったが，  

・授業改善に役立った。  

・学生の意見の変遷が把握できた。  

等，積極的な意見が多くあった。  

 

6 . グローバル PBL の展開  

 8 月～ 9 月にかけて以下の 4 つの gPBL を実施し

た。  

(1 )  高雄科技大学： 8 月 1 日～ 8 月 11 日  

(2 )  KMITL 工学部： 8 月 19 日～ 8 月 29 日  

(3 )  KMITL ミ ュ ー ジ ッ ク サ イ エ ン ス エ ン ジ ニ ア

リング学部： 8 月 17 日～ 8 月 25 日  

(4 )  ブリティッシュコロンビア大学： 9 月 8 日～  

9 月 16 日  

 実施プログラムは全てキャンパスメールで報告

済であり， 2 月度の工学部教授会で改めて報告会

を実施した。  

 2020 年 3 月も，電子情報工学科を中心に芝浦工

科大学の gPBL を利用して実施る予定だったが，

新型コロナウイルスの影響で中止した。  

 

7 . FD 講演会  

 2019 年度内に 3 件の FD 講演会を実施した。 2

件は gPBL 関連， 1 件は FIT-AIM を利用した授業

の振り返りに関するものとなっている。  

 

以上  

 

図  12 電気工学科  
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情報工学部会活動報告 

部会長 前 田   洋 
 

 本部会は，年間の重点事項として次の 5 項目を

掲げた（第 1 回 FD 推進機構運営委員会：資料 8）。  

①  基礎学力の向上：初年次教育の充実，初年次

の脱落防止，留年者・退学者の減少  

②  専門教育の充実：学科横断的教育の取り組み，

資格取得の推進  

③  高度な情報教育の実施：学科横断的学生支援

（アプリ開発講座，地域連携 PBL，社会環境学

部 と の 地 域 PBL， i -Tech  LAB（ Pocke t  LAB,  i -

STEM）等）  

④  学生の質保証と学修時間の確保：成績と学修

時間の可視化  

⑤  教育改善 PDCA サイクルの実施：アセスメン

トポリシーに沿った成績評価の実施と点検なら

びに教育改善  

 令和元年度の本部会構成員は，前田（部会長）

並びに，戸田，藤崎，作田，傅の各委員であった。  

 

1 . 学習相談コーナーの実施  

 この取組は当年度に 8 年目（ 1 期 3 年の 3 期第

2 年目）を迎えた。内容は従前どおりで，各学科が

選定した基礎科目について，その理解が不十分な

履修者に対し正課時間外に学修を支援するもので

ある。数学，物理学，プログラミングなど，低学

年生が躓きやすい科目を開講した。個人的経験だ

が 2 年前の入試面接試験で「情報工学部には学習

相談コーナーが有るため安心して勉強できる」と

発言した受験生もあり，高校生にとって学部選択

のポイントとなっている様子もうかがえる。問題

点として，2018 年度導入の教養力育成科目の配置

により時間割上の開講時間調整が引き続き困難と

感じている学科が多い。また受講が強く望まれる，

基礎学力が低い学生の参加が依然少なく，学修意

欲の乏しい一部学生への対策が求められる。特効

薬的な対処法は無いが，真に支援が必要な学生へ

の説得を，科目担当の先生方に引き続きお願いし

たい。  

 

2 . 学生表彰制度（資格，成績）の実施  

【資格表彰】学生の学修意欲向上と学部推奨の資

格等を多く取得させるために表彰制度を実施した。

難易度により A～ C の 3 つのクラスとし，今年度

は，A，B，C それぞれ 14 名，29 名，50 名の計 93

名であった（図 1）。人数自体は昨年度比で 18 名

の減少だが，今期は学科の学修領域と深く関係す

る資格（応用情報技術者，第一級陸上無線技術士，

CCNA（ Cisco  Cer t i f i ed  Ne twork  Assoc ia tes）等）に

加え TOEIC700 点以上など A クラスの取得人数が

14 名に増えた（昨年度 11 名）。基本情報午前試験

免除講座は受講 36 名中 22 名が免除を受けた。基

本情報技術者試験は 90 名受験し 17 名が合格した。

教員免許取得者は 7 名で，昨年度比 10 名減であ

った。今期の表彰学生のうち 4 年生 25 名が就職

を希望し就職率は 100%，院進学希望者 14 名は 1

名を除き進学した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成績表彰】学生には幅広く専門知識を習得して

欲しいが，卒業要件（ 124 単位）ぎりぎりの学生が

多い。そこで，多くの単位を優秀な成績で取得し
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た学生の表彰制度を実施してきた。対象は 2 年生

と 3 年生の学年末の成績において基準を満たした

学生である。前年度の部会の申し送りにより，今

年度の学部 FD 部会並びに教授会において基準を

優の割合 50%以上から 60%以上へと引き上げた。

今年度，基準を満たした学生は，2 年生 45 名（前

年 115 名）， 3 年生 9 名（同 15 名）であり，その

うち上位の 2 年生 16 名および同 3 年生 7 名が受

賞した。基準引き上げにより資格を満たす学生数

および表彰された学生数は，いずれも減少した。

この表彰制度は FD 推進特別予算に依っており，

R2 年度は第 3 期に入る。表彰効果を測定するた

め，今後の学生の成績および単位取得状況を経過

観察する。図 2 は卒業生の取得単位数の推移であ

り ， R1 年 度 の 126 単 位 以 下 の 卒 業 生 の 割 合 は

77 .3%と さ ら に 上 昇 し た 。 学 生 の 単 位 取 得 に 関 す

る考え方の調査の他，本表彰制度の費用対効果や

制度の継続についても検討を進める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 . 高度な情報技術教育（アプリ開発，地域連携）  

【クラウドアプリ開発入門講座】意欲のある学生

の ICT スキル向上を目的として，8/28～ 9/4 に受講

者 20 名に対して実施した。企業講師 1 名に加え，

前年度受講済の TA 学生 6 名を配置した。今年度

は サ ー バ ・ ク ラ イ ア ン ト 環 境 の 下 で ， Python ,  

HTML,  c s s を使用し， keras や t enso r f low を組み込

む方法を講義した後， 4 日目以降は少人数グルー

プに分かれてそれぞれがアプリを作成する形で，

新のソフト開発管理手法も交えて講座を進めた。

昨年同様，開発アプリのビジュアルデモンストレ

ーションの講座も予算の範囲で実施した（ 10/12）。

今年度も受講者の意欲と満足度は非常に高く，講

座後も開発を継続し，成果報告会を 11/1 に図書館

FIT-LINK で開催した。本講座を受講した有志学生

7 名が，昨年同様，九州アプリチャレンジキャラ

バンに参加した。残念ながら受賞はならなかった。

以上の模様はキャンパスメール 2019-116，同 -177，

同 -225 として公開された。  

【地域や外部組織との連携による実践的 IT 技術

者育成支援】2018 年度に包括的連携協定を結んだ

島原市において情報システム工学科の山本研究室

の学生が地域 PBL を継続実施した。その様子はキ

ャンパスメール 2019-210，同 -274 として公表され

た。更に，今年度から情報システム工学科の木室

研究室のメンバーと久留米市教育委員会の連携に

より，ふくおか IT Workout s（ FITW） 2019 の活動

として久留米市篠山校区での小学生向けプログラ

ミング学習支援を行った。これらはキャンパスメ

ール 2019-122，同 -154 として公開されている。両

プロジェクトとも次年度以降の継続が期待される。 

【 i -Tech  LAB.，旧称：情報モノづくりセンター】

学部学生の IT を活用したプロジェクト活動の場

として i -Tech  LAB.の利用内規を定め，本学 FIT ド

キュメントセンターに公開した。今期は， FIT ポ

ケットラボ，九州アプリチャレンジキャラバン，

地域 PBL（島原市），FITW（久留米市），i -STEM 活

動の 5 プロジェクトが利用した。情報工学部学生

の関わる地域連携 PBL 活動での利用が増加するこ

とを期待している。  

 

4 . 他学科科目履修の推奨  

 学科横断的教育の一環として，より多くの知識

を学生に修得してもらうために実施した。しかし，

他学科科目は卒業単位に含まれないため，本制度

による受講者は延べ 4 名（昨年度，一昨年度も 4

名ずつ）に留まった。R2 年度より，AI/データサイ

エンス関連科目一覧表を作成，学生便覧に掲載す
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るなどし，学生に周知すると同時に，推奨科目の

一部入れ替えを行った。学生も産業界も AI/デー

タサイエンス分野への関心は高く，他学科履修の

追い風になることを期待している。  

 

5 . 教育業績賞の実施  

 各学科会議から推薦された教育業績に優れた教

員を 10 月の情報工学部教授会で表彰した（キャン

パスメール 2019-166）。今年度の受賞者は，家永准

教授（情報），糸川教授（情報通信），山本講師（情

報システム），横田教授（システムマネジメント）

であった。今年度前期には H30 年度受賞者全 3 名

による公開講義および意見交換会が実施された。

また後期には R1 年度受賞者のうち，家永先生の

担当である「プロジェクト型演習Ⅰ」の公開講義

と意見交換会が行われた。また横田先生からは，

本学における教育・研究を振り返る 終講義を行

っていただき，参加者からの質問に答える形で意

見交換が行われた。残る受賞者の方々には R2 年

度前期末までに公開授業ないし報告会を行って頂

く予定である。教育に関するスキルやグッドプラ

クティスの共有が進むことを期待している。  

 

6 . 情報工学部学生の成績と学修時間の可視化  

 R1 年 度 前 期 に お け る 情 報 基 盤 セ ン タ ー 教 育 シ

ステムへのログイン時間および附属図書館の入退

館時間ログデータと，個々の学生の GPA について

統計データを用いた相関について情報企画課の協

力を得て調査した。その結果を第 10 回情報工学部

FD 部会（ R2 年 2 月 19 日）にて報告した。一部の

学科や学年では，情報基盤センターおよび図書館

の利用時間 の長さと GPA に正の 相関が見ら れる

ものの，そうでないケースも複数あった。相関が

あるケースでは，PC 演習室を利用する講義が多数

である場合や実験科目の参考図書を図書館に配置

している場合が該当するようである。逆に相関が

見られない原因として，学生にノートパソコン必

携を強く勧めている学科の場合が考えられ，学内

ラーニングコモンズなどで自身のノートパソコン

を使って学習し，またレポート作成をしていると

思われる。学生の学修時間の把握については，学

期末の授業アンケートでも実態把握が難しく，今

後，更に有効な調査手法を考察する必要がある。  

 

7 . アセスメントポリシーに基づく授業点検  

 R1 年度から，従来の教育改善に代わる取組とし

て，全学的なアセスメントポリシーに基づく教育

点検を試行的に開始した。前期成績確定後ただち

に，前期開講科目について，成績データやディプ

ロマポリシーの各項目の達成度などのエビデンス

に基づく授業点検書を科目担当教員レベルで作成

した。また学科会議においては学科レベルでの，

情報工学部 FD 部会および学部教授会では学部レ

ベルでの点検書の総括を行った。結論として，情

報工学部および各学科の点検結果に特に問題は無

かった。以上を第 7 回 FD 推進機構運営委員会（令

和 2 年 1 月 6 日開催）にて 終的に報告した。後

期について，年度内に教員レベルでの後期および

通年科目の授業点検を作成し，新年度に入って学

科および学部レベルの点検を進めるべく計画して

いる。  
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社会環境学部会活動報告 

部会長 藤 井 洋 次 
 

1 .  教育改善に向けた PDCA サイクルの検討と実

施  

 アセスメントポリシーに基づき学部学科（カリ

キュラムレベル），授業（科目レベル）および学生

のそれぞれの段階での学習成果の評価と改善を目

指し，各教員に担当科目（一科目）の「授業点検

書」の作成を実施するとともに，カリキュラムレ

ベルの点検を行い，社会環境学科のカリキュラム

点検報告書を作成した。FD 部会で取りまとめた報

告書は，学科会議で報告し，次年度に向けた授業

改善を検討している。  

 

2 .  新 カ リ キ ュ ラ ム に お け る 専 門 教 育 実 践 へ の

対応及び学修内容の体系化の検討  

2 -1 経営コース前期活動  

(1 )  資格取得支援  

 ①  MOS 検定  

 2019 年 春 に お い て ， 経 営 コ ー ス 学 生 の う ち ，

Word 合格者 23 名（合格率 88 .5%）， Exce l 合格者

37 名（同 56 .1%）であった。2020 年春においては，

Word 合格者 48 名（合格率 90 .6%）， Exce l 合格者

37 名（同 64 .8%）であった。  

 ②  リテールマーケティング・簿記検定  

 リテールマーケティング合格者は 7 名（前期 3

名，後期 4 名）だった。簿記検定合格者は簿記 2

級 2 名，簿記 3 級 10 名であった。  

(2 )  サマーセミナー  

 2019 年 9 月 10～ 12 日（ 2 泊 3 日）の日程で 2 年

生向けの合宿をセミナーハウスで実施した。参加

者は 16 名であった。主な活動は企業研究と戦略

MG ビジネスゲームだった。企業研究（不二精機）

では企業の現状分析，課題発見，改善方法の提案

を意識させながらチーム発表を指導した。ビジネ

スゲームを通じては会計知識のビジネスにおける

活用を実感しビジネススキルの養成ができるよう

指導した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3 )  企業訪問  

 2019 年 6 月 24 日に参加者 32 名（強化クラブ中

心）で名村造船所を訪問した。造船施設を見学し，

ものづくりに関する理解を深めると共に社会で求

められる人材について認識を深めた。また， 2 019

年 9 月 12 日に参加者 16 名（サマーセミナー参加

者）で不二精機を訪問した。食品加工機械の製造

現場を見学した後，サマーセミナーで準備した企

業研究を発表し，企業関係者よりコメントを得た。 

(4 )  戦略 MG ビジネスゲーム  

 5 ゼミで各 4 回実施した。ビジネスゲームを通

じては会計知識のビジネスにおける活用を実感し

ビジネススキルの養成ができるよう指導した。今

年度の延べ参加者は 70 人であり，延べ実施期数は

60 期に上る。  

  

図  1 サマーセミナー参加者  
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(5 )  企業講演会の実施  

 2019 年 6 月 5 日（水）に C 棟地下ホールにて福

田裕聡氏（株式会社スミリオン代表取締役）によ

る講演会を実施した（ 182 名参加）。講演会の趣旨

は企業経営者から実際の経験談を紹介してもらい，

学生に企業経営を実感させることである。講演内

容は，起業に至るまでの経緯（軌道に乗るまでの

苦楽など），経営者として意識して取り組んでいる

こと（経営の工夫や従業員への思い），拠点を置く

福岡の魅力，今後の事業展開と会社経営を通じた

夢などに関するものであった。  

 

2-2 地域コース前期活動  

(1 )  基礎ゼミにおける GIS の紹介  

 1 年生を対象として基礎ゼミの時間を活用して，

GIS の理解を深めるため，以下の 2 社からゲスト

を招聘して講義を実施した。  

 ①  アドソル日進（ 5 月 16 日），  

 ②  CTI グランドプランニング（ 5 月 23 日）  

(2 )  次年度フィールドワークに向けた準備  

 2020 年 度 よ り 実 施 予 定 の フ ィ ー ル ド ワ ー ク に

ついて，担当教員の役割分担，学生の活動する内

容について検討を行った。この検討をもとに，フ

ィールドワークの教学要望予算計画書を策定し，

提出した。  

(3 )  「環境フェスティバル 2019」  

 2019 年 10 月に開催される環境研究や学びを専

門とする大学生を対象とした「環境フェスティバ

ル 2019」への参加を検討し，最終的に森山ゼミか

ら発表者を選出した。発表者は，2019 年 10 月 9 日

に学生・団体セッションにおいてプレゼンテーシ

ョンを行った。  

(4 )  GIS 学術士  

 次年度の GIS 学術士（日本地理学会認定資格）

取得の環境整備に向けた準備として，対象科目お

よび内容について確認する作業を行った。（科目認

定のための申請書を提出し，今 2 月の認定委員会

で審査予定）。なお，今回の申請科目は，新カリ導

入以降の下記の科目である。  

 ①  「コンピュータ入門」（ 2018～ 2020 年度）  

 ②  「空間情報学 I」（ 2018～ 2020 年度）  

 ③  「空間情報学 I I」（ 2018～ 2020 年度）  

 ④  「環境地理学」（ 2019～ 2020 年度）  

 

3 .  意 欲 の 高 い 学 生 の 満 足 度 向 上 と 学 習 環 境 の

整備  

3 -1 海外研修プログラムの実施  

 本年度から社会環境学部では，成績上位層の学

習意欲の向上とグローバル人材の育成を目的に学

部独自の海外研修プログラム（ ECO-STEP）をスタ

ートさせた。 9 月 9 日から 13 日まで 2 年生 11 人

がシンガポールでの研修を行うとともに， 10 月 9

日に研修報告会を実施した。  

 本研修はシンガポールの環境施設の見学や優れ

た環境管理の体験，現地の人々との交流を通じた

異文化理解および現地の人々との英語コミュニケ

ーション体験を通じて社会環境学科での学びを深

図  3 シンガポール大学での交流  

図  2 戦略 MG ゲーム  
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めるプログラムであり，環境をテーマにシンガポ

ールとマレーシア間の水道施設や NEWate r ビジタ

ーセンターを訪れ，水資源管理や下廃水再利用の

取り組みを視察した。また，都市型垂直水耕栽培

農園を運営する現地企業を見学し先進的な野菜生

産 を 視 察 し た 。 さ ら に ， シ ン ガ ポ ー ル 国 立 大 学

（ NUS）の大学生との交流やマレー文化村での現

地文化体験，現地日系企業で働く日本人とキャリ

アについて意見交換した。  

 研修後のアンケートでは全員がプログラムに満

足したと回答しており，研修目標の達成を確認す

るともに，次回の研修（ 2020 年 2 月）にむけた課

題も明らかなり，プログラムの充実に向け検討を

始めている。  

 ただし，2020 年 2 月に実施予定であった 1 年生

向け海外研修プログラムは，コロナウイルス感染

拡大のため中止した。  

 

3-2 学習環境の整備  

 2012 年の更新以来， 7 年ぶりに 2 階の PC 演習

室を更新した。2018 年度より実施されている新カ

リキュラムに対応すべく新しくなった PC 演習室

を利用して，2019 年度後期から本格的に運用を始

めている。コア科目でもあるゼミナール時間での

利用はもちろん，自習時間としても多くの学生が

利用している。また工業大学での文系学部として

統計学や地理学などプログラミングや地理情報シ

ステムを専門とするゼミ教員も配置され，ゼミナ

ールを通して教育内容向上を進めている。  

 10 月の 1 か月間で，ゼミ時間以外の利用者は

170 名にのぼり，総利用時間は 5 ,369 分（約 90 時

間）に達している。一人当たり約 30 分の利用時間

となる。このような PC 演習室を利用した学習に

より， GIS を利用した自習時間が増え，また自由

にプリンターが使えることから，資料を予め各自

で印刷して持参するなど学修習慣の変化もみられ

る。しかし，平日 17 時までの利用時間の制約もあ

り，今後開室延長や適切な電子錠利用なども含め

た今後，改善が必要である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 . AL 実践  

 上杉助教が指導する 2 年生のゼミナールⅠでは，

GIS（地理情報システム）を利用した様々な事象の

コンピューター地図上への可視化，情報の関係性，

パターン傾向の分析などに取り組んでいる。その

ゼミナールでの GIS を活用した学修活動の一環と

して，新宮町環境課ならびに筑前新宮に白砂青松

を取り戻す会（白砂青松の会）と協働で，新宮海

岸の防風砂林「楯の松原」の遊歩道を観光資源と

して活用するためのデジタルマップの作製に取り

組んだ。2020 年 2 月 18 日に成果報告会を行った。

4 月以降，実際に新宮町及び白砂青松の会でデジ

タルマップを活用するとともに，上杉研究室のゼ

ミナール活動の中でトラブル対応や技術面でのサ

ポート等の協力を継続していく予定である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 . 第 6 回国公私環境フォーラム  

 長崎大学，熊本県立大学，福岡工業大学は環境

分野における包括的連携協定を平成 26 年に締結

し，学術研究の発展や学生，研究者の相互交流の

図  4 PC ゼミ室の完成（ 2019 .9 末）  

図  5 完成した「楯の松原」デジタルマップ  
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推進を目的に毎年「環境フォーラム」を開催して

いる。 6 回目となる今年は， 9 月 20 日（金）に本

学で開催。連携三大学の教員 19 名，学生 42 名，

職員 5 名と学外参加者 2 名の計 68 名が参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三大学若手研究者のシーズ紹介と学生によるポ

スター発表の 2 部構成で，本学からは，尹諒重准

教授，乾隆帝准教授および上杉昌也助教が研究紹

介を行った。また，学生のポスター発表では，各

自 1 分間のフラッシュトークを皮切りに，社会環

境学研究科と社会環境学部学生 23 名が「環境」を

テーマとする研究発表を行い，他大学の学生や教

員，福岡市職員と活発な意見交換を行った。  

 

以上  

 

図  6 ポスター発表の様子  
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大学院部会活動報告 

部会長 徳 安 達 士 
 

〈工学研究科〉  

1 .  大 学 院 担 当 教 員 の 業 務 見 直 し に よ る 教 育 研

究の質的向上  

 専攻主任会，研究科委員会の議題を事前に整理

しておくことや報告事項を簡潔にまとめるなど，

積極的な会議時間の短縮を図った。専攻主任会に

おいては，さらなる業務改善を要望する意見が多

く，令和元年度では特に入試課との具体的な連携

の方針および各種入学試験の業務フローの試作を

行った。  

 業務見直しにおいては，グローバル系の各種取

組をペンディングとし，その分のリソースは教員

ごとの裁量によるものの各々の教育研究活動に還

元できたと考えている。しかしながら，通期 AP レ

ビューなどを見てみると，いくつか専攻において，

教員間の教育研究アクティビティに偏りがあり，

固定化してしまっている記述が確認される。こう

した偏りが生じている要因には，教員間での教育

研究に対する意識の違いであったり，成果を挙げ

ても挙げなくても正当な評価が下されない本学の

人事評価制度の脆弱さであったり，他にも様々な

要因が考えられる。大学教育の質保証を推し進め

るためには，教員意識の改革が必要な時期がきて

おり，その方法については然るべき会議体での議

論をお願いしたい。  

2 .  学生・保護者を対象とした大学院説明会によ

る定員充足  

 学生向けの大学院進学説明会を 4 月と 10 月に

実施した。また，これまでに保護者向けの説明会

を 5 専攻が実施した。参加人数は表 1，表 2 とな

っている。なお，今年度と来年度は，本学大学院

推薦試験受験資格を 3 年次前期もしくは 3 年次後

期終了時の成績上位 1 /3 の学生に与えることとし

た。  

 

3 .  就 職 の 質 向 上 の た め の 産 学 連 携 に よ る 人 材

育成  

 昨年度に引き続き，教員帯同型企業訪問を実施

し，年度内に 5 組が企業訪問を行った。後期には，

国内トップ企業の技術者を講師として招く予定と

していたが，当方のリソース不足で実行には至ら

なかった。やはり，担当者を選ぶような取組は，

負担の傾斜につながるし，長続きしないであろう

ことを再認識した。  

 

4 .  大 学 院 留 学 生 の 就 業 力 を 高 め る キ ャ リ ア 教

育  

 5 月に日本での就職を希望する大学院留学生を

対象に，日本文化や日本企業の採用方針などにつ

いて学ぶ機会を設けた。また，東京事務所長の働

表  1 学生向け大学院進学説明会参加人数  

 電子情報  生命環境  知能機械  電気  情報  情報通信  情シス  シスマネ  社会環境  合計  

4 月  4 4 22 6 15 10 17 1 2 81 

10 月  3 3 14 5 6 7 12 0 2 52 

 

表  2 保護者向け大学院進学説明会参加人数  

 電子情報  生命環境  知能機械  電気  情報  情報通信  情シス  シスマネ  社会環境  合計  

参加人数  
29 組  

52 名  

21 組  

39 名  
－  

18 組  

29 名  

3 組  

5 名  
－  

31 組  

45 名  
－  - 

102 組  

170 名  
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きかけにより，留学生の就職活動を支援する株式

会社オリジネーターの支援を一部の留学生が受け

ることになり， 5 名の留学生が大手企業より内定

を受けた。  

 

5 .  大学院教育の実質化に向けた 3 ポリシーの見

直し  

 10 月に行われた機関別認証評価および 9 月 26

日付けの文科省省令を受け，大学院 FD 部会とし

て①「三つの方針」の策定・公表，②学位論文に

係る評価に当たっての基準の公表，③学識を教授

するために必要な能力を培うための機会の設定又

は当該機会に関する情報提供（努力義務），④経済

的負担の軽減のための措置等に関する情報の明示

（努力義務）にそれぞれ対応することとした。  

 ①については，全専攻で共通の書式を用意し，

現行の 3 ポリシーの見直しを行った。また，国際

連携室の協力により，英語版も作成することがで

きた。  

 

三つの方針の見直し手順：  

1 )   学生が修得すべき学修成果をディプロマポリ

シー（ DP）に定める  

2 )   学習成果をどのような教育課程で実現するか

をカリキュラムポリシー（ CP）に定める  

3 )   教育課程によって，DP に定めた学修成果が上

がることが予想される資質をアドミッションポ

リシー（ AP）に定める  

4 )   各ポリシーの内容と専攻が定めた教育研究上

の目的との整合性について確認する  

 

 ②については，現行のシラバスに特別研究の評

価基準と方法を記載する欄がなく，シラバスの書

式を変えなければ公開する術を持たない状況であ

ることが分かった。幸いなことに，myFi t のシステ

ム更新時期が 12 月であることを受け，経営企画室

と FD 推進室と相談し，最終的には学長裁量経費

でシラバス書式の改訂を行うことができた。経費

の捻出については，関連部局とのやりとりの中で

時間とやる気を削がれた感が否めないが，こうし

た文科省からの教育システムの改善要望に対応す

るための予算は大学として正規に確保しておく必

要があると感じた。  

 今回，特別研究の評価基準と方法を明文化する

にあたって，学位論文と公聴会の評価のためのル

ーブリックを作成することとした。また，シラバ

スの評価基準と方法への記載事項を専攻内で統一

するための雛形を用意し，専攻ごとに策定した。

しかしながら，学生便覧に記載の学位授与基準と

実際の運用において乖離した箇所がいくつか確認

されている。令和 2 年度の早い段階から最終試験

に関する実態調査を行い，場合によっては規定の

一部改訂も視野に入れた対応を行う予定である。  

  

表  3 教員帯同型企業訪問実施内容  

専攻  訪問日  訪問先  引率教員（学生数）  

情報システム  8/28-8/29 
トヨタテクニカルディベロップメント株式会社  

シスメックス株式会社  
李知炯 助教（3 名）  

生命環境化学  9/12-9/13 
住友ゴム工業株式会社  

マンダム株式会社  
桑原順子 教授（2 名）  

電気  10/29-10/30 

荏原製作所  

株式会社共和電業  

日本無線株式会社  

株式会社ケーヒン  

井上昌睦 教授  

大山和宏 教授（2 名）  

池田悦男 東京事務所長  

知能機械  2020/1/21-1/22 東芝機械㈱  加藤友規 准教授  

知能機械  2020/1/31-2/1 トーカロ㈱  朱 教授  
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 ③については，本学にはもともと大学院生の TA

（ティーチングアシスタント）制度があり，文科

省の要求を満たしていた。しかし，学識を教授す

るために必要な能力は，教職員による教育改善の

努力機会に直接触れさせることによって効果的に

高められると考えた。大学院 FD 部会，工学研究

科委員会，FD 推進運営協議会の了承を得て，令和

2 年度よりアカデミックポストを志望する博士後

期課程学生，ポストドクター，特任助教（令和 2

年度より施行）に FD Café への参加が認められる

こととなった。  

 ④については，すでにホームページに掲載され

ている情報ではあるが，大学院事務室の方でより

学生たちに伝わりやすい形を模索することとした。 

 

〈社会環境学研究科〉  

1 .  合同ゼミによる指導の強化，先進的な大学院

教育手法の推進による教育の質的向上  

 大学院 1 年生 3 名全員に対して，合同ゼミを開

催し，修士論文作成に向けた指導を実施した。ま

た，１年間の研究計画となる「課題研究計画書」

および 1 年間の研究進捗状況の報告となる「ディ

スカッション・ペーパー」の作成と指導教員への

提出を義務づけ，計画的な研究活動を展開できる

よう支援した。「課題研究計画書」「ディスカッシ

ョン・ペーパー」のいずれも，3 名全員から提出さ

れた。また，教育の質的向上を図るべく，院生の

研究テーマに関連して 12 月 3 日に学外研修（福

岡市ポンププラザ）を実施した。  

 

2 .  院 生 の 学 会 発 表 を 支 援 に よ る 主 体 的 な 研 究

の推進  

 9 月 20 日長崎大学・熊本大学との 3 大学環境フ

ォーラムにおいて，ポスターセッションに 2 年生

4 名全員がポスター発表を行った。修士論文の中

間発表の直後であったこともあり，研究内容の客

観的評価を受ける機会として，一定の成果があっ

たものと理解している。また，総合研究機構主催

の研究発表会に 2 年生 1 名がポスター参加し，院

生の主体的な研究発表を促進した。  

 

3 .  〇 合 教 員 の 増 員 に よ る 研 究 領 域 の 拡 大 と 院

生確保  

 〇合教員の欠員補充のため，学部に対して依頼

してきた結果，採用基準において大学院〇合の審

査基準を満たせる教員採用を次年度に公募してい

ただけることとなった。他方，院生確保について

は，留学生の確保では，市内の語学学校 3 校に対

して，研究科長・李教授・陳助教・大学院事務室

にて，大学院案内の勧誘活動を行った結果， 6 名

の志願者を確保することができた。また，提携校

である青島科技大学への広報活動に関して，担当

者に対して研究科 PR の促進を依頼した結果，2 名

の進学予定者を確保した。さらには，内部進学者

の確保では，奨励生候補者への面接を実施した結

果，奨励生 2 名の枠に対して 2 名への応募があり，

大きな成果をあげることができた。引き続き，同

活動には積極的に力を注いでいきたい。  

 

 日程 指導内容

４月 初期指導（研究計画の指導）

５月 初期指導（「課題研究計画書」の作成）

６月 初期指導（「課題研究計画書」の提出）

７月 ①著作権の問題及び諸注意点

８月 ②修士論文の書き方全般

９月 ③環境フォーラムへの参加

１０月 ④論文の評価基準

表  4 合同ゼミの実施内容  
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教養力育成センター部会活動報告 

部会長 土 屋 麻衣子 
 

1 . 授業の質的改善に向けた取り組み  

1 ) アセスメントポリシーに基づく教育点検活動  

 前期の部会での授業点検書の作成においては，

「どのような観点から授業の点検を行うことが，

授業改善および学生の成長に繋がるか」という観

点から点検書に載せる項目の議論に時間を費やし

た。作成の段階から，FD のまさに核となる部分に

ついて部会メンバーで議論したことは有意義であ

った。  

 点検においては，教養力育成科目は 1)  基礎科

目， 2)  キャリア科目， 3)  外国語科目， 4)  ウェル

ネス科目， 5)  教職科目に区分されるため，まず，

科目群ごとの教育点検活動を導入した（他学部の

学科レベルの点検に相当）。そこでは，各科目群の

代表者が各科目群の点検内容を取りまとめた。デ

ータ部分（成績分布，授業アンケート等）につい

てはルーブリックを用い分析し，記述部分につい

ては意見集約を行った。その後，カリキュラム点

検として，部会長がデータ部分の総合的解釈と記

述部分から共通項の洗い出しを行った。共通意見

として，学生の学びへの意欲不足が見出された。

教養科目は 1，2 年次開講科目が多いため，入学直

後から学生の学びへの意欲向上の育成にさらに取

り組む必要性があることを確認した。  

 

2) 教養科目の授業外学習時間の向上  

 過去数年の教養科目に関する授業外学習時間の

確認を行ったところ，授業に臨むにあたって必要

とされる授業外学習時間と乖離している実態が明

らかとなった。それを踏まえ，各科目で設定して

いる学習時間に近づくよう少しでも授業改善を行

う必要があるという問題を共有した。課題の量を

増やすというだけではなく，課題への取り組み方

を具体的に提示するなど，各教員において工夫を

することを確認した。その結果，昨年度より 20 分

近く増加し，前期の平均時間は 47 分，後期は 50

分となった。  

 

3) 中間アンケート実施と今後の運用方法の検討  

 2019 年度前期および 2018 年度のアンケート結

果によって，教養力育成科目のほとんどの授業で

は，平均値が高い値で推移してきていることが捉

えられた。従って，授業アンケートによる教育改

善のやり方に関して新たな工夫を行う段階に入っ

たという見解を得た。その改善のための取り組み

の 1 つとして，後期アンケートでは FIT-AIM を活

用した運用を導入した。 FIT-AIM による学生意見

のデータを随時確認することで，中間アンケート

よりも頻回に学生の意見を把握することができる

ためである。授業点検活動との兼ね合いを考慮し

ながら， FIT-AIM を利用した中間アンケートの活

用方法を今後も引き続き協議する。  

 

4)  FIT-AIM ア ン ケ ー ト 項 目 に 対 す る 選 択 肢 内

容の検討  

 今後の FIT-AIM の活用にあたり，現在のアンケ

ート項目に対する回答項目の検討を行った。「取組

姿勢」について 4 段階評価による回答となってい

るが，1～ 4 の回答基準の文言はいずれも学習に対

する積極的な姿勢を表すもので項目間に差があま

りないため，教育技術開発 WG 等へ提案すること

とした。  

 

5) FD 特別予算による取り組み  

 英語科目とウェルネス科目において，FD 特別予

算による教育改善の取り組みを実施した。英語科

目ではアドバンスト・イングリッシュ受講者への

TOEIC- IP 受 験 の 推 奨 と イ ン セ ン テ ィ ブ の 提 供 を

行った。ウェルネス科目では課外学習用動画教材

の整備，設備整備，外部講師による講演等の取り
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組みを実施した。結果は以下の表に示す。  

 

表  1  アドバンストクラスへの TOEIC-IP 受験の

推奨とインセンティブの提供  

 2019 年度実績  

TOEIC- IP 受験率  (目標 90 名 )  107 名  

平均点   

(目標 450 点：全国平均 395 点 )  
423 点  

最高得点  (目標 650 点以上 )  925 点  

インセンティブ対象者数  66 名  

 

表  2  ウェルネス科目における「学び」獲得検証

のための学生調査  

 2019 年度実績  

ウェルネスを主体的に実践・獲

得する学び  (目標 3 .91)  
3 .95  

対人関係スキル等の社会的スキ

ルの学び  (目標 3 .93)  
4 .01  

社会的課題の解決に必要となる

教養的な視点を養うための学び  

 (目標 3 .61)  

3 .72  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 . 将来的な開講科目の検討  

 今後の教養教育の発展・拡充を念頭に，将来的

な開講科目を検討する WG を 5 月に立ち上げ，毎

月 WG ミーティングを開催した。これまでの本学

の教養教育の流れを振り返り，「今後の本学の教養

教育はどうあるべきか」という根本的なトピック

から議論を始めた。  

 議論の中で， H30 年度のカリキュラム改定時に

明示された本学教養教育で習得する 4 つの力（行

動する力，協力する力，問題解決力，対応力）の

醸成に対して，現行カリキュラムできちんと対応

できているか否かの調査を行うこととなった。合

わせて，1，2 年次に大学生が習得すべきスタディ・

スキルについても，現行カリキュラムにおける実

施の程度を調査することとなった（ 2020 年 4 月実

施予定）。  

 

3 . 専門教育との連携  

1 )  フ レ ッ シ ュ マ ン ス ク ー ル お よ び 入 学 前 教 育

の運用方法・内容の検討  

 2019 年度のフレッシュマンスクールは 4/23 の

開講式に始まり，2/4 に無事に閉講式を迎えた。本

学への入学者のレベルアップも一因としてあると

考えるが，従来よりも受講者数は減少した。この

ような状況を鑑みて，今後の運用方法や指導内容

を随時検討していくことを確認した。入学前教育

授業内会話はすべて英語の  

Advanced Engl i sh  A の様子  

チームビルディングの活動に取り組む  

ウェルネス基礎の様子  
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については，業務委託しているワオ・コーポレー

ションが 2020 年度で本事業から撤退することを

受け，業者の選定も含め，新しい運用方法および

内容の検討を開始した。また，過去のデータから，

対象学生の学習に取り組む姿勢や動機づけに関し

て問題があることが判明した。基礎学力の定着の

みならず，大学での主体的学びに対するマインド

セット等に対する教育の必要性について協議を行

う。  

 

2) FD 研修会  

 FD Café（ 9/13 開催）， AL 実践研究会（ 2/21 開

催）を土屋と楢崎で担当した。教養力育成科目に

おいては， DP の G， H， I の育成に注力している

ものが多く，それらについて日々の授業実践を通

して得られた知見やノウハウを全学で共有させて

頂くことは意義あることだと考える。今後も機会

があれば積極的に従事したい。  

 

3)  コ ン ピ ュ ー タ ー 入 門 の 担 当 者 と の 連 絡 径 路

の整理  

 旧カリキュラムの流れから，コンピューター入

門については，担当者である麻生教育サービスが

各学科の教務委員の先生と直接連絡を取りながら

授業にあたってきたが，今後は教養力育成センタ

ーを介して授業内容や方法について情報共有をし

ていくことに整理した。  

 

4 .  教 養 力 育 成 セ ン タ ー の 運 営 に 適 し た 組 織 の

在り方の検討  

 本部会では，全学部に関わる教養力育成科目を

今後拡充するにあたり必要なことや求められてい

ることは何かという観点から，本項目について議

論した。上記 1．授業の質的改善のための取り組

み， 2．将来的な開講科目の検討， 3．専門教育と

の連携で記載した 1 つ 1 つの取り組みが本センタ

ーのあり方を考えるに資する議論および活動であ

ったと考える。  

 

FD Café 自主性・自己調整学習を促す  

フィードバック実践  

AL 実践研究会 アイスブレーキングとチームビ

ルディング―ウェルネス科目における実践例―  
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【2019年度FD推進機構運営委員会・各部会開催状況】 
 

FD推進機構運営委員会 
 第1回 5月7日 

  1. 報告事項 

   (1) 平成30年度FD部会活動報告 

   (2) 入学前教育の実施状況について 

   (3) フレッシュマンスクール開講について 

   (4) 授業アンケート（中間・期末）の実施について 

   (5) 大学教育再生加速プログラム進捗状況報告 

   (6) その他 

    ・平成30年度FD推進予算執行状況報告 

    ・FD Annual Report 2018スケジュール 

  2. 審議事項 

   (1) FD部会メンバーおよび重点事項について 

 第2回 7月29日 

  1. 報告事項 

   (1) 平成30年度FD部会報告（社会環境学部会） 

   (2) 英語プレイスメントテスト実施結果 

   (3) 授業アンケート（期末）実施結果 

   (4) 授業アンケート（中間）に代わる授業振り返り促進運動（工

学部会） 

   (5) その他 

    ・ポイント制度経過報告 

    ・大学教育再生加速プログラム平成30年度進捗状況報告 

    ・工大サミット開催（11/30） 

    ・新任教員FD研修会開催（9/17） 

    ・FDerミーティング開催（8/7） 

 第3回 9月2日 

  1. 報告事項 

   (1) FD Annual Report AL特集号の発行について 

   (2) 2019年度前期アセスメント・ポリシー試行実施について 

   (3) その他 

    ・1年生全員面談の実施について 

    ・IRコンソーシアムならびに文科省全国学生調査の実施につ

いて 

    ・FD Caféの開催案内（9/13） 

 第4回 10月28日 

  1. 審議事項 

   (1) 2020年度入学前教育の実施について 

  2. 報告事項 

   (1) フレッシュマンスクール前期活動報告 

   (2) 前期授業アンケート（期末）実施結果 

   (3) 新任教員FD研修実施報告 

   (4) 1年生全員面談の実施報告 

   (5) IRコンソーシアム学生調査2018結果報告 

   (6) その他 

    ・2019年度工学教育賞の推薦について（依頼） 

    ・FD Caféの開催報告（9/13）と案内（12/2） 

    ・前期FD部会活動報告の作成依頼（〆切11/29） 

    ・教育改善実施状況表の更新依頼（〆切12/20） 

 第5回 1月6日 

  1. 報告事項 

   (1) 2019年度前期FD部会活動報告 

   (2) 補助事業終了後のAL型授業推進プログラム取組計画 

   (3) 後期授業アンケート（期末）回答状況 

   (4) FD Annual Report 2019の発行について 

   (5) 2020年度FD推進特別予算の申請について 

   (6) その他 

    ・2020年度入学生への入学前教育の実施について 

    ・2020年度新入生オリエンテーションについて 

    ・FD Café実施報告とAL実践研究会開催案内 

  2. 審議事項 

   (1) アセスメント・ポリシーに基づく教育点検について 

   (2) FD推進機構特任教員の再任について 

   (3) ファカルティディベロッパーの推薦について 

 第6回 3月9日 

  1. 2019年度FD推進特別予算実績報告 

  2. 2019年度FD推進一般予算実績報告 

  3. 2020年度FD推進特別予算事業選定 

  4. 2020年度FD推進一般予算（案） 

  5. アセスメント・ポリシー（学修成果の評価・改善の方針）に

基づく教育点検活動の実施について 

  6. 2019年度後期授業アンケート（期末）の実施結果 

  7. 大学院設置基準の一部改正への対応について 

  8. その他 

   (1) FD Annual Report 2019投稿状況 

   (2) 2020年度FD推進機構運営委員会の開催予定について 

 

工学部会 
 第1回 5月8日 

  1. 本年度FD部会年間スケジュール 

  2. 本年度部会重点項目について 

  3. 工学部表彰対象者と表彰日について 

  4. 工学部表彰対象者資格の確認について 

  5. 平成30年度後期PDCA報告 

  6. 本年度前期中間アンケート実施について 

  7. 中間アンケートの中止と実施授業の日々の振り返り促進運

動について 

  8. 工学部授業公開について 

  9. FD講演会について（グローバルPBLの実践） 

  10. その他 

   ・「授業点検書」の作成について 

   ・教育技術開発WG（3/26）報告 

   ・教育技術開発WG（4/23）報告 

 第2回 6月5日 

  1. 中間アンケートの中止と実施授業の日々の振り返り促進運

動について 

  2. 表彰制度に基づく学業優秀者表彰規程・表彰資格の見直しに

ついて 

  3. GPBL申し合わせについて 

  4. アセスメント（ポリシー）の進め方について 

  5. その他 

   ・教育技術開発WG（5/28）報告 

 第3回 6月26日 

  1. 表彰制度に基づく学業優秀者表彰規程・表彰資格の見直しに

ついて  

  2. 授業アンケート（期末）の実施について 

  3. アセスメント（ポリシー）の進め方について 

  4. その他 

   (1) 教育技術開発WG（6/25）報告 
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 第4回 9月3日 

  1. 中間アンケートまとめ 

  2. 日々の振り返り運動について 

  3. 表彰制度に基づく学業優秀者表彰規程・表彰資格について 

  4. FD講演会について 

  5. FD特別予算について 

  6. アセスメント・ポリシーに基づく教育点検について 

  7. その他 

   ・教育技術開発WG（7/23，8/26抜粋）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（7/29，9/2抜粋）報告 

 第5回 10月3日 

  1. 後期授業中間アンケート実施について 

  2. 後期授業公開について 

  3. 31年度FD特別予算（3期目3年終了）の取扱いについて 

  4. 平成30年度前期学業優秀者表彰について 

  5. アセスメント・ポリシー策定について 

  6. その他 

   (1) 教育技術開発WG（9/25開催）報告 

 第6回 11月6日 

  1. 各学科「カリキュラム点検報告書」に基づく教育点検 

  2. 工学部教育に関する学生意見聴取結果について 

  3. その他 

   ・前期学業優秀者表彰実施報告 

   ・FD推進機構運営委員会（10/28）報告 

   ・教育技術開発WG（10/29）報告 

 第7回 12月4日 

  1. アセスメント・ポリシーに基づく学部教育点検について 

  2 前期部会活動報告 

  3. その他 

   ・教育技術開発WG（12/3）報告 

 第8回 1月8日 

  1. アセスメント・ポリシーに基づく学部教育点検 

  2. 学業表彰者及び資格取得者表彰掲示について 

  3. FD推進特別予算の申請について 

  4. 後期授業アンケート（期末）回答状況 

  5. 工学部AI/データサイエンス関連科目 

  6. その他 

   ・工学部教育実績に関する教員表彰者選定依頼 

   ・授業公開の実施状況 

   ・教育技術開発WG（12/23）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（1/6）報告 

 第9回 2月19日 

  1. アセスメント・ポリシーに基づく学部教育点検 

  2. 授業振り返り促進活動について 

  3. 工学部教育実績に関する教員表彰者 

  4. その他 

 第10回 2月28日 

  1. アセスメント・ポリシー（学修成果の評価・改善の方針）に

基づく学部教育点検 

  2. 授業の振り返り運動に関するアンケート 

  3. 授業見学報告について 

  4. 2019年度FD特別予算実績報告 

  5. 工学部教育実績に関する教員表彰者 

  6. 学生表彰対象者の確認（資格取得，成績優秀） 

  7. その他 

   ・教育技術開発WG（1/28）報告 

情報工学部会 
 第1回 4月18日 

  1. 平成31年度部会重点事項について 

  2. 情報教育検討WG本年度新委員推薦依頼 

  3. i-Techラボ利用グループ担当教員会議について 

  4. ふくおかIT Workouts参加グループ募集 

  5. 情報工学部スクーリング事業について 

  6. 学習相談コーナーの実施について 

  7. 中間アンケート実施について 

  8. その他 

   ・「授業点検書」の作成について 

   ・教育技術開発WG（3/26）報告 

 第2回 5月29日 

  1. 学科FD活動年間スケジュールについて 

  2. 情報教育検討WG本年度委員について 

  3. i-Techラボ利用グループ担当教員会議について 

  4. 学習相談コーナーの実施について 

  5. 他学科学習相談コーナーの利用について 

  6. 教育業績賞報告会について 

  7. 中間アンケート実施科目について 

  8. 学生表彰関連について 

  9. その他 

   ・「授業点検書」の作成について 

   ・教育技術開発WG（4/24）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（5/7）報告 

 第3回 6月26日 

  1. 中間アンケートまとめ 

  2. 2019年度教育業績賞スケジュールについて 

  3. 学生表彰に関する学科意見（資格表彰）（成績優秀者表彰） 

  4. その他 

   ・「授業点検書」の作成について 

   ・九州アプリチャレンジ・キャラバン2019 

   ・教育技術開発WG（5/28）報告  

   ・教育技術開発WG（6/25）報告 

 第4回 7月24日 

  1. 学生表彰に関して（資格表彰）（成績優秀者表彰） 

  2. 授業アンケート（期末）回答結果 

  3. その他 

   ・「授業点検書」の作成について 

   ・九州アプリチャレンジ・キャラバン2019 

   ・教育技術開発WG（7/23）報告  

 第5回 9月25日 

  1. 前期学習相談コーナー実施報告 

  2. 中間アンケート実施科目（修正版）報告 

  3. その他 

   ・「授業点検書」の作成について 

   ・情報工学部i-Tech LAB利用ルール（案）ver.1 

   ・クラウドアプリ開発入門講座実施報告 

   ・教育業績賞の受賞者確認 

   ・表彰制度に基づく学業優秀者表彰について 

   ・FD推進機構運営委員会（7/29）報告 

   ・教育技術開発WG（9/24）報告 

 第6回 10月30日 

  1. カリキュラム点検報告書 進捗報告 

  2. その他 

   ・クラウドアプリ開発入門講座成果報告会 
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   ・FD推進機構運営委員会（10/28）報告 

   ・教育技術開発WG（10/29）報告 

 第7回 11月27日 

  1. カリキュラム点検報告書に基づく教育点検 

  2. 学生表彰について 

  3. 学習相談コーナー予算執行状況について（報告） 

  4. その他 

   ・情報工学部AI/データサイエンス関連科目一覧表作成につい

て（該当科目の一覧表作成の依頼） 

   ・クラウドアプリ開発入門講座成果報告会実施報告 

   ・【開催案内】 

    「九州アプリチャレンジ・キャラバンコンテスト2019」 

    2019年12月21日（土）@レソラNTT夢天神ホール 

 第8回 12月25日 

  1. アセスメント・ポリシーに基づく教育点検活動報告 

  2. FD推進機構情報工学部会活動報告（2019年度前期） 

  3. 2019年度後期中間アンケート実施報告 

  4. 情報工学部AI/データサイエンス関連科目 

  5. 2020年度入試合格者対象スクーリングについて 

  その他 

   ・教育業績賞受賞者 報告会・公開授業について 

   ・学生表彰受賞者申請状況（教員免許・JABEEコース） 

   ・九州アプリチャレンジ・キャラバンコンテスト2019報告 

   ・教育技術開発WG（12/3・12/23）報告 

 第9回 1月29日 

  1. アセスメント・ポリシーに基づく学部教育点検 

  2. 2020年度FD推進特別予算の申請 

  3. 学生表彰受賞者について 

  4. 情報工学部AI/データサイエンス関連科目 

  5. 2020年度版他学科履修推奨科目 

  6. 2020年度学習相談コーナー実施計画 

  その他 

   ・FD推進機構運営委員会（1/6）報告 

   ・教育技術開発WG（1/28）報告 

 第10回 2月19日 

  1. アセスメント・ポリシー（学修成果の評価・改善の方針）に

基づく学部教育点検 

  2. 学習相談コーナー（2019実績報告・2020実施計画） 

  3. 2020年度FD推進特別予算について 

  4. 学修時間の可視化（2019年度前期，情報工学部の事例） 

  5. その他 

   ・2020年度他学科履修推奨科目 

   ・学生表彰受賞者（追加申請の確認） 

 第11回 3月12日 

  1. アセスメント・ポリシー（学修成果の評価・改善の方針）に

基づく教育点検 

  2. 2019年度FD推進特別予算実績報告 

  3. 2020年度FD推進特別予算計画 

  4. 2019年度学習相談コーナー学科報告 

  5. 成績優秀者学生表彰について 

  6. 資格取得学生表彰について 

  7. その他 

   ・教育技術開発WG（2/26）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（3/9）報告 

 

社会環境学部会 
 第1回 4月10日 

  1. 平成31年度部会重点事項について 

  2. 新入試への対応について 

  3. 平成31年度新入生の対応について 

  4. 本年度のFD部会運営について 

  5. その他 

   (1) FD推進機構運営委員会（3/11）報告 

   (2) ACC WG（3/27開催）報告 

   (3) 平成31年度新入生基礎学力テスト結果 

 第2回 4月18日 

  1. シンガポール環境体験研修について 

  2. 入試定員について 

  3. 今年度の授業運営について 

  4. 本年度のFD部会日程について 

  5. 平成31年度前期中間アンケートの実施について 

  6. その他 

   (1) 授業点検書の作成について 

   (2) ACC WG（3/27開催）報告 

 第3回 5月14日 

  1. シンガポール環境海外研修（ECO-STEP）参加者の件 

  2. 授業改善PDCA 

   ・授業点検シートについて 

   ・ベストティーチャー賞について 

  3. 各コース将来構想WGについて 

  4. 推薦入試の要件について 

  5. ゼミ学生幹事会について 

  6. 教員学外研修について 

  7. その他 

    FD推進機構運営委員会報告（5/7開催） 

    ACC WG報告（4/23開催） 

 第4回 6月11日 

  1. 各コースWGからの報告 

  2. えこFITについて 

  3. ゼミ学生幹事会について 

  4. 中間アンケート報告 

  5. 授業評価PDCA（授業点検シート，ベストティーチャー賞な

ど） 

  6. その他 

    ACC WG報告（5/28） 

 第5回 7月9日 

  1. 各コース2019年度前期活動報告について 

  2. 洋雑誌予算について 

  3. 前期中間授業評価アンケート結果について 

  4. 前期末授業評価アンケートについて 

  5. 学生幹事会について 

  6. えこFITについて 

  7. 授業評価PDCA（授業点検シート） 

  8. その他 

    ACC WG報告（6/25） 

 第6回 9月3日 

  1. 授業改善PDCA（授業点検シート） 

  2. 全学内部質保証推進委員会での学部ごとの教育研究上の目

的 

  3. 第8次MPに係る検討課題について 

  4. 各コース将来構想WG後期スケジュール 
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  5. ECO-STEPについて 

  6. 学生幹事会の開催 

  7. その他 

    ACC WG報告（7/23,8/26抜粋） 

    FD推進機構運営委員会（7/29,9/2） 

 第7回 10月8日 

  1. アセスメント・ポリシーに基づく教育点検活動について 

  2. 中間アンケートの実施について 

  3. APレビュー作成について 

  4. 学部の教育研究上の目的（全学内部質保証推進会議） 

  5. 夏ECO-STEPアンケート結果について 

  6. 春ECO-STEP説明会について 

  7. 前期単位取得不足者一覧 

  8. 2020年度ゼミ配属について 

  9. えこFITについて 

  10. CAP超過手続きについて 

  11. その他 

   ・教育技術開発ＷＧ（9/24抜粋）報告 

 第8回 11月7日 

  1. 各コースのカリキュラム点検について 

  2. その他 

   ・FD推進機構運営委員会（10/28）報告 

   ・教育技術開発WG（10/29）報告 

    ① ECO-STEP（2月実施）の参加者について 

    ② 2020年度予算について 

    ③「CAP制の上限を超える運用一覧」の変更について 

    ④ 旧カリ学生のゼミ配属について 

 第9回 12月5日 

  1. アセスメント・ポリシーに基づく学部教育点検 

  2. 中間アンケート実施報告 

  3. 前期部会活動報告 

  4. 学部の教育研究上の目的について 

  5. 教育内容の体系化の検討について 

  6. 会議報告 

   ・教育技術開発WG（12/3）報告 

  7. その他 

 第10回 1月9日 

  1. アセスメント・ポリシーに基づく学部教育点検 

  2. FD推進特別予算の申請について 

  3. AI/データサイエンス関連科目 

  4. 会議報告 

   ・教育技術開発WG（12/23）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（1/6）報告 

  5. その他 

 第11回 1月29日 

  1. アセスメント・ポリシーに基づく学部教育点検 

  2. FD推進特別予算の申請について 

  3. 入学前教育実施状況 

  4. 会議報告 

   ・教育技術開発WG（1/28）報告 

  5. その他 

 第12回 2月19日 

  1. アセスメント・ポリシー（学修成果の評価・改善の方針）に

基づく学部教育点検 

  2. FD推進特別予算の申請について 

  3. コース活動報告 

  4. その他 

   ・R2年度 AP計画書の作成 

   ・R1年度 APレビュー作成依頼 

   ・R2年度 基礎ゼミの教材 

   ・R2年度 予算申請の修正（JMP） 

   ・今後の教育・研究装置・設備等導入計画 

   ・入学前教育実施状況 

   ・試行コース制修了者について 

   ・卒業生代表の選出について 

 

大学院部会 
 第1回 4月9日 

 審議事項 

  1. 2019年度取組課題について 

  2. 2019年度奨励生の新規及び継続採用について 

 報告事項 

  1. 学業特待生選考枠について 

  2. 英語学習（TOEIC）の受験の案内 

  3. 工学研究科修士論文・審査スケジュール・要領の作成 

 第2回 5月7日 

 審議事項 

  1. 奨励生の点検について 

 報告事項 

  1. 進学者数と修了者数の過去5年間報告 

  2. 第1回進学説明会実施報告 

 第3回 6月4日 

 審議事項 

  1. 2019年度前期授業アンケートの実施について 

  2. 担当教員の資格種別の追加について 

 報告事項 

  1. 2018年度各種アンケート結果報告 

  2. 特別研究指導教員一覧と学位取得状況 

  3. 学会出席状況報告表 

 第4回 7月2日 

 審議事項 

  1. 平成30年度各種アンケートの検証結果 

  2. 奨励生の週報様式の見直しについて 

 第5回 9月3日 

 審議事項 

  1. 講義担当者追加願いについて 

 その他 

  1. シラバス英語化表記の提案 

 第6回 10月11日 

 審議事項 

  1. 機関別認証評価実施のご報告と今後の対応（案）について 

 報告事項 

  1. 前期授業アンケート結果について 

 その他 

  1. 大学院教員資格審査における投票資格について 

 第7回 11月12日 

 審議事項 

  1. 3ポリシーの各専攻見直し案について 

 報告事項 

  1. 前期授業アンケートの結果の検証 
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 第8回 12月10日 

 審議事項 

  1. 2020年度大学院教育システムの整備計画 

  2. 2019年度後期各種アンケートの実施について 

 報告事項 

  1. 2020年度工学研究科修士課程年間活動計画 

  2. 大学院各種入試の手続きフロー 

 第9回 1月7日 

 報告事項 

  1. 大学院設置基準の一部改正（博士後期課程学生に向けたプレ

FD）への対応について 

  2. 3ポリシーの最終案の確認 

  3. 学習成果自己点検票について 

  4. 修士論文・公聴会評価シートについて 

 第10回 2月4日 

 報告事項 

  1. 次年度シラバスの点検依頼 

  2. 3ポリシーの英訳の確認 

 

教養力育成センター部会 
 第1回 4月24日 

  1. 本年度FD部会重点実施項目について 

  2. 授業アンケート（中間・期末）の実施について 

  3. 2018年度フレッシュマンスクール自己点検･評価報告 

  4. 2019年度入学前教育の実施について 

  5. 2019年度フレッシュマンスクール開講について 

  6. その他 

   ・授業点検書の作成について 

   ・教育技術開発WG（3/27）報告 

   ・教育技術開発WG（4/23）報告 

 第2回 5月22日 

  1. 授業点検書の作成について 

  2. その他 

   ・FD推進機構運営委員会（5/7）報告 

   ・教育技術開発WG（4/23）報告 

 第3回 6月19日 

  1. 中間アンケート実施まとめについて 

  2. 授業アンケート期末の実施について 

  3. 平成30年度フレッシュマンスクール自己点検について 別

添 

  4. 本年度入学生入学前教育実施結果について 

  5. 授業点検書の作成について 

  6. その他 

   ・教育技術開発WG（5/28）報告 

 第4回 7月17日 

  1. 英語プレイスメントテストの結果について 

  2. 授業アンケート（期末）の回答状況について 

  3. 授業点検書について 

  4. その他 

   ・教育技術開発WG（6/25）報告 

 第5回 9月18日 

  1. フレッシュマンスクール活動状況報告 

  2. 2020年度入学前教育の実施について（案） 

  3. アセスメント・ポリシーに基づく教育点検活動について 

  4. その他 

   ・FD部会委員構成について 

   ・中間アンケートのFIT-AIM活用への移行について 

   ・FD 推進機構運営委員会（7/29，9/2抜粋）報告 

   ・教育技術開発WG（7/23，8/26抜粋）報告 

 第6回 10月15日 

  1. 科目群のカリキュラム点検 

  2. 今後の中間アンケートの運用 

  3. FD研修会での発表について 

  4. その他 

   ・教育技術開発WG（9/24抜粋）報告 

 第7回 11月26日 

  1. 各コースのカリキュラム点検について 

  2. 中間アンケート実施まとめ 

  3. その他 

   ・教育技術開発WG（10/29抜粋）報告 

 第8回 12月10日 

  1. 各コースのカリキュラム点検報告および教養力育成センタ

ーカリキュラム点検報告 

  2. 2019年度前期FD推進機構教養力育成センター部会報告 

  3. その他 

   ・運営委員会（10/28抜粋）報告 

   ・教育技術開発WG（12/3抜粋）報告 

 第9回 1月14日 

  1. アセスメント・ポリシーに基づく教育点検について 

  2. FD推進特別予算の申請について 

  3. その他 

   ・運営委員会（2020/1/6抜粋）報告 

   ・教育技術開発WG（2019/12/23抜粋）報告 

 第10回 2月7日 

  1. アセスメント・ポリシーに基づく教育点検について 

  2. 2020年度FD推進特別予算について 

  3. キャリア形成におけるご協力のお願い 

  4. 基礎学力テスト実施のお願い 

  5. 教養力育成科目履修ガイドラインリーフレットについて 

  6. フレッシュマンスクール関連報告 

  7. その他 

   ・教育技術開発WG（1/28抜粋）報告 

 第11回 3月12日 

  1. アセスメント・ポリシー（学修成果の評価・改善の方針）に

基づく教育点検 

  2. 2019年度FD推進予算実施報告 

  3. 2020年度FD推進予算計画報告 

  4. 2020年度入学予定者入学前教育中間報告 

  5. その他 

   ・教育技術開発WG（2/26）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（3/9）報告 

 

教育技術開発WG 
 第1回 4月23日 

  1. 教育技術開発WGメンバーおよび重点事項 

  2. H30年度第2回評価委員会開催報告 

  3. H31年度前期 CS導入状況 

  4. 学習ポートフォリオ導入指導報告 

  5. 平成30年度大学改革推進等補助金実績報告書 

  6. 議論：授業外学習時間の捕捉方法について 

 第2回 5月28日 

  1. 2018年度就職活動に関するアンケート結果 
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  2. 2019年度学生FD活動計画案 

  3. 議論：授業外学修時間の捕捉方法について 

  4. その他 

   ・CS雇用申請（前期追加分）について 

   ・CS活動の履歴書記載について 

   ・中間評価結果の確認 

   ・第7回APテーマⅠ選定校協議会開催（6/14） 

 第3回 6月25日 

  1. 2019年前期AL型授業実施アンケートについて 

  2. 期末授業アンケートでの授業外学修時間の捕捉依頼 

  3. FIT-AIMによる授業外学修時間の状況調査について 

  4. FIT-AIMの活用について 

  5. 議論：主体性の評価について 

  6. その他 

   ・FDer研修プログラム案内 

   ・APテーマⅠ第7回選定校協議会参加報告（6/14） 

 第4回 7月23日 

  1. FIT-AIM前期開発内容について 

  2. 2019後期CS募集と2019前期CSアンケート・雇用報告書につ

いて 

  3. 2019後期FIT Replay活用について（案内） 

  4. 議論：主体性の評価について② 

  5. その他 

   ・CS育成のためのチェックリスト作成について 

   ・大学教育再生加速プログラム（AP）フォローアップに係る実

施 

   ・状況報告書の提出について 

   ・【開催案内】ファカルティ・ディベロッパー養成講座（10/11

～10/13） 

   ・熊本大学公開講座 インストラクショナルデザイン入門編,

応用編 

 第5回 8月26日 

  1. 2019年度後期CS研修の実施について 

  2. FIT-AIMによる授業外学修時間の状況調査結果について 

  3. FIT-joinによる学生発案型授業の実施について 

  4. 議論：主体性の評価について③ 

  5. その他 

   ・FDerミーティング開催報告 

   ・FD Annual Report AL特集号の発行について 

   ・AL実施状況アンケート 回答状況（8/26 8:30現在） 

 第6回 9月24日 

  1. 2019年度前期AL型授業に関するアンケート回答結果につい

て 

  2. 2019年度前期授業外学修時間について 

  3. 2019年度前期FIT-AIM「授業の振り返り」利用状況について 

  4. 2019年度前期FIT Replay（授業アーカイブシステム）利用状

況 

  5. 授業アンケート「学生が実際に伸びたと実感できた力（DP要

素）」経年分析結果について 

  6. FIT-joinによる学生発案型授業の実施について 

  7. 議論：主体性の評価とFIT-AIM 

  8. その他 

   ・2019年度前期CS活動まとめ 

   ・2019年度後期CS一覧 

   ・第1回評価委員会開催報告（9/20） 

 第7回 10月29日 

  1. 2019年度AL実践研究会の実施について（案） 

  2. FIT-AIM後期開発内容（案）について 

  3. 議論：FIT-AIMの活用について 

  4. その他 

  ・CS研修実施報告（10/2） 

  ・FIT-joinによる学生発案型授業実施報告（10/9） 

  ・『FD Annual Report AL特集号』の発行について（再） 

  ・最終報告会（仮称）開催日決定について（2020/3/17） 

 第8回 12月3日 

  1. 2018年度卒業生アンケート調査結果について 

  2. 2019年度卒業生調査・企業調査等の実施について 

  3. 授業外学修時間調査の実施について（後期15週目授業） 

  4. 補助事業終了後の本取組について（案） 

  5. FIT-AIM利用活性化における利用教員へのヒアリング報告～

10.29『「FIT-AIM」の利用活性化について』より～ 

  6. 議論：IRコンソーシアム学生調査によるAL型授業の成果の

可視化について 

  7. その他 

   ・APテーマⅠ第8回選定校協議会，テーマⅠアクティブ・ラー

ニングシンポジウム参加報告（11/30） 

 第9回 12月23日 

  1. 2019年後期AL型授業実施アンケートについて 

  2. 2019年度後期期末授業アンケートでの授業外学修時間の捕

捉依頼 

  3. 2019年度後期CS雇用報告書とCSアンケートについて 

  4. 2020年度CS候補者募集とCS事前研修 

  5. FDerの認定について 

  6. 『FD Annual Report AL特集号』依頼原稿・投稿文の閲読につ

いて 

  7. その他 

   ・第9回AL実践研究会開催について（2/21（金）判定教授会終

了後～） 

 第10回 1月28日 

  1. 授業外学修時間年度・期別推移について 

  2. 令和元年度フォローアップ報告書について 

  3. 議論：フォローアップ指摘事項について 

  4. その他 

   ・FIT-AIMに関する学生意見の聴取について 

   ・『FD Annual Report AL特集号』について 

   ・3/17（火）最終報告会開催概要について 

   ・ノートテイキングの動画について 

 第11回 2月26日 

  1. 後期AL型授業実施アンケート回答状況 

  2. 2020年度CS申請一覧 

  3. 2019年度CS合宿の実施について 

  4. 2020年度授業アーカイブシステム利用案内 

  5. 学生FDスタッフへのFIT-AIMヒアリング報告 

  6. 議論：学生FD活動について 

  7. その他 

   ・福岡工業大学AP成果報告会開催について 

 第12回 3月23日 

  1. 2019年度後期AL型授業実施アンケート集計結果 

  2. 2019年度FIT Replay（授業アーカイブシステム）利用状況 

  3. 2019年度FIT-AIM授業振り返り入力状況 

  4. 2015～2019年度授業外学修時間推移 
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  5. 2019年度後期CSアンケート・雇用報告書まとめ 

  6. 2019年度累積GPA学科・年次別 四分位点一覧 

  7. 卒業生調査（入社企業への聞き取り調査）結果報告 

  8. 議論：2019年度第2回評価委員会での指摘事項について 

  9. その他 

  ・2019年度第2回評価委員会開催報告（3/17） 

  ・2020年度教育技術開発WGメンバーについて 

  ・2020年度AL型授業推進プログラム評価委員会について 
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開催日時 区分 参加者数 テーマ・講師等 

2019.4.24 知能機械工学

科 FD 研修会 

42 名 「英国研修の報告」 

（工学部 知能機械工学科 准教授 加藤友規） 

「木野による技術士合格必勝法」 

（工学部 知能機械工学科 教授 木野 仁） 

2019.5.16 情報工学部 

FD 研修会 

12 名 公開講義（科目名）：「情報解析学」 

（情報システム工学科 教授 徳安達士） 

2019.5.22 工学部 

FD 研修会 

31 名 「グローバル PBL の実践」 

（電子情報工学科 教授 倪 宝栄） 

（電子情報工学科 教授 江口 啓） 

2019.5.22 情報工学部 

FD 研修会 

39 名 「フロリダ大学研修の報告」  

（情報システム工学科 准教授 下戸 健） 

2019.7.24 情報工学部 

FD 研修会 

7 名 教育業績賞受賞者報告会： 

公開講義（科目名）：「システムマネジメントゼミナールⅡ」 

（システムマネジメント学科 准教授 井口修一） 

2019.9.13 第 17 回 

FD Café 

39 名 「自主性・自己調整学習を促すフィードバック実践」 

（社会環境学科／教養力育成センター 教授 土屋麻衣子） 

2019.9.17 新任教員 

FD 研修会 

8 名 新任教員 FD 研修会 

「現在の授業内容とともに、講義で工夫していることや注意してい

ること、また、良かった点や困っている点をプレゼンテーション

形式で発表後、意見交換」 

2019.12.2 第 18 回 

FD Café 

23 名 「チームで取り組むカリキュラムマネジメント」 

（学びと成長しくみデザイン研究所代表 桑木康宏氏） 

2019.12.18 工学部 

FD 研修会（AL

実践研究会） 

43 名 「FIT-AIM の活用事例 ～振り返りを用いた学生の主体性評価と講

義改善～」 

（電気工学科 助教 北﨑 訓） 

2020.1.22 情報工学部 

FD 研修会 

15 名 公開講義（科目名）：「プロジェクト型演習Ⅰ・Ⅱ」 

（情報工学科 准教授 家永貴史） 

2020.2.13 工学部 

FD 研修会 

20 名 2019 年度工学部グローバル PBL 報告会 

「台湾・高雄科技大学におけるグローバル PBL 実施報告」 

（電子情報工学科 教授 倪 宝栄） 

「KMITL におけるグローバル PBL の報告（Design of a line follower 

robot and its function extension）」 

（電子情報工学科 教授 江口 啓） 

「タイ KMITL で実施した知能機械工学科のグローバル PBL」 

（知能機械工学科 准教授 加藤友規） 

「ブリティッシュコロンビア大学におけるグローバル PBL の報告」 

（電気工学科 准教授 田島大輔） 

2019 年度 FD 講演会・研修会開催一覧 
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2020.2.21 AL 実践研究会 22 名 「アイスブレイキングとチームビルディング～ウェルネス科目にお

ける実践例～」 

（社会環境学科／教養力育成センター 教授 楢﨑兼司） 

2020.3.3 情報工学部 

FD 研修会 

20 名 最終講義（科目名）：「人工知能と教育研究的課題」 

（システムマネジメント学科 教授 横田将生） 

 

 

 

【2019.9.13 第 17 回 FD Café】 

 

  

【2019.9.17 新任教員 FD 研修会】 
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１．実践報告

・大学教育再生加速プログラム（AP）（テーマⅠ：アクティブ・ラーニング）採択事業
　福岡工業大学AL型授業推進プログラム　令和元年度事業報告

・フレッシュマンスクール2019年度自己点検・評価報告書
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２．2019年度FD推進機構運営委員会・各部会
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３．2019年度FD講演会・研修会開催一覧
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